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第３章
資料集
創設から開学まで
３．１ 高岡短期大学前期の年表
昭和３９年 ５．１３ 富山大学工学部教授会並びに昭和４１年５月６日の富山大学評議会で、富山大学工学部を高岡市から
五福地区へ移転することが決議される。
昭和５２年度中 富山県及び高岡市が「高岡地域大学設置協議会」を設置し、富山大学工学部の富山市五福地区移転決議に
伴う代替施設として、国立の高等教育機関を誘致する方向で検討が進められ、昭和５２年１２月に「高岡地域
大学設置に関する陳情」が文部省に提出される。
昭和５３年 １． 富山県及び高岡市が「富山県高等教育整備懇談会」を設置し、代替施設としての国立高等教育機関の
具体的内容について検討が進められる。（同懇談会は、昭和５４年２月に一応の結論をまとめ、地元としての
要望を明らかにする。）／３．２３「国立高岡産業短期大学設立に関する陳述書（富山県・高岡市）」が文部省
に提出される。
昭和５４年 １．１ 昭和５４年度予算案で「短期高等教育機関（高岡）設置調査経費」１，５４２千円が認められ、文部省にお
いて短期大学の設置調査についての具体的な検討が開始される。／４．１７「国立高岡産業短期大学設立に
関する陳述書（富山県・高岡市）」が文部省に提出される。短期高等教育機関設置（高岡市）に関する調査研究
について」（事務次官裁定）が制定される。／５．１２ 文部省の第１回「短期高等教育機関設置（高岡市）に関
する調査会」において、地元側代表の参加を得て、短期高等教育機関設置（高岡市）の構想について検討が進
められ、同年９月１９日開催の第５回同調査会で一応の合意に達する。／１２．２９ 昭和５５年度予算案で「短期
高等教育機関（高岡）創設準備調査会」５，９２２千円（創設準備調査要員 教授１）が認められる。
昭和５５年 １．１９ 高岡市二上地区自治会は、富山県に対し同地区に小矢部川流域下水道を誘致することを条件付きで
了解する。（その条件の一つに、同地区に短期大学を設置するという条項が盛り込まれる。）／４．３ 「短
期高等教育機関（高岡）創設準備調査室設置規則」が制定される。／５．２３「富山大学短期高等教育機関（高
岡）創設準備調査室」が設置され、同室長に富山大学長柳田友道が併任発令される。／６．１ 「短期高等教
育機関（高岡市）の創設準備調査室の実施について」（事務次官裁定）が制定される。／６．２３ 文部省の第１
回「短期高等教育機関（高岡市）に関する創設準備調査会」において、地元側代表の参加を得て、短期高等教
育機関（高岡市）の創設の構想について検討が進められ、昭和５５年１１月６日の第２回同調査会で伝統的工芸
関係分野の教育課程について、昭和５６年３月２８日の第３回同調査会で実務関係分野の教育課程について了
承される。／８．２８ 富山大学において、短大創設準備のための伝統工芸に関する教育課程等検討協力者会
議が開催され、伝統工芸に係る教育課程等の試案がまとめられる。（～８．２９）／１２．１９ 富山大学評議会は、
全会一致で工学部の五福地区移転と短大設置の促進について全学的協力体制で臨むことを確認し、富山大学
長ほかが県副知事に移転統合の協力について要請する。／１２．２９ 昭和５６年度予算案で「短期高等教育機関
（高岡）創設準備費」６，２３４千円（創設準備要員 教授）が認められる。
昭和５６年 ４．１ 富山大学に「短期高等教育機関（高岡）創設準備室」が設置され、同室長に富山大学長柳田友道が併
任発令される。／４．１７「富山大学短期高等教育機関（高岡）創設準備調査室」及び「富山大学短期高等教
育（高岡）創設準備委員会規則」が制定される。／５． 富山県及び高岡市関係者が文部省において、二上地
区に短期大学を設置するよう陳情し同地区の状況を説明する。／１１．３０ 文部省大学局技術教育課長 佐藤
次郎ほか係官３名が、高岡市二上地区及び富山大学工学部を査察する。（～１２．１）／１２．１８「短期高等教育
機関（高岡市）の創設準備の実施について」（事務次官裁定）が制定される。／１２．２８ 昭和５７年度予算案で「短
期高等教育機関（高岡）創設準備費」１０，８００千円（創設準備要員 教授２）が認められる。／１２．３０ 二上地区
地権者が富山県に対し、小矢部川流域下水道及び短期大学用地を譲渡することに同意し、この後個別の契約
に入る。
昭和５７年 ２．９ 文部省の昭和５６年度第１回「短期高等教育機関（高岡市）に関する創設準備会議」が開催される。／
３．２ 高岡産業短期大学（仮称）の教育課程等に関する会議が開催される。／３．５ 第１回「富山大学短
期高等教育機関（高岡）創設準備委員会」が開催される。（以後、３回開催される。）／４．１ 「短期高等教
育機関（高岡）等の創設準備等組織要綱」（文部大臣裁定）が制定される。／５．１ 富山大学短期高等教育機
関（高岡）創設準備室助教授に麻生三郎（最初の専任教員）が発令される。／５．６ 「短期高等教育機関（高岡
市）の創設準備の実施について」（事務次官裁定）が制定される。／８． 国立大学統合整備等連絡協議会で、
短期高等教育機関（高岡）を高岡市二上地区に設置することが設定される。／８．３１ 文部省の昭和５７年度第
１回「短期高等教育機関（高岡市）に関する創設準備会議」で「短期大学（高岡）の基本構想」が了承される。
〔３学科６専攻２コース、入学定員２２５人〕／１２．３０ 昭和５８年度予算案で「高岡短期大学（仮称）」が認めら
れる。「短期高等教育機関（高岡）創設準備費（創設要員 教授２、事務官２）」及び「開学経費（学長１、産業
工芸学科（金属工芸専攻） 教授１、事務官２）」の２６，９９４千円
昭和５８年 ２．１４ 文部省の第２回「短期高等教育機関（高岡市）に関する創設準備会議」で「高岡短期大学（仮称）の基
本構想」の一部修正が了承される。〔２学科７専攻２コース、入学定員２００人〕／３．３１「国立大学設置法
の一部を改正する法律」（昭和５８年法律第１４号）が公布され、昭和５８年１０月１日に高岡短期大学を設置し、
昭和６１年４月から学生を受け入れることが決定される。／４．１ 「高岡短期大学等の創設準備等組織要綱」
（文部大臣裁定）が制定される。／富山大学高岡短期大学創設準備室長に富山大学長柳田友道が併任発令され
る。／文部省内に「富山大学高岡短期大学創設準備室東京連絡所」を設置する。／４．２ 第１回「富山大
学高岡短期大学創設準備委員会」が開催される。（以後、６回開催される。）／４．１５「富山大学高岡短期
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開学から学生受入れまで
学生受入れから平成５年度まで（前期）
大学創設準備委員会規則」及び「富山大学高岡短期大学創設準備室規則」が制定される。／８．１ 富山大
学高岡短期大学創設準備室長に大阪大学教授 横山 保が併任発令され、富山大学長柳田友道の併任が解除
される。／８．３１ 財団法人高岡短期大学協力会が設立される。
昭和５８年１０月１日 １０．１ 高岡短期大学（所在地 富山市五福（富山大学構内））が開学する。／学長に横山 保（大阪大学教授）
が発令される。／１０．３ 開学祝賀会を東海大学校友会館（霞ヶ関ビル）で開催し、文部大臣をはじめ文部省
関係者多数が出席する。／１０．６ 開学記念祝賀会を高岡商工ビルで富山県、高岡市及び本学が主催し、文
部省大学局斉藤審議官をはじめ中沖豊富山県知事、堀健治高岡市長、県選出国会議員等多数が出席する。
昭和５９年１月２５日 １．２５ 昭和５９年度予算案で副学長１、産業情報学科教授１、事務官２、の整備が認められる。／５．８
高岡市役所において、「高岡短期大学に対する地域社会の要望等に関する懇談会」を開催する。／６．１３
高岡市高等教育機関対策特別委員会において、本学の基本構想等を説明する。／７．１ 副学長に徳平滋（公
立学校共済組合理事）が発令される。／８．２７ 富山大学において、「高岡短期大学と地域社会との連携に関
する懇談会」を開催する。／８． 建物等の基本設計が完成する。／９．７ 大学設置審議会大会設置分科
会常任委員会で、本学の教育課程、基本構想当が了承される。／１２．１２ 建設地ボーリング工事が実施され
る。（～６０．１．２１）／１２．２９ 昭和６０年度予算案で産業工芸学科教授２、産業情報学科教授２、一般教育科目
等教授１、事務官７、の整備が認められる。
昭和６０年 ３．２０ 高岡短期大学を富山大学工学部構内（高岡市中川園町）へ移転する。／４．１１ 高岡短期大学新営工
事安全祈願祭が行われる。／５．７ 富山県高等学校長会で本学の概要を説明する。／５．１５ 高岡市役所
において、県下西部地区高校進路指導教諭と「入学者選抜方法等に関する懇談会」を行う。／５．２３ 富山
県教育記念館において、県下東部地区高校進路指導教諭と「入学者選抜方法等に関する懇談会」を行う。／
６．２７ 富山県高等学校長協会と懇談する。／７．１８ 地元の経済、教育関係者を招いて「開放事業に関す
る懇談会」を行う。／７．３１ 文部大臣あてに高岡短期大学設置計画書を提出する。／９．２６ 大学設置審
議会の実地調査が行われる。／１２．１８ 大学設置審議会総会（全体会議）で、高岡短期大学の設置計画が最終
答申の中で提出される。／１２．２８ 昭和６１年度予算案で産業工芸学科教授５、助教授４、産業情報学科教授
５、助教授４、一般教育科目等教授４、開放センター教授１、事務官１１の整備が認められる。
昭和６１年 １．７ 高岡短期大学新営第一期工事（講義・管理棟、研究棟、講義演習棟、実験実習棟、エネルギー棟）が
竣工する。／２．２３ 昭和６１年度入学者選抜試験（一般試験）の学力検査を高岡市立志貴野中学校で実施す
る。（最初の学生受入れに伴う入学試験）／２．２４ 同試験の実技検査を富山大学工学部構内（高岡市中川園
町）で実施する。／２．２８「高岡短期大学学則」を制定する。／３．２ 昭和６１年度入学者選抜試験合格者
を大学建設地の高岡市二上町で発表する。／３．６ 後者が竣工したことに伴い、高岡短期大学を高岡市二
上町に移転する。／３．３１ 副学長 徳平 滋が退任する。
昭和６１年 ４．１ 文部省高等教育局長から、高岡短期大学の設置計画について大学設置審議会において特段の意見が
なかった旨の通知がある。／４．１６ 副学長に島田 治（国立科学博物館次長）が発令される。／５．３１ 開
学記念式典・祝賀会を開催する。／６．２８ 高岡古城ライオンズクラブから「たぶの木」の寄贈を受ける。
／１１．３０ 高岡青銅会から、モニュメント「すばる」の寄贈を受ける。／１２．３０ 昭和６２年度予算案で産業
工芸学科教授４、助教授４、助手４、産業情報学科教授２、助教授４、助手４、一般教育科目等助手１、事
務官１０の整備が認められる。
昭和６２年 ３．１０ 高岡短期大学校友会が設立される。／６．４ 大学設置審議会の実地調査が行われる。／１２．２８ 昭
和６３年度予算案で事務官９の整備が認められる。
昭和６３年 １．１８ 学科主任の名称を学科長に改める。／２．１６ 校章を決定する。／３．１８ 校旗を作成し、その掲揚
式を行う。／３．１９ 昭和６２年度卒業証書授与式（第１回）を挙行する。／６．１７ 施設完工式を挙行する。
平成１年 ３．２０ 昭和６３年度卒業証書授与式並びに専攻科地域産業専攻修了証書授与式（第１回）を挙行する。／４．１
学科長会議の名称を総務会に変更する。／１１．１ 副学長 島田 治が退任する。／１２．１ 副学長に戸
田成一（広島大学事務局長）が発令される。
平成２年 ３．１ 産業情報学科情報処理専攻を対象に、文部省短期大学視学委員に実地調査が実施される。／３．２０
平成元年度卒業証書授与式並びに専攻科地域産業専攻修了証書授与式を挙行する。／５．１ 「研究交流
等のための研究者紹介」（創刊）を発行する。
平成３年 ３．２０ 平成２年度卒業証書授与式並びに専攻科地域産業専攻修了証書授与式を挙行する。／１２．１７ 初の
学長選挙を施行し、次期学長に大阪大学教授宮本匡章を選出する。／１２．１８ 高岡短期大学協力会が寄贈
の本学名誉教授須賀正佐制作のモニュメント「玄黄」が完成し、その除幕式を挙行する。
平成４年 ３．１９ 平成３年度卒業証書授与式並びに専攻科地域産業専攻修了証書授与式を挙行する。／３．３１ 学長
横山 保が任期満了により退任する。／４．１ 学長に宮本匡章（大阪大学教授）が発令される。（第２代
学長）／４．２９ 前学長 横山 保氏が勲二等瑞宝章を受章する。
平成５年 １．２８「高岡短期大学における自己点検・評価のあり方（最終まとめ）」をまとめる。／３．１９ 平成４年度
卒業証書授与式並びに専攻科地域産業専攻修了証書授与式を挙行する。／３．３１ 副学長戸田成一が退任す
る。／４．１ 副学長に大谷利治（岡山大学事務局長）が発令される。／８．３ 前学長 横山 保氏から横
山賞創設の寄附金が贈呈される。
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３．２ 庶務課
３．２．１ 組織・機構
役員会 学 科 産業造形学科 金属工芸コース 一般教育等
H１２．４．１ 漆工芸コース S５８．１０．１～H１２．３．３１
学長 理事
（副学長）
・
理事
木材工芸コース
造形工芸コース 産業工芸学科
S５８．１０．１～H１２．３．３１
監事 産業デザイン学科 プロダクトデザインコースH１２．４．１ ビジュアルデザインコース 産業情報学科
S５８．１０．１～H１２．３．３１
地域ビジネス学科 経営コース
経営協議会 H１２．４．１ 情報コース
国際・英語コース
教育研究評議会 国際・中国語コース
教授会 専 攻 科 産業造形専攻 地域産業専攻
H７．４．１ H７．４．１ S６３．４．１～H７．３．３１
各種委員会 産業デザイン専攻
H７．４．１
地域ビジネス専攻
H７．４．１
大学開放センター 短期大学開放センター
参 与
S６１．４．１～H１２．３．３１
H１６．４．１ S６１．４．５～H１６．３．３１
保健管理センター 地域産業資料研究室
H１３．４．１ H元．５．１６～H１２．３．３１
運営諮問会議
H１２．４．１～H１６．３．３１
図 書 館 電子計算機室
S６２．２．１７ S６２．２．１７～H７．３．３１
事 務 部 庶務課 庶務係 総務課 S５８．１０．１～S６１．３．３１
S６１．４．１ S６１．４．１
人事係 総務係 S５８．１０．１～S６１．３．３１
S６１．４．１
図書係
S６１．４．１
専門職員（計画評価担当） 専門職員（企画広報担当）
H１６．４．１ H１３．４．１～H１６．３．３１
専門職員（再編統合担当）
H１６．４．１
会計課 司計係
S５９．４．１ S６０．４．１
出納係
S６１．４．１
用度係
S６０．４．１
施設係
S６０．４．１
学生課 専門員（就職指導担当） 専門職員（就職指導担当）
S６１．４．１ H１２．４．１ H１１．４．１～H１２．３．３１
専門職員（入学者選抜担当）
H１１．４．１ 総務課学務係
専門職員（厚生補導担当） S５８．１０．１～S６１．３．３１
H１２．４．１ 教務係 S６１．４．１～H１１．３．３１
学務係 学生係 S６１．４．１～H１１．３．３１
H１１．４．１
技術専門職員 総務課実習係
H１０．４．１ S５８．１０．１～S６１．３．３１
事業課 専門職員（生涯学習担当） 専門職員（国際交流担当）
S６０．４．１ H９．４．１ H９．４．１～H１６．３．３１
専門職員（情報サービス担当） 資料調査係
H１０．４．１ S６１．４．１～H９．３．３１
専門職員（研究協力担当） 研究協力係
H１０．４．１ S６１．４．１～H１０．３．３１
企画調査係／H９．４．１ 企画係 S６１．４．１～H９．３．３１
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３．２．２ 委員会
３．２．２．１ 委員会等の名称及び設置年月日
３．２．２．２ 主な旧委員会等の名称及び廃止年月日
委 員 会 等 の 名 称 設置年月日
役員会 H１６．４．１
経営協議会 H１６．４．１
教育研究評議会 H１６．４．１
教授会 S６１．４．１
計画評価委員会 H１６．４．１
情報・広報委員会 H１６．４．１
学科会議 H１２．４．１
安全衛生委員会 H１６．４．１
学長選考会議 H１６．４．１
教務委員会 S６１．９．１６
入学試験委員会 S６０．４．１
進路委員会 H１４．４．１
学生生活委員会 S６１．４．１
大学開放センター運営委員会 H１６．４．１
保健管理センター運営委員会 H１３．４．１
芸術文化学部設置準備委員会 H１５．６．５
記念誌編纂委員会 H１５．９．１１
委員会等の名称 設置年月日 廃止年月日
運営委員会 S５８．１０．１ S６１．４．１
運営委員会管理運営専門委員会 S５８．１０．１ S６１．４．１
運営委員会教育課程専門委員会 S５８．１０．１ S６１．４．１
運営委員会施設・設備専門委員会 S５８．１０．１ S６１．４．１
運営委員会人事専門委員会 S５８．１０．１ S６１．４．１
運営会議 H１２．４．１ H１６．３．３１
運営諮問会議 H１２．４．１ H１６．３．３１
紀要編集委員会 H１．４．１ H１２．３．３１
広報委員会 H６．４．１ H１２．３．３１
参与会 S６１．４．１ H１２．３．３１
自己評価委員会 H４．５．１４H１２．３．３１
事務情報化委員会 H１２．３．１ H１７．９．３０
事務電算化委員会 S６１．１２．１２H１２．３．１
事務電算化委員会専門部会 S６１．１２．１２H１２．３．１
就職委員会 S６２．２．１７H１４．３．３１
情報委員会 H１２．４．１ H１６．３．３１
情報ネットワーク委員会 H９．４．１ H１２．３．３１
将来構想検討委員会 S６３．９．２０H１２．３．３１
専攻科運営委員会 H７．４．１ H１２．３．３１
専攻科地域産業専攻運営委員会 S６３．４．１ H７．３．９
総務会 H１．４．１ H１２．３．３１
短期大学開放センター運営委員会 S６１．４．５ H１６．３．３１
短期大学研究会 S６２．９．２４H１２．３．３１
地域産業資料研究室 H１．５．１６H１２．３．３１
地域産業専攻科運営準備委員会 S６３．１．１４S６１．３．３１
電子計算機室運営委員会 S６２．４．１ H７．３．９
図書館委員会 S６２．４．１ H１２．３．３１
入学者選抜方法改善研究会 S６２．９．２５H１２．３．３１
施設設備委員会 H６．４．１ H９．３．３１
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３．２．３ 歴代役職員および教職員（平成１７年１月１日現在）
３．２．３．１ 歴代役職員
学長
初代
横山 保
５８．１０．１～４．３．３１（５８．８．１～５８．９．３０
創設準備室長） （代）水島和夫 １５．５．２６～１５．６．１９
２代目
宮本匡章 ４．４．１～１０．３．３１
３代目
山昌一 １０．４．１～１５．６．１９
４代目
西頭三 １５．１１．１～１７．９．３０
（H１５．６．１９～H１５．１０．３１は水島副学
長が学長事務取扱い
※平成１６年４月から「高岡短期大学」は「国立大学法人高岡短期大学」となる。
西頭三 １６．４．１～
副学長
初代
徳平 滋 ５９．７．１～６１．３．３１
５代目
高橋一之 ７．５．１～９．１２．３１
２代目
島田 治 ６１．４．１６～元．１１．１
６代目
行田 博 １０．１．１～１３．３．３１
３代目
戸田成一 元．１２．１～５．３．３１
７代目
水島和夫
１３．４．１～１６．３．３１
１６．４．１～１７．９．３０
４代目
大谷利治 ５．４．１～７．４．３０ 滝沢 浩 １６．４．１～１７．９．３０
※平成１６年４月から「高岡短期大学」は「国立大学法人高岡短期大学」となり、「副学長」は「理事・副学長」となる。
理事・副学長
水島和夫 １６．４．１～（総務担当） 滝沢 浩 １６．４．１～ （財務担当）
名誉教授 【退職・退任時の役職又は所属】
島田 治 ２．１．１６ 副学長 高橋一之 １０．１．１ 副学長
須賀正佐 ３．４．１６ 産業工芸学科金属工芸専攻 宮本匡章 １０．４．１ 学長
中川 宏 ３．４．１６ 産業工芸学科木材工芸専攻 小関利紀也 １０．４．１ 産業工芸学科産業デザイン
横山 保 ４．５．１４ 学長 林 暢夫 １２．４．１ 産業情報学科ビジネス外語
城村良一 ４．５．１４ 一般教育科目 行田 博 １３．４．１ 副学長
阿部 統 ４．５．１４ 一般教育科目 黒岩靖司 １３．４．１ 産業デザイン学科
後藤義雄 ４．５．１４ 産業工芸学科漆工芸専攻 木村幸信 １３．４．１ 地域ビジネス学科
澤本正巳 ４．５．１４ 産業情報学科経営実務専攻 倉田久敬 １４．４．１ 産業造形学科
戸田成一 ５．５．１３ 副学長 中野清治 １４．４．１ 地域ビジネス学科
麻生三郎 ７．５．１１ 産業工芸学科金属工芸専攻 蜷川 彰 １５．４．１ 産業造形学科
大谷利治 ７．５．１１ 副学長 谷口義人 １６．４．１ 産業造形学科
尾崎秀男 ８．４．１ 一般教育科目等保健体育科目 根本曠子 １６．４．１ 産業造形学科
石井榮一 ８．４．１ 産業情報学科経営実務専攻 林 哲三 １６．４．１ 産業造形学科
久保脩治 ９．４．１ 一般教育科目
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学長補佐
野瀬正照 １５．４．１～１６．３．３１、１６．４．１～
（富山県内３大学再編
・統合担当） 小堀孝之 １６．１０．１～（教育GP担当）
秦 正 １５．４．１～１６．３．３１、１６．４．１～
（富山県内３大学再編
・統合担当） 前田一樹 １６．１０．１～（新学部広報担当）
佐藤孝紀 １５．４．１～１６．３．３１、１６．４．１～
（北陸地区国立大学連合
協議会等担当）
教育研究評議会委員
堀江秀夫 １６．４．１～ 林 曉 １６．４．１～
森田 力 １６．４．１～ 前田一樹 １６．４．１～
近藤 潔 １６．４．１～ 吉田俊六 １６．４．１～
佐藤孝紀 １６．４．１～ 磯部祐子 １６．４．１～
立浪 勝 １６．４．１～ 宮崎雅司 １６．４．１～
野瀬正照 １６．４．１～ 三船温尚 １６．１１．１～
秦 正 １６．４．１～ 安達博文 １６．１１．１～
小堀孝之 １６．４．１～
経営協議会委員 【就任時の役職】
大永尚武 １６．４．１～ 富山県副知事 木村光佑 １６．４．１～ 前京都工芸繊維大学長
佐藤孝志 １６．４．１～１６．５．２４ 高岡市長 末坂幸子 １６．４．１～
高岡市デザイン・工芸
センター所長
南 義弘 １６．４．１～ 高岡商工会議所会頭 橘 慶一郎 １６．７．１～ 高岡市長
楠 顕秀 １６．４．１～ 高岡市生涯学習センター所長
学長選考会議委員
水島和夫 １６．４．１～ 大永尚武 １６．４．１～
堀江秀夫 １６．４．１～ 佐藤孝志 １６．４．１～１６．５．２４
森田 力 １６．４．１～ 南 義弘 １６．４．１～
近藤 潔 １６．４．１～ 楠 顕秀 １６．４．１～
佐藤孝紀 １６．４．１～ 木村光佑 １６．４．１～
野瀬正照 １６．４．１～ 末坂幸子 １６．４．１～
秦 正 １６．４．１～ 橘 慶一郎 １６．７．１～
参与 【就任時の役職】
大井信一 ６１．９．１～４．１０．３１ 富山大学長 川上哲郎
２．２．１～
１０．１０．３１ 関西経済連合会副会長
中沖 豊 ６１．９．１～１２．３．３１ 富山県知事 佐藤孝志
２．２．１～
１２．３．３１ 高岡市長
原谷敬吾 ６１．９．１～１０．１０．３１ 北陸経済連合会会長 島田 治
２．２．１～
４．１．３１ 国立劇場理事
堀 健治 ６１．９．１～６３．８．３１ 高岡市長 小黒千足
４．１１．１～
１０．１０．３１ 富山大学長
竹平政太郎 ６１．９．１～２．８．３１ 高岡商工会議所会頭 南 義弘
４．１１．１～
１２．３．３１ 高岡商工会議所会頭
大西正文 １０．１１．１～１２．３．３１ 大阪ガス（株）相談役 時澤 貢
１０．１１．１～
１２．３．３１ 富山大学長
山田圭蔵 １０．１１．１～１２．３．３１ 北陸電力（株）会長
※国立学校設置法施行規則の一部を改正する省令により、平成１２年３月３１日をもって廃止となる。
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運営諮問会議委員 【就任時の役職】
飯田宗映 １２．４．１～１６．３．３１ 富山県民生涯カレッジ学長 大永尚武
１２．４．１～
１６．３．３１ 富山県副知事
大西正文 １２．４．１～１６．３．３１ 大阪ガス（株）相談役 時澤 貢
１２．４．１～
１４．３．３１ 富山大学長
佐藤孝志 １２．４．１～１６．３．３１ 高岡市長 小松喨一
１４．４．１～
１６．３．３１ 金沢卯辰山工芸工房館長
中川敏之 １２．４．１～１６．３．３１ 富山ガラス造形研究所所長 末坂幸子
１２．４．１～
１６．３．３１
高岡市デザイン・工芸
センタ－所長、現 高
岡市民文化振興事業団
美術館副館長
中田善廣 １２．４．１～１４．３．３１ 富山県高等学校長協会会長 南 義弘
１２．４．１～
１６．３．３１ 高岡商工会議所会頭
吉川 實 １４．４．１～１６．３．３１ 富山県高等学校長協会副会長
※国立大学法人法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行に伴う国立学校設置法の廃止により、平成１６年
３月３１日をもって廃止となる。
３．２．３．２ 歴代教員
一般教育科目
教授 城村良一 ６１．７．１～４．３．３１ 助教授 秦 正徳 １０．１．１～１１．３．３１
教授 阿部 統 ６２．４．１～４．３．３１ 助教授 安達博文 ６．３．１～１２．３．３１
教授 久保脩治 ３．４．１～９．３．３１ 助教授 野瀬正照 ６．４．１～１２．３．３１
教授 秦 正徳 １１．４．１～１２．３．３１ 講 師 伊東多佳子 ９．３．１～１２．３．３１
外国語科目
教授 林 暢夫 ６１．４．１～３．３．３１ 講師 入江識元 ８．１０．１～９．３．３１
助教授 小林和子 ９．４．１～１２．３．３１ 助手 入江識元 ６．１１．１～８．９．３０
保健体育科目
教授 尾崎秀男 ６１．４．１～８．３．３１ 助手 加藤敏弘 ６１．４．１～２．３．３１
助教授 立浪 勝 ８．４．１～１２．３．３１ 助手 久湊（内田）尚子 ２．５．１～１２．３．３１
産業工芸学科
学科長 中川 宏 ６１．４．１～３．３．３１ 蜷川 彰 ３．４．１～１２．３．３１
金属工芸専攻
教授 麻生三郎 ６０．４．１～７．３．３１ 助教授 三船温尚 ３．４．１～１２．３．３１
教授 須賀正佐 ６１．４．１～３．３．３１ 助教授 石井克巳 ４．１２．１～１２．３．３１
教授 横田 勝 元．１１．１～１２．３．３１ 助教授 小堀孝之 ７．４．１～１１．３．３１
教授 中村滝雄 １１．４．１～１２．３．３１ 講師 三船温尚 ６０．４．１～３．３．３１
教授 小堀孝之 １１．４．１～１２．３．３１ 講師 石井克巳 ６２．４．１～４．１１．３０
助教授 麻生三郎 ５８．１０．１～６０．３．３１ 講師 清水克朗 ７．８．１～１２．３．３１
（短期高等教育機関（高岡）創設準備室 ５７．５．１～５８．３．３１） 講師 伊東多佳子 ９．３．１～１２．３．３１
（高岡短期大学創設準備室 ５８．４．１～５８．９．３０） 助手 清水克朗 ３．４．１～７．７．３１
助教授 中村滝雄 ６２．４．１～１１．３．３１ 助手 今淵純子 １０．４．１～１２．３．３１
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漆工芸専攻
教授 後藤義雄 ６１．４．１～４．３．３１ 助教授 高橋誠一 ９．８．１～１２．３．３１
教授 蜷川 彰 ６２．４．１～１２．３．３１ 講師 高橋誠一 ４．４．１～９．７．３１
教授 宮崎雅司 ３．４．１～６．２．２８ 講師 齊藤晴之 ６．４．１～１２．３．３１
教授 横山幸文 ４．４．１～１２．３．３１ 助手 江尻良子 ３．５．１～４．３．３１
教授 根本曠子 ９．４．１～１２．３．３１ 助手 永田幸子 ４．４．１～５．３．３１
助教授 辻 賢三 ６１．４．１～７．３．３１ 助手 四日利香 ５．４．１～６．３．３１
助教授 宮崎雅司 ６１．４．１～３．３．３１ 助手 山内しのぶ ６．４．１～７．３．３１
助教授 横山幸文 ６２．４．１～４．３．３１ 助手 猿倉薫子 ７．４．１～１０．３．３１
助教授 林 曉 ７．４．１～１２．３．３１ 助手 内多（岩峯）早織 １０．４．１～１２．３．３１
木材工芸専攻
教授 中川 宏 ６０．４．１～３．３．３１ 助教授 丸谷芳正 １１．４．１～１２．３．３１
教授 谷口義人 ６１．４．１～１２．３．３１ 講師 小松研治 ６１．４．１～５．５．３１
教授 倉田久敬 ３．９．１～１２．３．３１ 講師 秦 正徳 ６３．４．１～２．３．３１
教授 林 哲三 ９．３．１～１２．３．３１ 助手 安井美樹 ６２．４．１～３．３．３１
助教授 林 哲三 ６２．４．１～９．２．２８ 助手 秦 正徳 ６２．５．１６～６３．３．３１
助教授 秦 正徳 ２．４．１～９．１２．３１ 助手 内藤裕孝 ７．４．１～１２．３．３１
助教授 小松研治 ５．６．１～１２．３．３１
産業デザイン専攻
教授 黒岩靖司 ５９．４．１～１２．３．３１ 助教授 武山良三 ９．４．１～１２．３．３１
教授 小関利紀也 ６１．４．１～１０．３．３１ 講師 安達博文 ６１．４．１～３．３．３１
教授 南塚 豊 ３．４．１～６．１．２３ 講師 矢口忠憲 ２．４．１～１２．３．３１
教授 森田 力 ６．７．１６～１２．３．３１ 講師 沖 和宏 １０．４．１～１２．３．３１
助教授 南塚 豊 ６２．４．１～３．３．３１ 助手 矢口忠憲 ６３．５．２８～２．３．３１
助教授 安達博文 ３．４．１～６．２．２８ 助手 沖 和宏 ４．４．１～１０．３．３１
助教授 長山信一 ７．１．１～１２．３．３１
産業情報学科
学科長 澤本正巳 ６１．４．１～元．３．３１ 木村幸信 ３．４．１～６．３．３１
石井榮一 元．４．１～３．３．３１ 佐藤孝紀 ６．４．１～１２．３．３１
経営実務専攻
教授 澤本正巳 ６０．４．１～４．３．３１ 助教授 小郷直言 ６２．４．１～５．３．３１
教授 中村 茂 ６１．４．１～６２．９．１６ 助教授 田中晴人 ６．３．１～１２．３．３１
教授 久保脩治 ６３．４．１～３．３．３１ 講師 田中晴人 ４．４．１～６．２．２８
教授 石井榮一 ３．４．１～８．３．３１ 講師 市川直樹 ４．４．１～８．３．３１
教授 滝沢 浩 ５．９．１～１２．３．３１ 講師 上東正和 ９．４．１～１２．３．３１
教授 鶴田彦夫 ６．９．１～１２．３．３１ 助手 室谷三千世 ６２．４．１～６３．３．３１
教授 木村幸信 ７．４．１～１２．３．３１ 助手 冨成 幽 ６３．４．１～２．４．５
教授 吉田俊六 ９．９．１～１２．３．３１ 助手 田中晴人 ３．１．１～４．３．３１
助教授 金井繁雅 ６１．４．１～２．３．３１ 助手 市川直樹 ３．１０．１～４．３．３１
情報処理専攻
教授 木村幸信 ６０．４．１～７．３．３１ 講師 小松（浅井）裕子 ２．４．１～１２．３．３１
教授 佐藤孝紀 ６１．４．１～１２．３．３１ 講師 藤田徹也 ８．３．１～１２．３．３１
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教授 久保欣五 ４．４．１～１２．３．３１ 助手 浅井裕子 ６３．１０．１～２．３．３１
教授 近藤 潔 １１．４．１～１２．３．３１ 助手 大江礼子 ４．１．１～７．３．３１
助教授 久保欣五 ６１．４．１～４．３．３１ 助手 藤田徹也 ７．６．１～８．２．２９
助教授 平田道憲 ６１．４．１～４．３．３１ 助手 米川 覚 ７．１０．１～１２．３．３１
助教授 近藤 潔 ７．３．１～１１．３．３１
ビジネス外語専攻（英米コース）
教授 石井榮一 ６０．４．１～３．３．３１ 助教授 小林和子 ３．４．１～９．３．３１
教授 林 暢夫 ３．４．１～１２．３．３１ 講師 小林和子 ６３．４．１～３．３．３１
教授 中野清治 ５．３．１～１２．３．３１ 講師 入江識元 ９．４．１～１２．３．３１
教授 村上恭子 １１．４．１～１２．３．３１ 助手 小林和子 ６２．８．１～６３．３．３１
助教授 中野清治 ６１．４．１～５．２．２８ 助手 仲谷祥子 ７．４．１～１０．３．３１
助教授 村上恭子 ６１．４．１～１１．３．３１ 助手 齊藤（北村）歌子 １０．４．．１～１２．３．３１
ビジネス外語専攻（中国コース）
教授 中野謙二 ６１．１０．１～元．３．３１ 講師 磯部祐子 ６１．４．１～３．３．３１
教授 関 憲三郎 元．８．１～６．３．３１ 講師 岡田文之助 ６２．４．１～２．３．３１
教授 岡田文之助 １１．４．１～１２．３．３１ 講師 山田眞一 ６３．４．１～４．１１．３０
助教授 岡田文之助 ２．４．１～１１．３．３１ 講師 田中比呂志 ７．１０．１～１０．９．３０
助教授 磯部祐子 ３．４．１～１２．３．３１ 講師 諸星清佳 １０．１１．１～１２．３．３１
助教授 山田眞一 ４．１２．１～１２．３．３１ 助手 金田（濱元）聡美 ２．７．１～３．１２．３１
講師 伊原大策 ６１．４．１～６２．９．３０ 助手 田中比呂志 ６．４．１～７．９．３０
※ 学科再編改組により、平成１２年度から産業工芸学科、産業情報学科、一般教育科目等は産業造形学科、産業デザイ
ン学科、地域ビジネス学科の３学科体制となる。
産業造形学科
学科長 横田 勝 １２．４．１～１４．３．３１ 堀江秀夫 １６．４．１～
小堀孝之 １４．４．１～１６．３．３１
教授 倉田久敬 １２．４．１～１４．３．３１ 助教授 林 曉 １２．４．１～１５．１．３１
教授 蜷川 彰 １２．４．１～１５．３．３１ 助教授 小松研治 １２．４．１～１５．１．３１
教授 根本曠子 １２．４．１～１６．３．３１ 助教授 三船温尚 １２．４．１～１５．１．３１
教授 谷口義人 １２．４．１～１６．３．３１ 助教授 高橋誠一 １２．４．１～
教授 横田 勝 １２．４．１～ 助教授 齊藤晴之 １２．１１．１～
教授 横山幸文 １２．４．１～１４．１１．１１ 助教授 村田 聡 １６．２．１～
教授 林 哲三 １２．４．１～１６．３．３１ 助教授 伊東多佳子 １６．４．１～
教授 小堀孝之 １２．４．１～ 助教授 清水克朗 １６．４．１～
教授 中村滝雄 １２．４．１～ 講師 齊藤晴之 １２．４．１～１２．１０．３１
教授 野瀬正照 １３．４．１～ 講師 伊東多佳子 １２．４．１～１６．３．３１
教授 堀江秀夫 １４．４．１～ 講師 清水克朗 １２．４．１～１６．３．３１
教授 林 曉 １５．２．１～ 講師 鳥田稔弘 １６．４．１～
教授 小松研治 １５．２．１～ 講師 河原雅典 １６．４．１～
教授 三船温尚 １５．２．１～ 講師 渡邉雅志 １６．４．１～
教授 丸谷芳正 １６．４．１～ 助手 内藤裕孝 １２．４．１～
教授 貴志雅樹 １６．４．１～ 助手 今淵純子 １２．４．１～
教授 竹村 譲 １６．４．１～ 助手 内多（岩峰）早織 １２．４．１～１３．３．３１
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助教授 丸谷芳正 １２．４．１～１６．３．３１ 助手 橋本千毅 １３．８．１～
助教授 野瀬正照 １２．４．１～１３．３．３１ 助手 小川太郎 １６．４．１～
助教授 石井克巳 １２．４．１～１４．７．９
産業デザイン学科
学科長 森田 力 １２．４．１～１６．３．３１、１６．４．１～
教授 黒岩靖司 １２．４．１～１３．３．３１ 助教授 武山良三 １２．４．１～１５．１．３１
教授 森田 力 １２．４．１～ 助教授 矢口忠憲 １３．４．１～
教授 秦 正徳 １２．４．１～ 講師 矢口忠憲 １２．４．１～１３．３．３１
教授 安達博文 １２．４．１～ 講師 沖 和宏 １２．４．１～
教授 立浪 勝 １２．１２．１～ 助手 久湊（内田）尚子 １２．４．１～１５．３．３１
教授 前田一樹 １３．１０．１～ 助手 玉井泰子 １３．４．１～
教授 武山良三 １５．２．１～ 助手 澤（飯國）聡美 １５．４．１～
教授 長山信一 １６．４．１～
助教授 長山信一 １２．４．１～１６．３．３１
助教授 立浪 勝 １２．４．１～１２．１１．３０
地域ビジネス学科
学科長 佐藤孝紀 １２．４．１～１４．３．３１
学科長 近藤 潔 １４．４．１１～１６．３．３１、１６．４．１～
教授 中野清治 １２．４．１～１４．３．３１ 助教授 山田眞一 １２．４．１～１４．３．３１
教授 木村幸信 １２．４．１～１３．３．３１ 助教授 磯部祐子 １２．４．１～１３．３．３１
教授 滝沢 浩 １２．４．１～１６．３．３１ 助教授 C.R．コビー １２．４．１～
教授 佐藤孝紀 １２．４．１～ 助教授 小柳津英知 １３．４．１～
教授 岡田文之助 １２．４．１～ 助教授 呉 在フォン １３．９．１７～１６．３．３１
教授 久保欣五 １２．４．１～ 助教授 王 大鵬 １４．４．１～
教授 吉田俊六 １２．４．１～ 助教授 藤田徹也 １４．７．１～
教授 村上恭子 １２．４．１～ 助教授 入江識元 １４．７．１～１６．３．３１
教授 近藤 潔 １２．４．１～ 助教授 高松朋史 １６．４．１～
教授 小林和子 １３．４．１～ 講師 上東正和 １２．４．１～
教授 磯部祐子 １３．４．１～ 講師 藤田徹也 １２．４．１～１４．６．３０
教授 越野啓一 １３．４．１～ 講師 入江識元 １２．４．１～１４．６．３０
教授 渡邉康洋 １４．４．１～ 講師 王 大鵬 １２．１１．１～１４．３．３１
教授 山田眞一 １４．４．１～ 講師 米川 覚 １６．４．１～
助教授 小林和子 １２．４．１～１３．３．３１ 講師 深谷公宣 １６．４．１～
助教授 田中晴人 １２．４．１～１３．３．３１ 助手 米川 覚 １２．４．１～１６．３．３１
助教授 小松（浅井）裕子 １２．４．１～
外国人教師 C.R．コビー ５．１０．１～１２．３．３１ C.J．ロペズ １２．４．１～１６．９．３０
大学開放センタ （ー旧短期大学開放センター）
センター長 島田 治 ６１．４．１６～元．１１．１ センター教授 坂川幸雄 ６１．９．１～５．８．２０
戸田成一 元．１２．１～５．３．３１ センター教授 宮崎雅司 ６．３．１～
大谷利治 ５．４．１～７．４．３０ センター助手 大場範明 ６３．４．１～３．３．３１
高橋一之 ７．５．１～９．１２．３１ センター助手 藤田徹也 ３．４．１～７．５．３１
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行田 博 １０．１．１～１３．３．３１
水島和夫 １３．４．１～１６．３．３１
※ 平成１６年４月から「短期大学開放センター」は「大学開放センター」となる
荒井公夫 （非常勤理事）１６．４．１～
保健管理センター
センター所長 立浪 勝 １３．４．１～１６．３．３１１６．４．１～ センター講師 宮元芽久美 １３．４．１～
図書館長
石井榮一 ６２．２．１７～元．２．１６ 小関利紀也 ８．４．１～９．３．３１
須賀正佐 元．４．１～３．３．３１ 倉田久敬 ９．４．１～１２．３．３１
澤本正巳 ３．４．１～４．３．３１ 滝沢 浩 １２．４．１～１４．３．３１
石井榮一 ４．４．１～８．３．３１ 佐藤孝紀 １４．４．１～１６．３．３１、１６．４．１～
地域産業資料研究室長
後藤義雄 元．６．１～４．３．３１ 横山幸文 ７．４．１～１１．３．３１
麻生三郎 ４．４．１～７．３．３１ 林 哲三 １１．４．１～１２．３．３１
電子計算機室長
木村幸信 ６２．２．１７～元．２．１６ 佐藤孝紀 ５．４．１～６．３．３１
木村幸信 元．４．１～５．３．３１ 久保欣五 ６．４．１～７．３．９
３．２．３．３ 歴代事務職員
事務部
事務部長
江田晴夫 ５８．１０．１～６１．５．３１（５８．４．１～５８．９．３０創設準備室総主幹）
川崎 晃 ６１．６．１～６３．３．３１
宮崎治彦 ６３．４．１～３．３．３１
山崎繁行 ３．４．１～５．６．３０
木野光郎 ５．７．１～７．１１．３０
村田 武 ７．１２．１～９．３．３１
生永忠敏 ９．４．１～１１．３．３１
原田 建 １１．４．１～１３．９．３０
古屋 勇 １３．１０．１～１６．３．３１
籾山登志雄 １６．４．１～
庶務課長（～６１．３．３１総務課長）
小林 武 ５８．１０．１～６０．３．３１（５８．４．１～５８．９．３０創設準備室総務主幹）
與那原 進 ６０．４．１～６１．３．３１、６１．４．１～６３．３．３１
白石明教 ６３．４．１～元．３．３１
宇佐美政弘 元．４．１～３．１１．３０
平山健一 ３．１２．１～６．３．３１
住澤 久 ６．４．１～８．３．３１
舟見 登 ８．４．１～１１．３．３１
谷口之武男 １１．４．１～１４．３．３１
深津一也 １４．４．１～
庶務係長（～６１．３．３１総務課総務係長）
雁田 彰 ５９．４．１～６０．３．３１
本吉友治 ６０．４．１～６１．３．３１、６１．４．１～５．１１．３１
門前剛二 ５．１２．１～１０．３．３１
宮尾幸一 １０．４．１～１３．３．３１
田中輝和 １３．４．１～１６．９．３０
長崎 悟 １６．１０．１～
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人事係長（～６１．３．３１総務課人事係長）
雁田 彰 ６０．４．１～６１．３．３１、６１．４．１～６２．３．３１
伊野不二夫 ６２．４．１～２．３．３１
酒井利満 ２．４．１～５．３．３１
石坂淳子 ５．４．１～９．３．３１
道林一郎 ９．４．１～１１．９．３０
島田勝弘 １１．１０．１～
図書係長
上龍敏章 ６１．４．１～元．３．３１
四津忠一 元．４．１～１１．３．３１
畠山美苗 １１．４．１～１４．３．３１
栗林裕子 １４．４．１～
専門職員（企画広報担当）
小路 隆 １３．４．１～１６．３．３１
専門職員（計画評価担当）
小路 隆 １６．４．１～
専門職員（再編統合担当）
長崎 悟 １６．４．１～１６．９．３０ 武田正夫 １６．１０．１～
会計課長
吉田勝行 ５９．４．１～６２．３．３１
中林邦夫 ６２．４．１～元．３．３１
佐藤 隆 元．４．１～３．３．３１
柳橋恒久 ３．４．１～５．３．３１
倉橋睦雄 ５．４．１～８．３．３１
水内邦顯 ８．４．１～１０．３．３１
落合博行 １０．４．１～１３．３．３１
小野 章 １３．４．１～
司計係長
桶 喜一 ６０．４．１～６３．３．３１
北川 功 ６３．４．１～元．１０．３１
東仙 博 元．１１．１～４．３．３１
羽広孝司 ４．４．１～７．４．９
池上久晴 ７．４．１０～１０．３．３１
山田裕司 １０．４．１～１３．３．３１
庄司正文 １３．４．１～
出納係長
河上 孝 ６１．４．１～３．３．３１
武田知己郎 ３．４．１～５．３．３１
牧石信康 ５．４．１～７．３．３１
塚田健夫 ７．４．１～９．３．３１
北川敬信 ９．４．１～１２．３．３１
荒間 孝 １２．４．１～１４．３．３１
片桐 茂 １４．４．１～
用度係長
北川 功 ６０．４．１～６３．３．３１
東仙 博 ６３．４．１～元．１０．３１
西口一夫 元．１１．１～５．３．３１
新出信幸 ５．４．１～９．３．３１
荒間 孝 ９．４．１～１２．３．３１
菅谷正清 １２．４．１～１５．３．３１
寺脇誠一 １５．４．１～
施設係長
小林 裕 ６０．４．１～９．３．３１
渋谷省一 ９．４．１～１１．３．３１
三浦伸幸 １１．４．１～
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学生課長
竹内利榮 ６１．４．１～６３．３．３１
佐藤 隆 ６３．４．１～元．３．３１
坂部忠昭 元．４．１～４．３．３１
岡山一雄 ４．４．１～７．３．３１
磯村 信 ７．４．１～１０．３．３１
佐藤健一 １０．４．１～１２．３．３１
水野勇治 １２．４．１～１４．３．３１
野本文雄 １４．４．１～
学生課専門員（就職指導担当）
竹下義美 １２．４．１～１４．３．３１ 高邑英市 １４．４．１～
教務係長（～６１．３．３１総務課学務係長）
保正邦久 ６０．４．１～６１．３．３１、６１．４．１～元．３．３１
柳田邦雄 元．４．１～４．３．３１
佐野 勤 ４．４．１～６．３．３１
濱屋隆二 ６．４．１～９．３．３１
荒田一成 ９．４．１～１１．３．３１
大西光男 １１．４．１～１２．３．３１
新井健二 １２．４．１～
専門職員（入学者選抜担当）
荒田一成 １１．４．１～１３．３．３１ 林 茂美 １３．４．１～
専門職員（厚生補導担当）
林 茂美 １２．４．１～１３．３．３１
北野悦郎 １３．４．１～１４．３．３１
寺脇誠一 １４．４．１～１５．３．３１
辻澤良夫 １５．４．１～
技術専門官
奥田 都 １４．４．１～１６．３．３１
技術専門職員
畑 篤 １０．４．１～１１．３．３１
砺波浩二 １０．４．１～
奥田 都 １１．４．１～１４．３．３１
二上正明 １３．４．１～
実習係長（～６１．３．３１総務課実習係長）
二上正明 ６０．４．１～６１．３．３１、６１．４．１～１３．３．３１
学生係長
竹下義美 ６１．４．１～２．１．１５
佐野 勤 ２．１．１６～４．３．３１
林 武 ４．４．１～６．３．３１
本吉友治 ６．４．１～９．３．３１
柴田利治 ９．４．１～１１．３．３１
専門職員（就職指導担当）
林 茂美 １１．４．１～１２．３．３１
事業課長
平岡幸一 ６０．４．１～６２．３．３１
白石明教 ６２．４．１～６３．３．３１
奥野正明 ６３．４．１～２．３．３１
橋口勝善 ２．４．１～５．３．３１
鈴木昭美 ５．４．１～７．３．３１
松田幹夫 ７．４．１～１１．３．３１
関 賢一 １１．４．１～１３．３．３１
川久保 守 １３．４．１～１５．３．３１
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水野元洋 １５．４．１～
企画調査係長（～１０．３．３１企画係長）
中村 進 ６１．４．１～６３．３．３１
中村信一 ６３．４．１～２．３．３１
林 武 ２．４．１～４．３．３１
西尾 久 ４．４．１～７．３．３１
牧石信康 ７．４．１～８．３．３１
出村昭宏 ８．４．１～１０．３．３１
河西義一 １０．４．１～１３．３．３１
近藤達也 １３．４．１～
専門職員（生涯学習担当）
泉田享一 ９．４．１～１２．３．３１
大西光男 １２．４．１～１４．３．３１
笹岡博史 １４．４．１～１６．３．３１
新井 浩 １６．４．１～
専門職員（情報サービス担当）
小路 隆 １０．４．１～１３．３．３１ 高瀬範和 １３．４．１～
専門職員（研究協力担当）
渡邉敬夫 １０．４．１～１１．３．３１
近藤達也 １１．４．１～１３．３．３１
笹岡博史 １３．４．１～１４．３．３１
北野悦郎 １４．４．１～１６．３．３１
濱野松男 １６．４．１～
研究協力係長
稲垣市雄 ６１．４．１～元．３．３１
西口一夫 元．４．１～元．１０．３１
武田知己郎 元．１１．１～３．３．３１
中越米雄 ３．４．１～６．３．３１
坂下吉宏 ６．４．１～９．３．３１
宮尾幸一 ９．４．１～１０．３．３１
資料調査係長
中村信一 ６１．４．１～６３．３．３１
中野賢二 ６３．４．１～３．３．３１
門前剛二 ３．４．１～５．１１．３１
本吉友治 ５．１２．１～６．３．３１
出村昭宏 ６．４．１～８．３．３１
道林一郎 ８．４．１～９．３．３１
専門職員（国際交流担当）
田中輝和 ９．４．１～１３．３．３１ 長崎 悟 １３．４．１～１６．３．３１
３．２．４ 教職員数
平成１７年１月１日現在
教 育 職 員 その他職員
学 長 副学長 教 授 助教授 講 師 助 手 専門職 医療職
１ ２ ３０ １２ ８ ６ ３６ ２
小 計 ５９ 小 計 ３８
計 ９７
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３．２．５ 図書館
３．２．５．１ 蔵書数
３．２．５．２ 利用者数
区分
年度 総記 哲学 歴史 社会科学 自然科学 技術 産業 芸術 語学 文学 計
雑誌（受入）
国内 外国
昭和
５８
和書 １ ０ １ ９ ０ ７ ３ １０７ ０ ０ １２８
０ ０
洋書 ０ ０ ０ ４ ０ ０ ７ ０ １ ０ １２
５９
和書 ８７ ８４３ ８７８ ２ ２６ ４０ ２ ５１ ８５７ ８４２ ３，６２８
０ ０
洋書 ２５ ３５０ ２５０ １００ １５ １ ２ ２５ ５１８ ５６３ １，８４９
６０
和書 １，３１０ ６４８ ６４９ ２，６０９ ７９５ １，５１１ ３６４ ２，５８４ １，４１５ ２，２２６ １４，１１１
０ ０
洋書 ６３３ ５３ ７２ ４５７ １１７ ２６２ ７２ ６９８ １２９ ９４ ２，５８７
６１
和書 ６８１ ２６２ ３９５ １，０８５ ４５２ ３８４ １７０ １，００６ ２１２ ５８７ ５，２３４
２０３ １０５
洋書 ８７ １６ ６ ５３ ４ ７１ ４ ６４ １３６ ６７ ５０８
６２
和書 ２２６ １３３ １９０ １，０４６ １６７ ２６２ ３２８ ５７８ ２３０ ２２２ ３，３８２
２２５ １０２
洋書 ７９ ２０ １５ ７２ ８ ９２ ２１ １３５ ６８ ３４ ５４４
６３
和書 １０８ ５３ ３９ ４０５ ５２ １８６ ５９ １９１ ７９ １４７ １，３１９
２２６ ９９
洋書 ６５ ３ ３ ８２ １７ ５０ ３２ ８５ ６１ ２０ ４１８
平成
元
和書 ２３３ ９１ ８６ ９８１ ８４ ２３１ １４７ ３５９ ２４６ １３７ ２，５９５
２２８ ９９
洋書 ４２ ２ ３ ７０ １０ １５ ３９ １００ ４９ ２０ ３５０
２
和書 １２８ ４６ ９０ ３２３ １０３ １５３ １２９ ３１２ ９８ １０７ １，４８９
２３４ ９８
洋書 ３５ ３ ０ ４２ １０ ２１ ３２ ５０ ４７ ２０ ２６０
３
和書 １６６ ４５ ９９ ４１２ １６３ １８１ １２７ ３１７ １２９ １５６ １，７９５
２３９ ９５
洋書 ３９ １ ０ ３６ １０ １７ ３０ ５３ ４２ ３１ ２５９
４
和書 １０４ ３４ １２７ ３０８ ５７ １０１ １０９ ２１５ １２８ ８６ １，２６９
２４８ ８７
洋書 ７０ ２ ０ ４７ １１ ２４ ３９ ７２ ４３ ９７ ４０５
５
和書 ３１４ ２１６ ２３３ １，６２７ ３９０ １５７ １５２ ３０８ ２９３ ２９９ ３，９８９
２４９ ９８
洋書 ５８ ５６ ４４ ３６０ ２５ ２０ １０ ６０ ８４ １４４ ８６１
６
和書 ２０４ １４０ ２３０ ３０７ １４１ ８４ ５５ ２，５０１ １８５ ２０９ ４，０５６
２５９ ９４
洋書 ５１ ３６ ６３ ２４ ４５ ２０ １１ １０６ １２５ ４５ ５２６
７
和書 １３４ ７２ １００ ３２６ １０８ １３２ ４７ ２８８ １３６ １９２ １，５３５
２６０ ９２
洋書 ５９ ２６ ２１ ６７ １６ ２９ １６ ７５ ６６ ５５ ４３０
８
和書 １０５ ３７ ４９ １９８ ５１ ９２ ３１ １４６ ５０ ７１ ８３０
２６４ ９０
洋書 ２８ １０ １３ ５２ １４ ２４ ８ ３８ １３ １９ ２１９
９
和書 １１２ ２５ ４９ ４６７ ２６ １８３ ９８ ２００ ５９ ７６ １，２９５
２６０ ９３
洋書 １０ ２５ ３ １４０ ５ ４８ ４ ５２ ２９ ４５ ３６１
１０
和書 ９９ ３５ ７０ ４０６ ４９ １１７ １１８ １５８ ８０ ９１ １，２２３
２５９ ８５
洋書 １１ １６ ５ ２３ １ ８ ８ １３ ５４ ６１ ２００
１１
和書 ９６ ２７ ３５ ３３２ ５１ １０３ ４３ ３２４ ８９ ６３ １，１６３
２５９ ７７
洋書 ８１ ４０ １ ６７ ３ １５ １０ １２５ ７２ ３１ ４４５
１２
和書 ６０ １７ ６９ ２７５ ４４ ８３ ５１ ２２５ ６５ ７６ ９６５
２３１ ４８
洋書 ２４ ２８ １８ ６１ ４ １５ １１ ５７ １０１ ２３ ３４２
１３
和書 ５５ ４８ １０２ ５３８ ５４ １４７ ７４ ３０４ １１８ ７１ １，５１１
２３０ ４８
洋書 １５ ７ ８ ７４ ２ ２３ １６ ７３ ９１ ３７７ ６８６
１４
和書 ９８ ２９ ８７ ４４７ ３５ １４８ ７１ ２７２ ９９ ７０ １，３５６
２２４ ４９
洋書 １６ ３ ７ ２８ ２ ６ ６ ４４ ６２ １０１ ２７５
１５
和書 ３０ １７ ３６ ４７３ ６９ ２４１ ９０ １０１ ６３ ５７ １，１７７
２２６ ４８
洋書 ３４ ８ ８ ７２ １ ７６ ３ ３５ ９５ ４３ ３７５
１５
（減）
和書 －４９９ ０ －１３０ －１７３ －７５ －１２ －１４ －２ ０ ０ －９０５
－ －
洋書 －２５ ０ ０ －１１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ －３６
１６
和書 ３７ ２９ ７５ ２１０ ２７ １５８ ３４ ２４８ ２７ ６４ ９０９
２２３ ４５
洋書 ０ １ ２ １１ ２ ６ １ ３９ ３４ １９ １１５
合計
和書 ３，８８９ ２，８４７ ３，５５９ １２，６１３ ２，８６９ ４，６８９ ２，２８８ １０，７９３ ４，６５８ ５，８４９ ５４，０５４
－ －
洋書 １，４３７ ７０６ ５４２ １，９３１ ３２２ ８４３ ３８２ １，９９９ １，９２０ １，９０９ １１，９９１
年度区分 入館者数 貸出延人数 貸出冊数 開館日数
８ １１，６６２ １，８９３ ３，５３０ ２３５
９ １４，０１８ １，３５３ ３，１１４ ２６３
１０ １５，１６５ １，２６８ ２，９８７ ２６３
１１ １６，９３３ １，４３１ ２，８２２ ２６２
１２ １６，５８３ １，６９０ ３，６０８ ２６２
１３ １６，４８４ １，７１４ ３，６６４ ２６５
１４ １６，５０５ １，６５３ ３，２６０ ２６５
１５ １４，９１１ １，５１５ ３，１５５ ２６７
１６ １６，５５３ １，７０７ ３，４１８ ２６２
年度区分 入館者数 貸出延人数 貸出冊数 開館日数
昭和６１ － ７３５ １，１２０ ２６３
６２ １０，５２７ ２，３９４ ４，０１６ ２８２
６３ １５，８９９ ２，９１９ ５，０６３ ２８１
平成元 １１，５０１ ２，６９３ ４，６２８ ２８１
２ １２，５１５ ２，４７４ ４，０３４ ２７３
３ ７，４７７ １，９８９ ３，０４７ ２７７
４ ８，６３６ １，７２９ ３，０３５ ２３９
５ ９，１５８ １，９１１ ３，２８６ ２２２
６ ８，７６６ １，８６８ ３，２１２ ２２４
７ ９，６４９ ２，０５５ ３，５３２ ２２４
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３．２．６ 入学式および卒業式（後期）
・入学式 ・卒業式
３．２．７ 国立大学法人化
１．法人化への対応
法人化に向けた準備の推進及び法人化への円滑な移行のため、法人化準備委員会を設置し、中期目標・中期計画、法
人化に対応した管理運営組織、就業規則、その他諸規則等の検討を行った。また、新たな制度や実施体制等について、
全職員を対象に「法人化に関する説明会」を開催し、各種説明、質疑応答を行った。
２．法人化準備委員会開催状況
３．法人化に関する説明会
平成５年度 平成５年４月８日
平成６年度 平成６年４月８日
平成７年度 平成７年４月１０日
平成８年度 平成８年４月８日
平成９年度 平成９年４月８日
平成１０年度 平成１０年４月８日
平成１１年度 平成１１年４月５日
平成１２年度 平成１２年４月５日
平成１３年度 平成１３年４月５日
平成１４年度 平成１４年４月５日
平成１５年度 平成１５年４月７日
平成１６年度 平成１６年４月５日
平成１７年度 平成１７年４月５日
平成５年度 平成６年３月１８日
平成６年度 平成７年３月２０日
平成７年度 平成８年３月１９日
平成８年度 平成９年３月１９日
平成９年度 平成１０年３月２０日
平成１０年度 平成１１年３月１９日
平成１１年度 平成１２年３月１７日
平成１２年度 平成１３年３月１６日
平成１３年度 平成１４年３月２０日
平成１４年度 平成１５年３月２０日
平成１５年度 平成１６年３月１９日
平成１６年度 平成１７年３月１８日
１６ ２．１２第１回法人化に関する説明会／３．２４第２回法人化に関する説明会
年度 事 項
平成
１４
１０．１第１回法人化準備委員会／１０．２１第２回法人化準備委員会／１０．２８第３回法人化準備委員会／１１．６第６回法人化準
備委員会／１１．１４第５回法人化準備委員会／１１．２０第６回法人化準備委員会／１１．２２第７回法人化準備委員会／１２．４第８
回法人化準備委員会／２．３第９回法人化準備委員会／２．４第１０回法人化準備委員会／２．５第１１回法人化準備委員会
１５
５．１６第１回法人化準備委員会／９．２第２回法人化準備委員会／１０．１６第３回法人化準備委員会／１１．１９第４回法人化準
備委員会／１２．４第５回法人化準備委員会／１２．１８第６回法人化準備委員会／１．１５第７回法人化準備委員会／２．５第８
回法人化準備委員会／３．２第９回法人化準備委員会／３．８第１０回法人化準備委員会／３．１５第１１回法人化準備委員会／
３．２２第１２回法人化準備委員会／３．２５第１３回法人化準備委員会
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３．２．８ 富山県内国立３大学の再編・統合
平成１３年
６月 ［６．１４］平成１３年度国立大学長会議において、文部科学大臣から「大学（国立大学）の構造改革の方針」が出された。
（遠山プラン）
［６．１９］山学長から、全教職員に、「平成１３年度国立大学長会議」における大臣挨拶の要点、コメント等を関係資
料と併せて送付した。
７月 ［７．１２］学長から、運営会議、教授会において資料「高岡短期大学の将来をどう描くか」について提案があり、意見
交換がなされた。
［７．１８］学長から、小澤富山大学長に「遠山プランに対する各大学のスタンス」についての、３大学長意見交換会を
提案。
［７．２６］学長から、資料「大学（国立大学）の構造改革の方針に対する本学の対応について」を全教職員に配付。
８月 ［８．１７］学長から、「高岡短期大学としての再編・統合構想」を全教職員に配布。
［８．２７］学長から、全教職員に対し、本学と富山大学・富山医科薬科大学との再編統合についての資料配布。
・富山県内国立３機関の再編統合推進に関する合意書（案）
・高岡短期大学としての再編・統合構想
［８．２８］３大学長が文科省に工藤高等教育局長を訪ね、現況報告。
９月 ［９．６］３大学長が中沖県知事を訪ね、再編統合を検討することを学内で正式決定する意向である旨を報告。
［９．６］教職員集会－学長から、再編・統合における概要説明及び出席者との意見交換。
［９．１３］第６回教授会で、学長から、再編統合問題に対する本学の基本姿勢について提案があり、次の３原則が生か
されることを前提に、３大学の協議に入ることを承認。
１．伝統工芸の継承、良き社会人の育成等、本学の果たしてきた使命を継続すること
２．高岡に高等教育機関を存続ないし拡大をはかること
３．短期の高等教育機関としての実績やニーズに基づき、準学士制度が生かされること
［９．１７］学長から、「再編統合検討のためのプロジェクトチーム・メンバー」の編成及び参加希望者の募集通知。（後
に、このチームが project として発足）
［９．２１］第１回 project 検討会開催。
１０月 ［１０．２］「第３回富山国立３大学長、副学長、事務局長意見交換会」開催／本学から、資料「高岡短期大学としての
再編統合構想：富山総合大学（仮称）のイメージ」を提示。
［１０．９］第２回 project 検討会開催。
［１０．１１］第８回教授会において、学長から、project メンバーの中から、３大学の意見交換会出席者の選出、及び３
大学が検討に入ることへの合意ができ、協議を開始した後の学内等への情報公開について速やかに実施する旨の説
明。
１１月 ［１１．８］第３回 project 検討会開催。資料：「新大学のイメージ深化のために」配布。
［１１．１２］県主催の「国立大学の改革等に関する懇談会」に、県内３大学長が出席して状況説明／資料：「富山総合大
学（仮称）の創設をめざして」：高岡短期大学からの再編統合構想（２００１年１１月）を提示。
［１１．１６］国立３大学再編統合に関する富山大学・高岡短期大学との第１回目の意見交換会開催／高岡短期大学から、
資料：「富山総合大学（仮称）の創設をめざして」再編統合構想（２００１年１１月）を提示。
［１１．１９］金沢大学において、「北陸地区国立大学学長懇談会」開催（副学長出席）。
［１１．２６］県主催の「第２回国立大学の改革に関する懇談会」開催（於富山第一ホテル）。
［１１．２７］南日（国立大学の改革等に関する懇談会）会長が来学、県からの「国立大学の改革再編について」の中間提言
書を受理。中間提言書は、県から文科省にも提出。
１２月 ［１２．４］瀧澤富山大学長、風巻副学長来学、国立３大学の再編統合問題について懇談。再編統合プロジェクトチーム
（スモール）による本学の対応を協議。
［１２．６］「富山県大学長懇談会」開催。学長から、富山大学長に対し「富山大学長からの打診を受けて」を手渡し。
［１２．７］学長、文科省に杉野室長、清木主任改革官、村田改革官を訪ね面談。
［１２．１２］学長、副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（スモール）による打合せ実施。
［１２．１３］第１２回教授会で、学長から状況報告及び意見交換。学長から、富山大学長に「富山大学長書簡：県内３大学
再編統合問題について（１２月９日）を受けて」を送付。
［１２．２６］「国立３大学再編統合に関する富山大学・高岡短期大学との意見交換会」開催。本学から、資料「新大学に
おける高岡キャンパス」を提示。
平成１４年
１月 ［１．８］「富山県内国立大学の再編・統合に係る懇談会」開催。富山医科薬科大学からの基本的要望事項及び合意書
案について意見交換。
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［１．９］再編統合プロジェクトチーム（スモール）メンバーにて意見交換。
［１．１０］第１３回教授会において、学長から再編統合に係る状況説明及び本学としての対応等意見交換。（プロジェク
トチームとの合同会議） 資料：１月８日の懇談会資料配付。
［１．１５］「富山県内国立大学の再編・統合に係る懇談会」開催。富山医科薬科大学からの基本的要望事項及び合意書
案について意見交換。本学から、資料「富山総合大学（仮称）の創設をめざして」：高岡短期大学からの再編統合構想
再論（２００２年１月１５日）提示。
［１．１８］臨時教授会を開催し、学長から状況説明及び本学としての対応等意見交換。（プロジェクトチームとの合同
会議） 資料：１月１５日の懇談会資料配付。富山医科薬科大学から提案のあった「富山県内国立大学の再編・統合に
係る基本的確認事項（案）」及び合意書（案）について、項目、内容等については、本学としては基本的に合意。
［１．２２］「富山県内国立大学の再編・統合に係る懇談会」開催。本学から基本的確認事項及び合意書案についての修
正文を提出。
［１．２３］富山第一ホテルにおいて、県内各界の有識者による「国立大学の改革等に関する懇談会」の小委員会を開催、
３国立大学の副学長が出席し、状況説明後質疑応答。
・それぞれのキャンパスを残し、県民にとって魅力ある大学にしてほしい。
・短期大学を含む再編統合を創り上げれば、一段と特色ある大学が打ち出せるものと期待する。
・その他、教員養成機能のあり方、地域貢献の視点などの要望、意見があった。
［１．２６］「国立３大学再編統合に関する富山大学と高岡短期大学の見交換会」を開催。本学から資料「富山総合大学
（仮称）の創設をめざして」：高岡短期大学からの再編統合構想再再論（２００２年１月２６日）提示。
［１．２８］「富山県内国立大学の再編・統合に係る懇談会」開催。
２月 ［２．１９］「富山県内国立大学の再編・統合に係る懇談会」開催。
［２．２］学長、副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（スモール）による打合せ。
［２．２２］国立３大学再編統合に関する富山大学と高岡短期大学の意見交換会を開催。富山大学から、新大学の学部構
想（案）提示。
３月 ［３．５］「富山県内国立大学の再編・統合に係る懇談会」開催。
［３．６］第１１回運営会議において、再編統合プロジェクトチーム（スモール）＋αメンバーを加えて意見交換。
［３．１１］「国立３大学再編統合に関する富山大学と高岡短期大学の意見交換会」を開催。／金沢大学において、「北陸
地区国立大学学長懇談会」開催（学長出席）
［３．１９］「富山県内国立大学の再編・統合に係る懇談会」開催。基本的確認事項等について合意、２６日に調印するこ
とになった。
［３．２６］再編・統合への協議開始についての合意書及び基本的確認事項に調印。
［３．２９］文部科学省において、再編・統合及び教育学部に関するヒアリングを受けた。
４月 ［４．２］学長、副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（スモール）による打合せ。
［４．８］「富山県内国立大学の再編・統合に係る懇談会」開催。新大学構想協議会（仮称）を設置し、新大学のグラン
ドデザイン等を話し合うことになった。
［４．１０］第１回運営会議において、再編統合プロジェクトチーム（スモール）を加えて意見交換。
［４．１１］第１回教授会終了後、教職員集会を開催し、再編・統合に関する現状等報告を行い、併せて意見交換を行った。
［４．１５］学長、副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（スモール）＋αによる打合せ。
［４．１８］学長、副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（スモール）＋αによる打合せ。
［４．２２］第１回新大学構想協議会を開催し、各大学の構想案を提示しフリーディスカッションを行った。
［４．２５］高志会館において、県内各界の有識者による「国立大学の改革等に関する懇談会」の第２回小委員会を開催、
瀧澤富大学長、小林医薬大副学長、山高岡短大学長が出席し、状況説明後質疑応答を行った。／学長、副学長、学
科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（スモール）＋αによる打合せ。
［４．３０］第２回新大学構想協議会を開催し、フリーディスカッションを行った。
５月 ［５．１４］第３回新大学構想協議会を開催し、富山大学から提示された新大学構想を中心にフリーディスカッションを
行った。
［５．２９］第４回新大学構想協議会を開催し、フリーディスカッションを行ったが、構想策定委員会を開催することは
時期尚早であるので今後もフリーディスカッションを行うことになった。
６月 ［６．２５］第５回新大学構想協議会を開催し、フリーディスカッションを行った。教養教育については、各大学の意見
も出そろい具体的な協議が可能と思われるので、各大学の副学長からなる議長団で教養教育に関するワーキンググ
ループの設置の是非を協議し、併せて今後の検討事項の整理も行うことになった。なお、議長団の協議の結果、教養
教育に関するワーキンググループを設置し、具体的に協議していくことになった。
７月 ［７．１０］学長、副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（ラージ）による打合せ。
［７．１８］富山大学教育学部教官との懇談会。
［７．２９］第６回新大学構想協議会を開催。教養教育WGの他に大学院WGを設置することになった。また、８月に、
３大学長による教職員向けパネルディスカッションを開催することになった。
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８月 ［８．６］第１回教養教育ワーキンググループを開催。
［８．３０］「富山県内国立大学の再編・統合に関する説明会」を富山大学黒田講堂で開催。三大学長をパネラーとする
パネルディスカッション形式で行われ、三大学で合計４７１名の出席があった。（富大２８３名、医薬大１２５名、高岡短大
６３名）
９月 ［９．１７］第２回教養教育ワーキンググループを開催。
［９．２４］富山大学教育学部長、教官２名と懇談会を実施。（学長出席）
［９．２５］第７回新大学構想協議会を開催。管理運営体制について及び大学院ワーキンググループの設置等について協
議を行った。また、この協議会から、各大学の運営諮問会議委員及び県関係者がオブザーバー出席した。
１０月 ［１０．７］第３回教養教育ワーキンググループを開催。
［１０．２１］金沢大学において、「北陸地区国立大学学長懇談会」開催。（副学長出席）
［１０．２２］第８回新大学構想協議会を開催。教養教育、学部編成等について協議を行った。
１１月 ［１１．５］第４回教養教育ワーキンググループを開催。
［１１．１１］第９回新大学構想協議会を開催。学部編成等について協議を行い、今後、構想策定委員会を開催し、学部、
大学院、教養教育、管理運営について協議していくことになった。
［１１．１５］富山大学教育学部教官と懇談会を実施。
［１１．１８］第１回大学院ワーキンググループを開催。富山医科薬科大学教官との懇談会を実施。
［１１．１９］第５回教養教育ワーキンググループを開催。
［１１．２０］第１回構想策定委員会を開催。
［１１．２２］高岡市役所において「国立大学の再編・統合について聞く会」を開催。
［１１．２７］第２回構想策定委員会を開催。構想策定委員会終了後、経済学部教官及び教育学部教官と懇談会をそれぞれ
実施。
［１１．２８］第２回大学院ワーキンググループを開催。
１２月 ［１２．５］文部科学省 清水審議官及び村田大学企画調整室長と３大学（学長（副学長）、事務局長（事務部長））で懇談
会を実施。
［１２．６］第３回構想策定委員会を開催。金沢大学において、「北陸地区国立大学学長懇談会」開催。（副学長出席）
［１２．１０］学長、副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（ラージ）＋αによる打合せ実施。
［１２．１１］第４回構想策定委員会を開催。
［１２．１８］副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（スモール）による打合せ。
［１２．１９］教職員集会を開催し、全教職員に経緯と今後の方向性について、学長から説明があった。
［１２．２４］第５回構想策定委員会を開催。
［１２．２５］富山県庁において、経営企画部長等への説明会を開催。新大学構想協議会の流れ及び状況について説明の後
質疑応答を行った。
［１２．２７］第６回構想策定委員会を開催。
平成１５年
１月 ［１．７］第７回構想策定委員会を開催。
［１．９］学長、副学長、学科長、図書館長、再編統合プロジェクトチーム（スモール）＋αによる打合せ実施。
［１．１４］第８回構想策定委員会を開催。
［１．１６］第１回任期制・評価体制ワーキンググループを開催。
［１．２１］第９回構想策定委員会を開催。金沢大学において、「北陸地区国立大学学長懇談会」開催（学長出席）
［１．２３］第１回芸術文化学部ワーキンググループを開催。
［１．２４］第１回研究所・センターワーキンググループを開催。
［１．２８］富山県民会館において、県内各界の有識者による「国立大学の改革等に関する懇談会」の第３回小委員会を
開催、瀧澤富大学長、高久医薬大学長、山高岡短大学長、水島高岡短大副学長が出席し、状況説明後質疑応答を行っ
た。
［１．３０］第２回芸術文化学部ワーキンググループを開催。
［１．３１］第２回任期制・評価体制ワーキンググループを開催。
２月 ［２．６］第３回芸術文化学部ワーキンググループを開催。
［２．１３］第１０回構想策定委員会を開催／第２回研究所・センターワーキンググループを開催。
［２．１４］第３回任期制・評価体制ワーキンググループを開催。
［２．１７］金沢大学において、「北陸地区国立大学学長懇談会」開催。（副学長出席）
［２．２１］第３回研究所・センターワーキンググループを開催。
［２．２６］第４回芸術文化学部ワーキンググループを開催。
［２．２７］第１回文化創造科学部（仮称）懇談会を開催。
［２．２８］金沢大学において、「北陸地区国立大学学長懇談会」開催。（学長出席）
３月 ［３．４］第１１回構想策定委員会を開催。
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［３．６］第２回文化創造科学部（仮称）懇談会を開催。
［３．１１］第１２回構想策定委員会を開催。
［３．１８］第１３回構想策定委員会を開催。
［３．２４］第４回研究所・センターワーキンググループを開催。
［３．３１］第１４回構想策定委員会を開催。
４月 ［４．８］第１回芸術文化学部（仮称）タスクフォースを開催。芸術文化学部（仮称）案を示し意見交換した。
［４．１５］第２回芸術文化学部（仮称）タスクフォースを開催。
・芸術文化学部（仮称）案について意見交換を行った。
・教員移動について確認し、教員人事が決まるまでタスクフォースを存続することとした。
・実質的な検討を学長を除くタスクフォース委員で行うこととした。
［４．１７］教職員集会を開催し、全教職員に経緯と今後の方向性について、学長から説明。
［４．２２］第１５回構想策定委員会を開催。
［４．３０］教職員集会を開催し、全教職員に経緯と再編・統合の合意を行うことについて、副学長から説明があった。
５月 ［５．２］臨時教授会を開催し、３大学の再編・統合に合意することを機関決定。
［５．６］高岡市へ、３大学が再編・統合に合意する機関決定した旨を報告。
［５．７］第１０回新大学構想協議会を開催し、３大学が再編・統合に合意することを了承し、併せて調印式も行った。
富山県知事へ、３大学が再編・統合に合意することについて報告。
［５．８］全学（職員・学生）集会を開催し、副学長から再編、統合に合意したことを報告。
［５．９］文部科学省へ、３大学が再編・統合に合意したことについて報告。
［５．１２］富山県民会館において、県内各界の有識者による「国立大学の改革等に関する懇談会」の第４回小委員会を
開催。
［５．１５］再編統合 SPと関心のある教員に芸術文化学部（仮称）の考え方についての説明会を実施。
［５．３０］第１回新大学創設準備にかかる懇談会を開催。
６月 ［６．５］第４回教授会において、芸術文化学部（仮称）設置準備委員会の設置を承認。
［６．１２］第１回芸術文化学部（仮称）タスクフォース小委員会を開催。
・芸術文化学部（仮称）の素案は、小委員会メンバーで作成することとした。
・新規採用教員について、今年中に人選も行なうことを確認した。
［６．１３］第１回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［６．１７］第２回新大学創設準備にかかる懇談会を開催し、創設準備委員会及び推進委員会を設立することに同意。
［６．１７］芸術文化学部芸術文化学部（仮称）設置準備委員会ワーキンググループに関する説明会を開催。
［６．２６］第３回新大学創設準備に係る懇談会を開催。設準備委員会及び推進委員会の任務及び部会の設置、創設準備
室の設置を確認し、早急に第１回新大学設準備委員会を開催することとした。
７月 ［７．１］富山大学内に創設準備事務室を設置。
［７．８］第１回新大学創設準備協議会を開催し、新大学創設準備協議会及び新大学創設準備推進委員会の設置並びに
部会及びタスクフォースの設置を了承し、従前の新大学構想協議会を廃止することとした。
部会及びタスクフォース（８組織）
人間発達科学部（仮称）部会
芸術文化学部（仮称）タスクフォース
人文学部部会
経済学部部会
機構・センター部会
病院部会
事務組織部会
情報部会
［７．２８］第２回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。芸術文化学部（仮称）設置の骨子（案）及び３大学統合のメ
リットについて提示し協議。
［７．２９］第１回機構・センター部会を開催。部会の下に、４ワーキンググループを設けた。
・図書館ワーキンググループ
・保健管理センターワーキンググループ
・地域連携推進機構ワーキンググループ
・大学教育・学生支援ワーキンググループ
［７．３０］第１回情報部会を開催。
８月 ［８．５］第３回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。芸術文化学部（仮称）設置の骨子（案）を再検討し、企業や
高校生へのアンケート調査を外部委託で実施することとした。
［８．６］第２回芸術文化学部（仮称）タスクフォース小委員会を開催。
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・芸術文化学部（仮称）設置の骨子（案）について意見交換した。
・芸術文化学部（仮称）の開設科目の調整を行なうことを確認した。
［８．１１］第１回人文学部部会を開催。第１回事務組織部会を開催。／第４回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［８．１２］教職員へ芸術文化学部（仮称）の骨子に関する説明懇談会を実施。
・芸術文化学部（仮称）設置の骨子（案）について
・各教員からの質問に関する回答
［８．１８］第１回経済学部部会を開催。
［８．２５］第１回病院部会を開催。
［８．２７］第３回芸術文化学部（仮称）タスクフォース小委員会を開催。
・芸術文化学部（仮称）の開設科目について、９月中には素案を作成することとした。
・教養教育の実施体制等について、創設準備委員会又は、創設準備推進委員会へ申し入れることとした。
・課程認定について意見交換した。
・早急に新規教員の人選を進めることを確認した。
・芸術文化学部（仮称）に関するアンケートについて確認した。
［８．２８］第１回管理運営部会を開催。
９月 ［９．１］第１回人間発達科学部（仮称）部会を開催。
［９．３］第１回入試部会を開催。
［９．１７］第３回芸術文化学部（仮称）タスクフォースを開催。
・芸術文化学部（仮称）設置の骨子（案）について確認した。
・今後のスケジュールを確認した。
／第２回入試部会を開催。
［９．２４］文部科学省に芸術文化学部（仮称）設置の骨子（案）について、説明及び懇談
・新大学像の全体像の早期提出
・教養教育の全体の取り組み方や実施方法の検討
・設置審査について助言
／第２回機構・センター部会を開催。
１０月 ［１０．９］第５回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１０．１５］第４回芸術文化学部（仮称）タスクフォースを開催。
［１０．１６］第６回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１０．１７］第２回事務組織部会を開催。
［１０．２０］第７回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１０．２１］第１回創設準備推進委員会を開催。
［１０．２３］第２回人文学部部会を開催。
［１０．２９］第８回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１０．３１］第２回情報部会を開催。
１１月 ［１１．４］第２回人間発達科学部部会を開催。
［１１．１０］第３回入試部会を開催。
［１１．１７］第３回情報部会を開催。
［１１．１９］第２回経済学部部会を開催。
［１１．２１］第３回機構・センター部会を開催。
［１１．２５］第９回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１１．２８］第１回中期目標・中期計画部会を開催。／第１０回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
１２月 ［１２．１］第４回入試部会を開催。
［１２．４］第１回教養教育部会を開催。／第４回情報部会を開催。
［１２．５］第２回病院部会を開催。
［１２．８］第２回創設準備推進委員会を開催。
［１２．９］第１１回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１２．１１］第１２回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１２．１２］第１３回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会（持ち回り）を開催。
［１２．１７］第１４回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１２．１８］第１５回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１２．２２］第４回機構・センター部会を開催。／第５回入試部会を開催。
［１２．２４］第３回人間発達科学部部会を開催。
平成１６年
１月 ［１．６］第１６回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
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［１．１３］第１７回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１．２０］第２回教養教育部会を開催。／第１８回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［１．２７］第１９回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
２月 ［２．５］第２０回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［２．１２］第２１回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［２．２３］第２２回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［２．２７］第２３回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
３月 ［３．２］第１回大学院部会を開催。／第２４回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［３．４］第２５回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［３．１５］第４回人間発達科学部部会を開催。
［３．１８］文部科学省に芸術文化学部（仮称）設置の骨子（案）について、説明及び懇談
・前回（９．２４）からの変更点及び宿題について説明
・４月以降は国立大学法人支援課が対応すること
・今後のスケジュールの確認
・設置の趣旨の内容について質疑応答
［３．２２］高岡短期大学において、第５回芸術文化学部（仮称）タスクフォースを開催。
新規採用者の設置審査後の対応及び学部長の選出方法等について確認。
［３．２３］第３回教養教育部会を開催。
［３．２６］名鉄富山ホテルにおいて、第２回新大学創設準備協議会を開催。
４月 ［４．９］第３回新大学創設準備協議会を開催。
［４．１２］平成１６年度第１回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［４．１５］全教員を対象に芸術文化学部（仮称）に関する説明会を開催。現状及び今後のスケジュール等について説明。
［４．２２］第４回教養教育部会を開催。
［４．２６］平成１６年度第２回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
５月 ［５．１０］平成１６年度第３回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［５．１１］第５回人間発達科学部（仮称）部会を開催。
［５．１４］第３回事務組織部会を開催。／第５回教養教育部会を開催。
［５．１７］平成１６年度第４回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
［５．１８］第６回芸術文化学部（仮称）タスクフォースを開催。
・芸術文化学部（仮称）設置構想案について了承。
・新学部の名称及び学位について了承。
・移動教員の研究室等の確保についての配慮を確認。
［５．１９］第２回管理運営部会を開催。
［５．２０］第６回入試部会を開催。
［５．２５］全教員を対象に芸術文化学部（仮称）に関する説明会を開催。
［５．２７］第３回管理運営部会を開催。／平成１６年度第５回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。移動教員の研
究室等の確保、新学部の英語表記及び新学部の PR活動等について検討。
［５．３１］平成１６年度第６回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。
６月 ［６．３］第５回機構・センター部会を開催。
［６．７］第３回新大学創設準備推進委員会を開催。
［６．９］第７回入試部会を開催。
［６．１０］第６回教養教育部会を開催。
［６．１１］第２回大学院部会を開催。
［６．１４］第４回新大学創設準備推進委員会を開催。
［６．２１］富山県民会館において、県内各界の有識者による「国立大学の改革等に関する懇談会」の第６回小委員会を
開催。芸術文化学部及び人間発達科学部の検討状況を説明。
［６．２２］平成１６年度第７回芸術文化学部（仮称）設置準備委員会を開催。文部科学省との打ち合せの結果概ね了承を得
たことの報告。
［６．２３］第４回新大学創設準備協議会を開催。
［６．３０］第７回教養教育部会を開催。／文部科学省に設置計画書（正本１部、抜刷３部）を提出。
７月 ［７．２３］全学（職員・学生）集会を開催し、学生を中心に芸術文化学部の内容等を説明。
［７．２８］平成１６年度第８回芸術文化学部設置準備委員会を開催。
［７．３０］創設準備事務室から、文部科学省に新学部に関する大学設置・学校法人審議会大学設置分科会資料（１０部）提
出。
８月 ［８．４］第８回入試部会を開催。
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３．２．９ 年表（後期）
［８．５］平成１６年度第９回芸術文化学部設置準備委員会を開催。
［８．９］文部科学省に設置計画書の残り（抜刷３２部、個人調書等１５部）を提出。／高岡市役所において、「新富山大学
設置構想及び芸術文化学部の概要についての説明会」を開催。
［８．１１］第５回情報部会を開催。
［８．２７］第７回芸術文化学部（仮称）タスクフォースを開催。
平成
７
３月学内情報ネットワークシステムTNC－NET（Takaoka National College NETwork）が稼働する。／４月専攻科（１
年制、１専攻）が２年制、３専攻（産業造形専攻・産業デザイン専攻・地域ビジネス専攻）に再編改組されるとともに、学
位授与機構が定める要件を満たす専攻科として認定される。
９ ３月専攻科棟が竣工する。
１２
４月学科が、従前の２学科（産業工芸学科、産業情報学科）から、３学科（産業造形学科、産業デザイン学科、地域ビジネ
ス学科）に再編改組される。
１３ ４月保健管理センターが設置される。
１４ ３月学内情報ネットワークシステムTNC－NETを高速キャンパス情報ネットワークシステムに更新する。
１６ ４月国立大学法人法の施行によって、国立大学法人高岡短期大学となる。
１７ ９月国立大学法人高岡短期大学閉学式を挙行する。
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３．３ 会計課
３．３．１ 決算額
（単位：千円）
（単位：千円）
年度
区分 昭和５８ ５９ ６０ ６１ ６２ ６３ 平成元
歳
入
授 業 料 及 び
入 学 検 定 料
－ － ３６，２９４ ９９，３９３ １２３，３４７ １３９，１８１ １４２，０１９
雑 収 入 － － ０ １０７，６６９ １，５７０ １，３６９ １，８５２
計 － － ３６，２９４ ２０７，０６２ １２４，９１７ １４０，５５０ １４３，８７１
歳
出
人 件 費 １５，６９４ ５３，６１６ １２７，８７７ ３１７，２４４ ４３３，２７９ ４９６，８５９ ５８３，７７４
物 件 費 ９，７００ ４０，３４２ ５２５，４５２ ２，０６１，４７１ １，４３２，７９３ １，０２１，４８０ ２０８，２２７
計 ２５，３９４ ９３，９５８ ６５３，３２９ ２，３７８，７１５ １，８６６，０７２ １，５１８，３３９ ７９２，００１
年度
区分 平成２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
歳
入
授 業 料 及 び
入 学 検 定 料
１４９，４９９ １５７，８７８ １６２，３８５ １６６，７７３ １７７，３５２ １８５，１２１ １９９，５２６
雑 収 入 ２，０６８ ３，９３４ ３，９４３ ４，４５３ ４，０３２ ３，５４３ ５，８１３
計 １５１，５６７ １６１，８１２ １６６，３２８ １７１，２２６ １８１，３８４ １８８，６６４ ２０５，３３９
歳
出
人 件 費 ５９３，９１８ ７２３，３２６ ６１４，１８７ ６６８，００７ ７０３，３２３ ８４３，２４８ ７６３，４３０
物 件 費 ２１４，１４２ ２３５，３３９ ２２５，１９９ ３０５，３９３ ２７９，４４４ ３２２，３８５ ３８８，７６０
計 ８０８，０６０ ９５８，６６５ ８３９，３８６ ９７３，４００ ９８２，７６７ １，１６５，６３３ １，１５２，１９０
年度
区分 ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５
歳
入
授 業 料 及 び
入 学 検 定 料
２０６，３５３ ２１９，６７１ ２２１，４０２ ２１５，３４１ ２３４，４３３ ２４３，２７５ ２４９，３１３
雑 収 入 ６，１７９ ９，９１３ １０，０５４ １４，５９６ ９，８１６ １３，７５２ １３，０４３
計 ２１２，５３２ ２２９，５８４ ２３１，４５６ ２２９，９３７ ２４４，２４９ ２５７，０２７ ２６２，３５６
歳
出
人 件 費 ９１８，２７２ ７７８，６８８ ８５６，０３６ ８１４，０８０ ８２９，３２６ ８３６，２３３ ９２５，６６２
物 件 費 ３２８，１７３ ３６９，１５５ ３６１，４０４ ３１９，５５５ ３８３，５１９ ３４８，８２７ ３７０，７３１
計 １，２４６，４４５ １，１４７，８４３ １，２１７，４４０ １，１３３，６３５ １，２１２，８４５ １，１８５，０６０ １，２９６，３９３
年度
区分
１６
収
入
運営費交付金 １，１６２，４６１
施設整備費補助金 １３，０００
授業料及び入学金
検定料収入
２３７，６４７
雑収入 １１，６７２
産学連携等研究収入
及び寄附金収入等
１２２，６３６
計 １，５４７，４１６
支
出
教育研究経費 ７６２，８５１
一般管理費 ４５６，８８８
施設整備費 １３，０００
産学連携等研究経費
及び寄附金事業費等
１３，７４１
計 １，２４６，４８０
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３．３．２ 施設の概要
建物の概要
高岡短期大学
古府宿舎
伏木宿舎
区 分 所 在 地 敷地面積 建物面積
高岡短期大学 高岡市二上町１８０番地 ９９，８４７㎡ １８，９３４㎡
古府宿舎 高岡市伏木古府２－２－３０ ２，８１７㎡ １，８２２㎡
伏木宿舎 高岡市伏木矢田７－５０ ３，１３０㎡ １，２７７㎡
合 計 １０５，７９４㎡ ２２，０３３㎡
区 分 名 称 等 構 造 延面積 建設年度 位 置
講義・管理棟
（講義、管理部門）
管理部門、講義室、デッサン室、基礎デザ
イン室、彫塑室、製図室等
鉄筋コンクリート造２階建 ３，３３７㎡ 昭和６０年度 ①
研究棟
（研究部門）
教員研究室、CGルーム、映像利用室、演
習室等
鉄筋コンクリート造４階建 ３，４５１㎡ 〃 ②
講義演習棟
（開放センター）
LL教室、講堂、エントランスホール、演習室
食堂、談話室、売店、コンサルテ シーョン室等
鉄筋コンクリート造２階建 ３，５０８㎡ 〃 ③
実験実習棟
原型室、金属機械室、塗装室、木工機械室、
鋳造室、木彫室、彫・鍛金室、漆実技室等
鉄筋コンクリート造平屋建 ２，３３６㎡ 〃 ④
エネルギー棟 電気室、ボイラー室、ポンプ室等 鉄筋コンクリート造２階建 ７２１㎡ 〃 ⑤
体育館 体育室、シャワー 室、更衣室、課外活動室等 鉄骨鉄筋コンクリー ト造２階建 １，７３４㎡ 昭和６１年度 ⑥
図書館 閲覧室、情報資料室、グループ読書室等 鉄筋コンクリート造２階建 １，０７８㎡ 〃 ⑦
洗心苑
（非常勤講師宿泊施設）
宿泊室、ラウンジ、和室等
鉄筋コンクリート造２階建 ４２８㎡ 昭和６２年度 ⑧
体育器具庫 器具庫、便所、シャワー等 鉄筋コンクリート造平屋建 ８４㎡ 平成元年度 ⑨
危険物倉庫 鉄筋コンクリート造平屋建 ３２㎡ 平成２年度 ⑩
専攻科棟
デザインモデリングルーム、漆素地造形室、ビ
ジネス演習室、木材実験室２、金属実験室等
鉄筋コンクリート造４階建 ２，２２５㎡ 平成８年度 ⑪
区 分 名 称 等 構 造 延面積 建設年度
宿舎（職員宿舎） ２４戸 鉄筋コンクリート造４階建 １，７６７㎡ ６１年度
附属施設 自転車置場、ポンプ室、プロパン庫 － ５５㎡ －
区分 名 称 等 構造 延面積 建設年度
宿舎（職員宿舎） １８戸 鉄筋コンクリート造３階建 １，２１８㎡ ５１年度
附属施設 LPG庫、ポンプ室、自転車置場、物置 － ５９㎡ －
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室３．３．３ 建物の平面図
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ホール
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３．３．４ 年表（後期）
３．４ 学生課
３．４．１ 大学説明会およびオープンキャンパス参加者数（後期）
注１：（新）富山大学芸術文化学部説明会（教員向け）
注２：（新）富山大学芸術文化学部オープンキャンパス
会計課
年 度 竣 工 日 工 事 名
平成５年度 H５．１１．３０ 講義演習棟エレべ－タ設備工事が竣工する
H５．１２．２０ 実験実習棟デザイン実験室模様替工事が竣工する
平成６年度 H６．６．２０ テニスコート夜間照明設備工事が竣工する
H７．１．３１ 研究棟コンピュータ室模様替工事が竣工する
H７．２．１０ 情報ネットワーク配線工事が竣工する
H７．３．３１ 電話交換機設備更新工事が竣工する
平成７年度 H７．８．３０ 講義演習棟工芸演習室模様替工事が竣工する
平成９年度 H９．１０．３１ 講義演習棟等自動ドア取設工事が竣工する
平成１０年度 H１０．１２．２２ 体育館等屋上防水改修工事が竣工する
H１０．１２．２５ 体育館課外活動室間仕切取設工事が竣工する
H１１．１．２０ 講義演習棟等屋上防水補修工事が竣工する
平成１１年度 H１２．３．３０ 講義棟大講義室等空調機取設工事が竣工する
平成１２年度 H１２．１２．２５ 図書館防水改修工事が竣工する
H１３．３．３０ 講義演習棟談話室模様替工事が竣工する
H１３．３．３０ 講義管理棟保健管理センター模様替工事が竣工する
平成１３年度 H１３．１２．７ 講義演習棟等防水改修工事が竣工する
H１４．３．２９ テニスコート改修工事が竣工する
H１４．３．２９ 高速キャンパス情報ネットワーク工事が竣工する
平成１４年度 H１４．１２．１９ 実験実習棟等防水改修工事が竣工する
H１５．３．３１ 体育館課外活動室模様替工事が竣工する
平成１５年度 H１６．１．１３ 講義管理棟等防水改修工事が竣工する
平成１６年度 H１６．１１．２５ 講義演習棟講堂空気調和機取替工事が竣工する
平成１７年度 H１７．９．２６ 校舎（芸術文化学部）改修工事が竣工する
H１７．９．２６ 校舎（芸術文化学部）電気設備改修工事が竣工する
H１７．９．２６ 校舎（芸術文化学部）機械設備改修工事が竣工する
平成年度 １７ １６ １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６
参加者人数 ８３（注１） ５１８（注２） ４７８ ６０７ ５５６ ５２３ ２６９ ２６６ ３２３ ３０２ ３２４ ２８６ ３４９
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３．４．２ 入学志願者および入学者
３．４．２．１ 学科
学科名 産業工芸学科 産業情報学科
合計
年度
専攻名 金属工芸 漆工芸 木材工芸
産 業
デザイン
計 経営実務 情報処理
ビジネス
外語（英）
ビジネス
外語（中）
計
入学定員 ２０ １５ １５ ２５ ７５ ４０ ４０ ４５ １２５ ２００
昭和
６１年
志願者 １３ ２１ １７ １００ １５１ ３２１ ６３２ ２４０ ７２ １，２６５ １，４１６
受験者 １３ ２１ １７ ９６ １４７ ３１１ ６０４ ２３０ ７１ １，２１６ １，３６３
入学者 ２０ １５ １７ ２２ ７４ ４６ ４６ ３６ １９ １４７ ２２１
６２
志願者 ２４ ３０ ２５ １５５ ２３４ ３４６ ６６２ ２６９ ７６ １，３５３ １，５８７
受験者 ２４ ２８ ２５ １４６ ２２３ ３１７ ６１５ ２４１ ７２ １，２４５ １，４６８
入学者 ２６ １５ １６ ２８ ８５ ４４ ３６ ２９ １８ １２７ ２１２
６３
志願者 ２４ ３１ ２３ １２６ ２０４ ３８１ ４２７ ２３７ ６５ １，１１０ １，３１４
受験者 ２４ ３０ ２１ １１８ １９３ ３６９ ３８２ ２１７ ６１ １，０２９ １，２２２
入学者 ２０ １６ １７ ２６ ７９ ４２ ４４ ３０ １５ １３１ ２１０
平成
元年
志願者 ２９ ３４ ３８ １１５ ２１６ ３９６ ４９７ ２３８ ６５ １，１９６ １，４１２
受験者 ２６ ３２ ３８ １０５ ２０１ ３７４ ４６８ ２２２ ５６ １，１２０ １，３２１
入学者 ２０ １５ １７ ２５ ７７ ４８ ４０ ３０ １７ １３５ ２１２
２
志願者 ２８ ３５ ４５ ９８ ２０６ ３３２ ４２２ ２３５ ７２ １，０６１ １，２６７
受験者 ２５ ３４ ４３ ９７ １９９ ３１２ ３８９ ２０４ ５９ ９６４ １，１６３
入学者 ２１ １５ １５ ２６ ７７ ４５ ４０ ３３ １７ １３５ ２１２
３
志願者 ２６ １９ ２８ ８８ １６１ ２７９ ３５３ ２０８ ７１ ９１１ １，０７２
受験者 ２５ １９ ２８ ８６ １５８ ２６８ ３２２ １８５ ６６ ８４１ ９９９
入学者 ２０ １８ １６ ２４ ７８ ４３ ４０ ３０ １７ １３０ ２０８
４
志願者 ３２ ２７ １６ ８３ １５８ ２５２ ３５７ １６４ ５６ ８２９ ９８７
受験者 ３２ ２６ １６ ７５ １４９ ２３２ ３２６ １４４ ４８ ７５０ ８９９
入学者 ２０ １５ １５ ２６ ７６ ４３ ４０ ３２ １５ １３０ ２０６
５
志願者 ３２ ２３ ４０ ６５ １６０ １６９ ２２６ １５０ ５５ ６００ ７６０
受験者 ２６ ２３ ３８ ６１ １４８ １５７ ２１１ １３３ ５４ ５５５ ７０３
入学者 ２０ １６ １５ ２６ ７７ ４７ ４１ ３４ １５ １３７ ２１４
６
志願者 ３９ ２２ ３３ ６１ １５５ １９０ ２５４ １１５ ４１ ６００ ７５５
受験者 ３７ ２０ ３２ ５６ １４５ １８２ ２３５ １０１ ３９ ５５７ ７０２
入学者 ２２ １６ １５ ２５ ７８ ４１ ４０ ３１ １５ １２７ ２０５
７
志願者 ４７ １６ ２３ ５９ １４５ １３０ １６３ １２２ ５１ ４６６ ６１１
受験者 ４３ １６ ２１ ５６ １３６ １２０ １５１ １０７ ４２ ４２０ ５５６
入学者 ２０ １５ １５ ２５ ７５ ４０ ４０ ３０ １６ １２６ ２０１
８
志願者 ３５ ２５ ３６ ７８ １７４ １４２ １３２ １２５ ４４ ４４３ ６１７
受験者 ３１ ２４ ３３ ７０ １５８ １２７ １１８ １０１ ４３ ３８９ ５４７
入学者 ２２ １５ １５ ２５ ７７ ４３ ４０ ３０ １５ １２８ ２０５
９
志願者 ３５ ２８ ３３ ７５ １７１ １３５ １３３ １１５ ３８ ４２１ ５９２
受験者 ３１ ２７ ３１ ７２ １６１ １２５ １２７ １０７ ３４ ３９３ ５５４
入学者 ２０ １６ １５ ２５ ７６ ４６ ４８ ３３ １７ １４４ ２２０
１０
志願者 ３８ ２８ ２４ ５８ １４８ １１０ １４１ １０８ ５０ ４０９ ５５７
受験者 ３３ ２６ ２４ ５７ １４０ １０６ １３１ ９６ ４５ ３７８ ５１８
入学者 ２３ １８ １６ ２５ ８２ ４１ ４０ ３３ １５ １２９ ２１１
１１
志願者 ４６ ３１ ３３ ７８ １８８ １２４ １６３ １３９ ３６ ４６２ ６５０
受験者 ４０ ２９ ３１ ７７ １７７ １２３ １５４ １１９ ３４ ４３０ ６０７
入学者 ２０ １５ １５ ２５ ７５ ４０ ４０ ３０ １５ １２５ ２００
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３．４．２．２ 専攻科（１年制）（志：志願者、受：受験者、入：入学者を示す）
学科名 産業造形
産業
デザイン
地域ビジネス
合計
年度
コース名 金属工芸 漆工芸 木材工芸 計 経営 情報
国際・
英語
国際・
中国語
計
入学定員 ２０ １５ １５ ５０ ２５ ４０ ４０ ３０ １５ １２５ ２００
平成
１２
志願者 ３７ ２２ ２８ ８７ ７２ １３３ １５７ ９４ ３９ ４２３ ５８２
受験者 ３６ ２０ ２７ ８３ ６６ １２１ １４９ ９０ ３５ ３９５ ５４４
入学者 ２１ １５ １７ ５３ ２８ ４０ ３７ ３４ １５ １２６ ２０７
１３
志願者 ２１ ２０ ２１ ６２ ８１ ８９ １３９ １２６ ３６ ３９０ ５３３
受験者 １７ １９ ２１ ５７ ７９ ８８ １３０ １２０ ３５ ３７３ ５０９
入学者 ２３ １６ １６ ５５ ２６ ４５ ４０ ３５ １８ １３８ ２１９
１４
志願者 ２２ ２３ ２８ ７３ １０５ １５６ １６２ １３９ ５１ ５０８ ６８６
受験者 １９ ２３ ２８ ７０ １０３ １５３ １５５ １３５ ４８ ４９１ ６６４
入学者 ２３ １６ １８ ５７ ２５ ４１ ４８ ２９ ２０ １３８ ２２０
１５
志願者 ４１ ２９ ３９ １０９ １２０ １６１ １５３ １４０ ４７ ５０１ ７３０
受験者 ４０ ２８ ３７ １０５ １１８ １５６ １５０ １２７ ４２ ４７５ ６９８
入学者 ２１ １４ １８ ５３ ２６ ４５ ３３ ２９ １８ １２５ ２０４
１６
志願者 ５７ ２１ ５０ １２８ １１８ １３０ ９１ １４６ ３０ ３９７ ６４３
受験者 ５５ ２０ ５０ １２５ １１５ １２５ ８７ １３８ ２８ ３７８ ６１８
入学者 １８ １７ １５ ５０ ２６ ４０ ５５ ３２ １３ １４０ ２１６
１７
志願者 ３１ ２８ ２９ ８８ １２５ １５８ １０９ １５４ ４７ ４６８ ６８１
受験者 ３０ ２８ ２９ ８７ １１５ １４９ １０５ １４７ ４４ ４４５ ６４７
入学者 １９ １６ １６ ５１ ２７ ３３ ４２ ３５ １６ １２６ ２０４
専 攻 名
入学
定員
昭和６３ 平成元 ２ ３ ４ ５ ６
志 入 志 入 志 入 志 入 志 入 志 入 志 入
地域産業専攻 １０ １４ １１ ４ ４ １０ ７ １３ ８ ８ ８ １３ １０ １３ １２
専 攻 名
入学
定員
平成７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７
志 入 志 入 志 入 志 入 志 入 志 入 志 入 志 入 志 入 志 入 志 入
産業造形専攻 １４ ２２ １７ ２２ １６ ２９ １８ ２４ １８ ３０ ２０ ３２ ２０ ３０ ２１ ３２ ２１ ３１ ２０ ３８ ２３ ４４ ２３
産業デザイン専攻 ５ ６ ６ ９ ７ ７ ５ ６ ６ １１ ７ ８ ７ １１ ８ １３ ８ １０ ８ ９ ９ １４ ８
地域ビジネス専攻 ６ ５ ５ ６ ５ １ １ ７ ５ １３ ７ １０ ６ ５ ４ ８ ８ １５ ７ １６ ７ １１ ９
計 ２５ ３３ ２８ ３７ ２８ ３７ ２４ ３７ ２９ ５４ ３４ ５０ ３３ ４６ ３３ ５３ ３７ ５６ ３５ ６３ ３９ ６９ ４０
専攻科（２年制）
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３．４．３ 学生定員及び現員（後期）
学科／専攻科
学 科 専 攻 科
産業造形 産業デザイン 地域ビジネス
計
産
業
造
形
産
業
デ
ザ
イ
ン
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
計
総
計
コース／専攻
金
属
工
芸
漆
工
芸
木
材
工
芸
小
計
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
小
計
経
営
情
報
国
際
・
英
語
国
際
・
中
国
語
小
計
入学定員 ５０ ５０ ２５ ２５ １２５ １２５ ２００ １４ ５ ６ ２５ ２２５
平
成
１２
年
学科、専攻
科／１年
２１（４） １５（３） １７（７） ５３（１４）２８（２） ２８（２） ４１（３） ３８（０） ３４（０） １５（１）１２８（４）２０９（２０）２０（３） ７（２） ６（０） ３３（５）２４２（２５）
学科、専攻
科／２年
２０（４） １５（１） １５（４） ５０（９） ２４（５） ２４（５） ３９（１） ４１（３） ３０（０） １４（１）１２４（５）１９８（１９）２２（６） ７（１） ７（２） ３６（９）２３４（２８）
合 計 ４１（８） ３０（４） ３２（１１）１０３（２３）５２（７） ５２（７） ８０（４） ７９（３） ６４（０） ２９（２）２５２（９）４０７（３９）４２（９） １４（３） １３（２）６９（１４）４７６（５３）
１３
学科、専攻
科／１年
２４（８） １６（２） １６（２）５６（１２）２６（４） ２６（４） ４７（３） ４１（８） ３７（０） １８（３）１４３（１４）２２５（３０）２１（５） ８（２） ４（２） ３３（９）２５８（３９）
学科、専攻
科／２年
２１（５） １５（３） １７（７）５３（１５）２８（２） ２８（２） ４２（３） ３９（１） ３３（０） １４（１）１２８（５）２０９（２２）２２（４） ７（２） ７（０） ３６（６）２４５（２８）
合 計 ４５（１３）３１（５） ３３（９）１０９（２７）５４（６） ５４（６） ８９（６） ８０（９） ７０（０） ３２（４）２７１（１９）４３４（５２）４３（９） １５（４） １１（２）６９（１５）５０３（６７）
１４
学科、専攻
科／１年
２３（３） １６（５） １８（２）５７（１０）２５（１） ２５（１）
４２（２）
①
４９（６）
①
２９（１） ２０（２）
１４０（１１）
②
２２２（２２）
②
２１（５） ８（１）
８（１）
②
３７（７）
②
２５９（２９）
④
学科、専攻
科／２年
２６（９）
①
１６（２） １５（２）
５７（１３）
①
２７（４） ２７（４）
４７（３）
②
４１（８）
①
３８（０）
①
１８（３）
１４４（１４）
④
２２８（３１）
⑤
２１（５） ８（２） ４（２） ３３（９）
２６１（４０）
⑤
合 計
４９（１２）
①
３２（７） ３３（４）
１１４（２３）
①
５２（５） ５２（５）
８９（５）
③
９０（１４）
②
６７（１）
①
３８（５）
２８４（２５）
⑥
４５０（５３）
⑦
４２（１０）１６（３）
１２（３）
②
７０（１６）
②
５２０（６９）
⑨
１５
学科、専攻
科／１年
２２（１） １４（１） １８（４） ５４（６） ２６（５） ２６（５）
４７（１）
②
３４（３）
①
２９（１） １８（２）
１２８（７）
③
２０８（１８）
③
２０（１）
①
８（１）
７（２）
①
３５（４）
②
２４３（２２）
⑤
学科、専攻
科／２年
２４（３） １６（６） １９（３）５９（１２）２６（１） ２６（１）
４４（３）
③
４８（７）
①
３０（１） ２０（２）
１４２（１３）
④
２２７（２６）
④
２２（５） ８（１）
８（１）
②
３８（７）
②
２６５（３３）
⑥
合 計 ４６（４） ３０（７） ３７（７）１１３（１８）５２（６） ５２（６）
９１（４）
⑤
８２（１０）
②
５９（２） ３８（４）
２７０（２０）
⑦
４３５（４４）
⑦
４２（６）
①
１６（２）
１５（３）
③
７３（１１）
④
５０８（５５）
⑪
１６
学科、専攻
科／１年
１９（５）
①
１７（３） １５（４）
５１（１２）
①
２６（３） ２６（３） ４１（２） ５５（８） ３２（２） １３（２）１４１（１４）
２１８（２９）
①
２３（７） ９（１）
７（２）
①
３９（１０）
①
２５７（３９）
②
学科、専攻
科／２年
２３（１）
①
１５（２） １８（５）
５６（８）
①
２７（４） ２７（４）
４７（１）
②
３４（３）
①
２９（１） １８（２）
１２８（７）
③
２１１（１９）
④
２４（３）
①
８（１）
７（２）
①
３９（６）
②
２５０（２５）
⑥
合 計
４２（６）
②
３２（５） ３３（９）
１０７（２０）
②
５３（７） ５３（７）
８８（３）
②
８９（１１）
①
６１（３） ３１（４）
２６９（２１）
③
４２９（４８）
⑤
４７（１０）
①
１７（２）
１４（４）
②
７８（１６）
③
５０７（６４）
⑧
１７
学科、専攻
科／１年
１９（１） １６（３） １６（４） ５１（８） ２７（８） ２７（８）
３５（５）
②
４２（３） ３５（３） １６（１）１２８（１２）
２０６（２８）
②
２３（３）
①
８（１）
９（１）
②
４０（５）
③
２４６（３３）
⑤
学科、専攻
科／２年
２０（５）
①
１７（４） １４（３）
５１（１２）
①
２７（３） ２７（３） ４２（２） ５４（８） ３１（２） １３（２）１４０（１４）
２１８（２９）
①
２５（７） ９（１）
８（２）
①
４２（１０）
①
２６０（３９）
②
合 計
３９（６）
①
３３（７） ３０（７）
１０２（２０）
①
５４（１１）５４（１１）
７７（７）
②
９６（１１）６６（５） ２９（３）
２６８（２６）
②
４２４（５７）
③
４８（１０）
①
１７（２）
１７（３）
③
８２（１５）
④
５０６（７２）
⑦
（ ）内は男子で内数
○内は留学生数で内数
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３．４．４ 出身地別学生数（後期）
平成年度
地域
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 合計
北海道 １ １ １ ２ ２ ３ ２ ２ １４
東
北
地
方
青 森 ２ １ ３
岩 手 １（１） １ １ １ １（１） ２ ２（１） ９（３）
宮 城 ２ ２
秋 田 １ １ ２ １ ５
山 形 ２（１） １ ３（１）
福 島 １ １
関
東
地
方
茨 城 １ １（１） １ １ ４（１）
栃 木 ２（１） １（１） １ ４（２）
群 馬 ２（１） １（１） １（１） ４（３）
埼 玉 ２（１） ３（３） ２（２） １ １（１） １ １ ２（１） １ １４（８）
千 葉 １ １ １ ２（１） １ １ ７（１）
東 京 ２（１） ３（１） ２（１） １ ３ ３（１） ３ ３（１） ３（１） ３（１） ３（１） ２９（８）
神奈川 １（１） １ ２（１） ２ １ ２ ２（２） １１（４）
中
部
地
方
新 潟 ３ ４（１） ２（１） ２（１） ２ １ １ ２ ４（１） １ ４（１） ２６（５）
富 山 １２３（７） １１５（５） １２０（８） １２６（４） １１６（５） １０９（８） １０８（５） １２４（１０） １３２（１０） ９５（５） １２２（１４） １１６（１４）１，４０６（９５）
石 川 ３７（１） ３８ ４２（３） ５１（１） ４３ ４３（２） ４９（５） ４６（２） ４８（２） ５９（５） ５２（３） ４７（３） ５５５（２７）
福 井 ８ ４ ２ ９ ９ ８ ７ ８（２） ３ ４（１） ６（１） ３（１） ７１（５）
長 野 １ ３ ３ ２ ５（２） ７（１） ２（１） ２ １（１） ２６（５）
山 梨 １ １
岐 阜 ２（２） ６（１） ５（１） ４（１） １ ３（１） ２ ２（１） ３（１） １ ２９（８）
静 岡 １ ２ ３ １ １ １ １ １０
愛 知 ３ ４（１） ７（１） ６（３） ３ ５ １ ５（２） ２ ２ １ ３９（７）
近
畿
地
方
三 重 ２ ３ １ １ １ １ ９
滋 賀 １（１） １ １ １（１） １ ３ ８（２）
京 都 ６（５） １ ３（１） ２（１） ２（２） ２（１） １ ２（２） ３ ５（１） ４（２） ２（１） ３３（１６）
大 阪 ２（１） ３（１） ５ ４（３） ７（１） １ ５（１） ５（１） ３（１） ２ ６ ４ ４７（９）
兵 庫 １ ２ １ １ ３（１） ２（１） ３ ２ ８ １（１） ３（１） ２７（４）
奈 良 １ １ １ １ １ ５
和歌山
中
国
地
方
鳥 取 １ １ ２
島 根 １ １
岡 山 ２ １（１） １（１） ２（１） ３（１） ９（４）
広 島 ２ １ ２（１） ２ １（１） １ ９（２）
山 口 １ ２ ３
四
国
地
方
徳 島 １ １
香 川 ２ ２ １ ２（１） ２ ３（１） ４（１） ２ ３（２） ２（１） ２ ２５（６）
愛 媛 １ ２ １ １ １ １（１） ７（１）
高 知
九
州
地
方
福 岡 ３（１） １（１） １ ５（４） ２（２） ２（２） ３（１） １（１） ３（１） ２１（１３）
佐 賀
長 崎
熊 本 １ １（１） １ １ １ １ １（１） １ ８（２）
大 分 １ １
宮 崎 ２ １（１） ３（１）
鹿児島 ３ ３ １（１） １ ２（１） １ １１（２）
沖 縄 １ １
合計 ２０４（２１） ２００（１４） ２０５（２２） ２１８（１７） ２１１（１２） １９７（１８） ２０７（１９） ２１９（２８） ２２０（２１） ２０４（１８） ２１６（２８） ２０３（２７）２，５０４（２４５）
（ ）内は男子で内数
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３．４．５ 授業料免除および奨学金（後期）
３．４．５．１ 授業料免除許可者数
３．４．５．２ 日本育英会・日本学生支援機構奨学
生採用数
３．４．６ 卒業生・修了生の進路（後期）
３．４．６．１ 本科
奨 学 金
年度 日本育英会
日本学生
支援機構
５年度 ２５
６年度 ２２
７年度 ３５
８年度 ２５
９年度 ３３
１０年度 ３６
１１年度 ３７
１２年度 ４５
１３年度 ５８
１４年度 ６５
１５年度 ６１
１６年度 ６３
１７年度 ６１
４４２ １２４
授 業 料 免 除
年度
前 期 後 期 合 計
全 額 半 額 全 額 半 額 全額合計 半額合計
５年度 １６ １ １３ ５ ２９ ６
６年度 １４ ０ ９ １ ２３ １
７年度 １０ ０ １１ ２ ２１ ２
８年度 １４ ３ １５ １ ２９ ４
９年度 ２３ ２ ２４ ６ ４７ ８
１０年度 １８ １ ２１ ２ ３９ ３
１１年度 １９ ４ ３０ ５ ４９ ９
１２年度 ３０ ２ ３２ ３ ６２ ５
１３年度 ３０ ８ ２９ ７ ５９ １５
１４年度 ２７ ３ ２７ ６ ５４ ９
１５年度 ２６ ２ ２６ ３ ５２ ５
１６年度 ２５ ８ ２６ ６ ５１ １４
１７年度 ２７ ４ ２４ ９ ５１ １３
２７９ ３８ ２８７ ５６ ５６６ ９４
区分
年度・学科名
卒業者 就職者
進学・
研修等
自営・
その他
就職者の内訳
公務 農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス・水道
卸売・
小売業 サ ビース その他 計
平成
５
産業工芸 ８０ ４６ ２６ ８ １ ２６ ６ １１ ２ ４６
産業情報 １２２ １１０ ８ ４ １０ ３ ２１ ４ １９ ３７ １６ １１０
計 ２０２ １５６ ３４ １２ １０ ４ ４７ ４ ２５ ４８ １８ １５６
６
産業工芸 ７６ ３５ ３６ ５ ４ ２１ ７ ３ ３５
産業情報 １３８ １２２ １１ ５ ７ ４ ４１ ２ １８ ２５ ２５ １２２
計 ２１４ １５７ ４７ １０ ７ ８ ６２ ２ ２５ ２８ ２５ １５７
７
産業工芸 ７０ ３４ ２９ ７ １ ２５ ３ ４ １ ３４
産業情報 １２６ １１８ ６ ２ ５ ６ ３９ ３ １４ ２５ ２６ １１８
計 １９６ １５２ ３５ ９ ６ ６ ６４ ３ １７ ２９ ２７ １５２
８
産業工芸 ７７ ２７ ３１ １９ １ １４ ４ ７ １ ２７
産業情報 １２２ １０９ １０ ３ ８ ４ ３９ １ ７ ２３ ２７ １０９
計 １９９ １３６ ４１ ２２ ８ ５ ５３ １ １１ ３０ ２８ １３６
９
産業工芸 ７４ ２９ ２７ １８ １ １７ ３ ７ １ ２９
産業情報 １２５ １１２ １１ ２ ６ ３９ ４ １５ ２４ ２４ １１２
計 １９９ １４１ ３８ ２０ ６ １ ５６ ４ １８ ３１ ２５ １４１
１０
産業工芸 ７１ ２３ ２７ ２１ １ ９ １ ３ ８ １ ２３
産業情報 １３６ １１１ １６ ９ ４ ２ ２６ ５ ２７ ２４ ２３ １１１
計 ２０７ １３４ ４３ ３０ ４ ３ ３５ ６ ３０ ３２ ２４ １３４
１１
産業工芸 ８０ ２１ ４０ １９ １ ８ ３ ９ ２１
産業情報 １２６ １０６ １５ ５ ２ ２ ２７ １ ２２ １９ ３３ １０６
計 ２０６ １２７ ５５ ２４ ２ ３ ３５ １ ２５ ２８ ３３ １２７
１２
産業工芸 ７０ ２４ ３５ １１ ２ １２ ４ ６ ２４
産業情報 １２１ １０７ １２ ２ ２ ２４ ３ ２１ ３２ ２５ １０７
計 １９１ １３１ ４７ １３ ２ ２ ３６ ３ ２５ ３８ ２５ １３１
１３
産業造形 ５０ ６ ２７ １７ １ ４ １ ６
産業デザイン ２７ １３ １１ ３ １ ５ ３ ４ １３
地域ビジネス １２７ １０５ １８ ４ １ ２ １９ ２ ２９ ２４ ２８ １０５
計 ２０４ １２４ ５６ ２４ １ ３ ２５ ２ ３６ ２９ ２８ １２４
注：日本育英会奨
学金は、平成１６年
度から日本学生支
援機構奨学金と
なった。
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３．４．６．２ 専攻科
区分
年度・学科名
卒業者 就職者
進学・
研修等
自営・
その他
就職者の内訳
公務 農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス・水道
卸売・
小売業 サ ビース その他 計
１４
産業造形 ５４ １４ ２７ １３ １ ２ ５ ６ １４
産業デザイン ２４ １１ ９ ４ ４ ２ ３ ２ １１
地域ビジネス １４０ １１０ ２０ １０ ３ １ ２４ １ ２２ ３２ ２７ １１０
計 ２１８ １３５ ５６ ２７ ４ １ ３０ １ ２９ ４１ ２９ １３５
１５
産業造形 ５４ ２７ ２３ ４ １５ ８ ４ ２７
産業デザイン ２３ １２ １１ ６ ２ ３ １ １２
地域ビジネス １３８ １０９ ２３ ６ ３ ４ １７ １ ２９ ２３ ３２ １０９
計 ２１５ １４８ ５７ １０ ３ ４ ３８ １ ３９ ３０ ３３ １４８
１６
産業造形 ５４ １９ ２９ ６ ３ ８ ５ １ ２ １９
産業デザイン ２５ １１ １２ ２ ５ ４ ２ １１
地域ビジネス １２６ １０４ １７ ５ ３ １６ ２ ２６ ８ ４９ １０４
計 ２０５ １３４ ５８ １３ ６ ２９ ２ ３１ １３ ５３ １３４
区分
年度・専攻名
修了者 就職者
進学・
研修等
自営・
その他
就職者の内訳
公務 農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス水道
卸売・
小売業 サ ビース その他 計
平成５ 地域産業 １０ ７ ２ １ １ ６ ７
６ 地域産業 １２ ４ ２ ６ ４ ４
８
産業造形 １５ ８ ３ ４ ５ １ １ １ ８
産業デザイン ６ ６ ４ ２ ６
地域ビジネス ４ ４ ３ １ ４
計 ２５ １８ ３ ４ １２ ３ ２ １ １８
９
産業造形 １７ ８ １ ８ １ ４ ２ １ ８
産業デザイン ７ ６ １ ５ １ ６
地域ビジネス ５ ５ ５ ５
計 ２９ １９ ２ ８ １ ９ ２ ７ １９
１０
産業造形 １６ ９ １ ６ ８ １ ９
産業デザイン ５ ５ １ ４ ５
地域ビジネス １ １ １ １
計 ２２ １５ １ ６ ９ ６ １５
１１
産業造形 １７ １０ ７ １ ６ ３ １０
産業デザイン ６ ４ ２ ２ ２ ４
地域ビジネス ５ ５ ３ ２ ５
計 ２８ １９ ０ ９ １ １１ ７ １９
１２
産業造形 １９ １３ ２ ４ １ ７ ３ ２ １３
産業デザイン ７ ７ ２ ５ ７
地域ビジネス ６ ５ １ ２ ３ ５
計 ３２ ２５ ２ ５ １ １１ ３ １０ ２５
１３
産業造形 ２１ １１ １ ９ １ ３ ４ ３ １１
産業デザイン ７ ５ ２ ５ ５
地域ビジネス ７ ５ ２ １ １ １ １ １ ５
計 ３５ ２１ １ １３ １ ２ ９ ４ ４ １ ２１
１４
産業造形 ２０ １２ ４ ４ １０ １ １ １２
産業デザイン ８ ７ １ １ ６ ７
地域ビジネス ４ ３ １ １ ２ ３
計 ３２ ２２ ４ ６ １ １７ １ ３ ２２
１５
産業造形 １８ ９ ３ ６ １ ５ １ ２ ９
産業デザイン ８ ８ ７ １ ８
地域ビジネス ８ ５ ３ １ １ １ ２ ５
計 ３４ ２２ ３ ９ ２ １３ ２ ３ ２ ２２
１６
産業造形 ２１ １３ ３ ５ ９ １ １ ２ １３
産業デザイン ８ ７ １ ６ １ ７
地域ビジネス ６ ３ １ ２ ３ ３
計 ３５ ２３ ４ ８ １５ ２ １ ５ ２３
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３．４．６．３ 専攻科修了者「学士」学位取得状況
３．４．７ インターンシップ一覧
３．４．８ 留学生の交流状況（平成１７年７月２６日現在）
・平成８年度から、大連外国語学院との友好協力協定に
基づき、短期語学研修を行っている。
・平成１０年度から、ラハティ・ポリテクニク（フィンラ
ンド）との友好協力協定に基づき、留学生の交流を行っ
ている。
・平成１５年度から、ウエスタンオレゴン大学（米国）と
の友好協力協定に基づき、留学生の交流及び短期語学
研修を開始した。
・留学生に対する日本語教育を含む教育指導体制の充実
が課題である。
１．受入外国人留学生数
２．大連外国語学院（中国）との交流
大連外国語学院において、短期語学研修（１９日間）を実
施し、学科学生は、中国語海外研修（２又は４単位）、専
攻科学生は、海外研修（４単位）として認定している。
・履修者数
※ １６年度より、研修は８月～９月期で実施。
専
攻
名
学
士
区
分
年
度
修
了
者
数
申
請
者
数
合
格
者
数
合
格
率（
％
）
産
業
造
形
芸
術
学
８ １５ ７ ５ ７１
９ １７ １７ １４ ８２
１０ １６ １５ １３ ８７
１１ １７ １５ １５ １００
１２ １９ １８ １６ ８９
１３ ２１ ２１ ２１ １００
１４ ２０ １６ １６ １００
１５ １８ １８ １８ １００
１６ ２１ ２０ １８ ９０
産
業
デ
ザ
イ
ン
芸
術
工
学
８ ６ ２ ２ １００
９ ７ ５ ５ １００
１０ ５ ５ ４ ８０
１１ ６ ５ ５ １００
１２ ７ ６ ６ １００
１３ ７ ６ ６ １００
１４ ８ ８ ８ １００
１５ ８ ８ ８ １００
１６ ８ ８ ８ １００
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
学
８ ４ ４ ４ １００
９ ５ ５ ４ ８０
１０ １ １ １ １００
１１ ５ ５ ５ １００
１２ ６ ５ ５ １００
１３ ７ ７ ６ ８６
１４ ４ ４ ４ １００
１５ ８ ７ ７ １００
１６ ６ ４ ４ １００
合
計
８ ２５ １３ １１ ８５
９ ２９ ２７ ２３ ８５
１０ ２２ ２０ １７ ８５
１１ ２８ ２５ ２５ １００
１２ ３２ ２９ ２７ ９３
１３ ３５ ３４ ３３ ９７
１４ ３２ ２８ ２８ １００
１５ ３４ ３３ ３３ １００
１６ ３５ ３２ ３０ ９４
年度 専攻（分野） 人数
平成１３
産業造形（木材） １
産業デザイン １
１４
産業造形（金属） ４
〃 （漆） ２
〃 （木材） ３
１５
産業造形（木材） １
産業デザイン ２
１６
産業造形学科
２
木材コ－ス
産業造形（木材） １
１７ 産業デザイン １
区分
年度
学科学生 専攻科学生
特別聴講学生
（ラハティポリテクニク）
研究生 計
平成９ １ １ ２
１０ ２ ２ ４
１１ １ ２ １ ４
１２ ２ １ ３
１３ ６ １ ７
１４ ２ ２ ３ ７
１５ ３ ２ ２ ７
１６ １ １ １ ３
１７ ２ ３ ４ １ １０
備考
富山県国際交流奨学金月額１万円／富山県国際理解研
究費月額５千円分図書券／私費外国人留学生学習奨励
費月額５万２千円
年度 履修者数（人） 備 考
平成８ １３ 中国語コースのみ
９ １５ 中国語コースのみ
１０ ９ 中国語コースのみ
１１ １４ 中国語コースのみ
１２ ２０ 造形学科６名、中国語コース１４名
１３ ２２
造形学科２名、ビジネス学科２０名
（中国１５名）
１４ ３９
造形学科１２名、デザイン学科２名、
ビジネス学科２４名（中国１７名）、ビ
ジネス専攻１名
１５ ０ 中止（SARS問題のため）
１６ ２６
ビジネス学科２４名（中国２４名）、ビ
ジネス専攻２名
１７ １４ ビジネス学科１４名（中国１４名）
平成１７年４月２８日
※全て私費留学生である。
注 専攻科は産業造形専攻
（金属、漆、木材）、産業デ
ザイン専攻、地域ビジネス
専攻があります。
授業科目 特別講義「イン
ターンシップ」
単位 １週間：１単位
２週間：２単位
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３．ラハティ・ポリテクニク（フィンランド）との交流
１年の期間内で相互に学生の派遣及び受入れを行って
いる（授業料等不徴収）。
・交流学生数
４．ウエスタンオレゴン大学（米国）との交流
・履修者数
平成１５年度から、ウエスタンオレゴン大学において、
短期語学研修（２６～２７日間）を実施し、学科学生は特別講
義「英語海外研修」（４単位）、専攻科学生は海外研修（４
単位）として認定している。
年度 派遣（人）受入（人） 備 考
１０ ０ ２
１１ ２ ２ 派遣：専攻科産業造形専攻
１２ ２ ０ 派遣：専攻科産業造形専攻
１３ ２ １
派遣：専攻科産業造形専攻
専攻科産業デザイン専攻
１４ ３ ３
派遣：専攻科産業造形専攻 ２名
産業デザイン学科 １名
１５ ４ ２
派遣：専攻科産業造形専攻 ３名
産業造形学科 １名
１６ ２ １（１）派遣：専攻科産業造形専攻 ２名
１７ ３（１） ４（１）派遣：専攻科産業造形専攻 ３名
年度
履修者数
（人）
備 考
１５ １４
デザイン学科２名、ビジネス学科９名（英
語６名）、専攻科３名
１６ １６ 地域ビジネス学科１６名（英語１０名）
１７ １３ 地域ビジネス学科１３名（英語１１名、経営２名）
※（ ）は、短期留学推進制度（受入・派遣）学生数
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３．４．９ 学科教育課程
１ 基礎教育科目（産業造形学科，産業デザイン学科，地域ビジネス学科共通）
◎：必修科目 ○：選択必修科目 空欄：選択科目
科目のねらい 授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
産業造形学科
産業デザ
イン学科
地域ビジネス学科
履修コース 履修コース 履修コース
金
属
工
芸
漆
工
芸
木
材
工
芸
（
造
形
工
学
）
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
経
営
情
報
国
際
・
英
語
国
際
・
中
国
語
自分を知る
健康
スポーツ健康科学 講義・実技 １
スポーツ健康科学 〃 １
体育
体育（からだ育て） 〃 １ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
体育（からだ気づき） 〃 １ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
哲学美学 人と文化 講 義 ２ ○
高短を知る
造形入門 〃 ２ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎
デザイン入門 〃 ２ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎
ビジネス入門 〃 ２ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎ ＊◎
他を知る
言葉でもって
英語の読み方 〃 ２ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
英語での表現 〃 ２ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
英語会話入門 〃 ２ ○
インター ネット利用のための英語 〃 ２ ○
工芸のための英語 〃 ２
中国語入門 〃 ２
コンピュー
タでもって
情報処理入門 〃 ２ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ビジネス情報処理入門 〃 ２ ○ ○ ○ ○
統計データ分析入門 〃 ２ ○
CG入門 〃 ２ ◎
社会を知る
政治 日本の政治 〃 ２
法律 市民と法 〃 ２ ○
経済 経済システム 〃 ２ ○
文化 比較文化 〃 ２ ○ ○ ○
環境 地球環境と人間 〃 ２ ○ ○ ○
地域・経営 地域産業史 〃 ２ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
生産管理 〃 ２
まちづくり 〃 ２
モノを知る
工芸一般 工芸の世界 〃 ２ ○ ○ ○
材料 工芸材料 〃 ２ ○ ○
色彩 色彩入門 〃 ２ ○ ○
建築 人と空間 〃 ２
技術 科学と技術 〃 ２
産業デザイン史 〃 ２ ○ ○
自分を表
現する
形態発想 形の発想法 〃 ２ ○
平面・立体
表現
造形観察・表現（平面） 演 習 ２ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
造形観察・表現（立体） 〃 ２ ○ ○
図学
図法と製図 講 義 ２ ○ ○
図 学 〃 ２ ○ ○
プレゼンテーション 〃 ２ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
自分を役
立たせる
経営実務 企業経営入門 〃 ２ ○ ○ ○ ○
会計情報 企業会計 〃 ２ ○ ○
経営情報 経営情報システム 〃 ２ ○ ○ ○ ○
マーケティング マーケティング 〃 ２ ○ ○ ○ ○ ○
必修 １６ １６ １６ １６ １６ １４ １４ １４ １４
選必 ６ ６ ６ ６ ６ ８ ８ ８ ８
選択 ８以上８以上８以上８以上 ８以上 ８以上８以上８以上８以上
計 ３０以上３０以上３０以上３０以上 ３０以上 ３０以上３０以上３０以上３０以上
（注）１ この表に掲げる授業科目のほか、「特別講義」を設けることができることとし、講義名及び単位数はその都度定める。
２ 造形工学コースにおいては、入学時におけるコースがいずれであるかにより、選択必修科目が異なる。
３ 選択必修科目において、卒業所要単位数を超えて履修した場合は選択科目として取り扱う。
４ ＊造形入門、デザイン入門及びビジネス入門については、所属する学科以外の１科目を必修とし、他は選択科目として取り扱う。
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２ 専門教育科目
（１）産業造形学科
◎：必修科目 ○：選択必修科目 空欄：選択科目
（２）産業デザイン学科
◎：必修科目 ○：選択必修科目 空欄：選択科目
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
履修コース
金
属
工
芸
漆
工
芸
木
材
工
芸
（
造
形
工
学
）
卒業研究・制作 実習 ６ ◎ ◎ ◎ ◎
金属学入門 講義 ２ ◎
鋳金加工法 〃 ２ ◎
彫鍛金加工法 〃 ２ ◎
込型鋳造 実習 ２ ◎
彫金 〃 ２ ◎
鍛金 〃 ２ ◎
金属材料 講義 ２ ○
金属工芸基礎加工 実習 ２ ○
生型鋳造 〃 ２ ○
蝋型鋳造 〃 ２ ○
装身具入門 〃 ２ ○
原型制作 〃 ２ ◎
金属工芸史 講義 ２
金属加工法 〃 ２
金属表面処理 〃 ２
金属工芸研修 講義・演習 ２
漆工芸史 講義 ２ ◎
漆工制作法 演習 ２ ◎
漆工素地制作 実習 ２ ◎
漆塗装 〃 ２ ◎
蒔絵 〃 ２ ◎
螺鈿 〃 ２ ○
漆工技法・材料 講義 ２ ○
化学塗料 〃 ２ ○
化学塗装 演習 ２ ○
スクリーン印刷 〃 ２ ○
変わり塗り 実習 ２ ○
漆工芸研修 演習 ２ ○
木材の性質 講義 ２ ◎
家具構法 〃 ２ ◎
手道具での加工 演習 ２ ◎
木工機械での加工 実習 ２ ◎
室内設計製図 〃 ２ ◎
家具制作 〃 ２ ◎
加工機械の安全操作 講義 ２ ○ ○ ○
室内計画 〃 ２ ○
製品計画 〃 ２ ○
木材造形の基礎 講義 ２ ○
挽物 実習 ２ ○
木彫 〃 ２ ○
木材実験 実験 ２
構造設計 講義 ２
建築計画 〃 ２
造形工学基礎 〃 ２ ◎
造形工学実験 実験 ２ ◎
卒 業 所 要 単 位 数
必修 ２０ １６ １８ １８
選必 ６ １０ ８ ８
選択 ８以上８以上８以上８以上
計 ３４以上３４以上３４以上３４以上
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
履修コース
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
卒業研究・制作 実 習 ６ ◎ ◎
デザイン材料 講 義 ２ ◎ ◎
形の発想とデザイン 実 習 ２ ◎ ◎
デザイン基礎表現 演 習 ２ ◎ ◎
デザインプレゼンテーション 〃 ２ ◎ ◎
製品デザイン 実 習 ２ ◎
CI デザイン 〃 ２ ◎
プロダクト基礎表現 演 習 ２ ○ ○
ビジュアル基礎表現 〃 ２ ○ ○
広告デザイン 〃 ２ ○
製図 〃 ２ ○ ○
タイポグラフィ 〃 ２ ○ ○
リビングデザイン 〃 ２ ○
CGデザイン 〃 ２ ○ ○
CG応用デザイン 〃 ２ ○ ○
デザインの進め方 〃 ２
インターフェースデザイン 〃 ２
パブリックスペース 〃 ２
化学塗装 〃 ２
スクリーン印刷 〃 ２
木工機械での加工 実 習 ２
構造設計 講 義 ２
加工機械の安全操作 〃 ２
室内計画 〃 ２
装身具入門 実 習 ２
造形工学基礎 講 義 ２
造形工学実験 実 験 ２
卒 業 所 要 単 位 数
必修 １６ １６
選必 ８ ８
選択１０以上１０以上
計 ３４以上３４以上
（注）１ この表に掲げる授業科目のほか、「特別講義」を設けるこ
とができることとし、講義名及び単位数はその都度定める。
２ 選択必修科目において、卒業所要単位数を超えて履修し
た場合は選択科目として取り扱う。
（注）１ この表に掲げる授業科目のほか、「特別講義」を設ける
ことができることとし、講義名及び単位数はその都度定める。
２ 造形工学コースは、副として履修するコースであり、主
として履修する金属工芸、漆工芸、木材工芸の各コースの
いずれかにより、必修科目及び選択必修科目が異なる。
３ 選択必修科目において、卒業所要単位数を超えて履修し
た場合は選択科目として取り扱う。
113
（３）地域ビジネス学科
◎：必修科目 ○：選択必修科目 空欄：選択科目
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
履修コース
経
営
情
報
国
際
・
英
語
国
際
・
中
国
語
中国語プレゼンテ シーョン初級 〃 ２ ○
中国語プレゼンテ シーョン中級 〃 ２ ○
時事中国語 〃 ２ ○
中国文化史 〃 ２ ○
中国近代の歩み 〃 ２ ○
中国研究基礎 〃 ２
中国研究基礎 〃 ２
ビジネス中国語 〃 ２
中国語海外研修 〃 ４又は２
卒 業 所 要 単 位 数
必修 ４ １２ ２２ １０
選必 ２２ １４ ４ １６
選択 ８以上８以上８以上８以上
計 ３４以上３４以上３４以上３４以上
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
履修コース
経
営
情
報
国
際
・
英
語
国
際
・
中
国
語
卒業研究 演習 ４ ◎ ◎ ◎ ◎
国際ビジネス 講義 ２ ○
企業分析 〃 ２ ○
コンピュータ会計 〃 ２ ○
需要予測 〃 ２ ○
ビジネス法 〃 ２ ○
社会環境と産業 〃 ２ ○
簿記入門 〃 ２ ○
中級簿記 〃 ２
経営管理 〃 ２ ○
現代の企業経営 〃 ２ ○
管理会計 〃 ２ ○
国際経済 〃 ２ ○
ビジネス情報処理 〃 ２ ○ ○
地域経済 〃 ２
中小企業経営 〃 ２
欧米企業の経営戦略 〃 ２
プログラミング基礎 〃 ４ ◎
コンピュータの基礎 〃 ２ ◎
コンピュータの処理機構 〃 ２ ◎
情報ネットワーク 〃 ２ ○
イントラネット 〃 ２ ○
システム思考法 〃 ２ ○
Cプログラミング初級 〃 ２ ○
Cプログラミング中級 〃 ２ ○
ビジュアルプログラミング基礎 〃 ２ ○
ビジュアルプログラミング応用 〃 ２ ○
ビジネスプログラミング 〃 ２ ○
アルゴリズムとデータ構造 〃 ２ ○
ソフトウェア開発技法 〃 ２ ○
データベース設計 〃 ２ ○
英語会話基礎 〃 ２ ○ ◎
英語会話中級 〃 ２ ◎
英語講読基礎 〃 ２ ◎
英語作文基礎 〃 ２ ◎
時事英語基礎 〃 ２ ◎
ビジネスライティング 〃 ２ ◎
◎英語音声演習基礎 〃 ２
英語会話上級 〃 ２ ◎
英語講読上級 〃 ２ ◎
英語作文上級 〃 ２ ○
時事英語上級 〃 ２ ○
英語音声演習上級 〃 ２ ○
英米の社会と文化 〃 ２ ○
検定英語 〃 ２ ○
国際コミュニケーション 〃 ２
ポップスと映画の英語 〃 ２
基礎中国語A 〃 ２ ＊◎
基礎中国語B 〃 ２ ＊◎
基礎中国語C 〃 ２ ＊◎
中国語理解初級 〃 ２ ○
中国語理解中級 〃 ２ ○
中国語表現初級 〃 ２ ○
中国語表現中級 〃 ２ ○
応用中国語A 〃 ２ ※◎
応用中国語B 〃 ２ ※◎
応用中国語C 〃 ２ ※◎
（注）１ この表に掲げる授業科目のほか、「特別講義」を設ける
ことができることとし、講義名及び単位数はその都度定める。
２ 中国語海外研修は、国際・中国語を履修コースとする学
生は４単位、他の履修コー スの学生は２単位として開講する。
３ 選択必修科目において、卒業所要単位数を超えて履修し
た場合は選択科目として取り扱う。
４ ＊「基礎中国語（A、B、C）」及び※「応用中国語（A、
B、C）」は、どちらか一方を必修とし、他は選択科目とし
て取り扱う。
５ ※「応用中国語（A、B、C）」は中国語既習者を対象とする。
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３．４．１０ 専攻教育課程
１ 基礎科目（産業造形専攻、産業デザイン専攻、地域ビジネス専攻）
◎：必修科目 ○：選択必修科目 空欄：選択科目
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
産 業 造 形 専 攻
産業デザイン専攻 地域ビジネス専攻工芸を主として
学習する場合
工学を主として
学習する場合
美術概論 講義 ２ ○ ○
日本美術史 〃 ２ ○ ○
西洋美術史 〃 ２ ○ ○
科学技術論 〃 ２ ○ ○ ○
知的所有権法規 〃 ２ ○ ○ ○
CG演習 演習 ２ ○ ○ ◎
CG演習 演習 ２ ○ ○ ◎
外国語文献講読A 講義 ２ ○ ◎ ◎ ◎
外国語文献講読B 〃 ２ ○ ◎ ◎ ◎
色彩学 〃 ２ ○ ○
造形工学 演習 ２ ○ ○
ライフスタイル 講義 ２ ○ ○ ○
地域企業経営 〃 ２ ○ ○
工芸科教育法 〃 ２ ○ ○
美術科教育法 〃 ２ ○ ○
地域経済分析 〃 ２ ○
時事英語研究 〃 ２ ○
時事中国語研究 〃 ２ ○
ビジネス中国語研究 〃 ２ ○
世界の英語 〃 ２ ○
英米文化研究 〃 ２ ○
総合中国語初級 〃 ２ ○
総合中国語中級 〃 ２ ○
中国語理解上級 〃 ２ ○
中国語表現上級 〃 ２ ○
修了所要単位数
必修 － ４ ８ ４
選必 １０ ６ － ８
選択 ６以上 ６以上 ８以上 ４以上
計 １６以上 １６以上 １６以上 １６以上
（注）選択必修科目において、修了所要単位数を超えて履修した場合は選択科目として取り扱う。
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２ 専門科目
（１） 産業造形専攻
① 工芸を主として学修する学生対象の授業科目等 ② 工学を主として学修する学生対象の授業科目等
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
区 別 修
了
所
要
単
位
数
必
修
選
択
修了制作・研究 演習 ８ ８
４６
単
位
以
上
金属工芸演習 〃 ２ ８
１６
漆工芸演習 〃 ２ 金
属
、
漆
、
木
材
の
３
分
野
の
う
ち
か
ら
１
分
野
を
選
択
す
る
木材工芸演習 〃 ２
造形工芸実習（金属） 実習 ２
造形工芸実習（金属） 〃 ４
造形工芸実習（漆） 〃 ２
造形工芸実習（漆） 〃 ４
造形工芸実習（木材） 〃 ２
造形工芸実習（木材） 〃 ４
造形材料学（金属） 講義 ２ ２
造形材料学（金属） 〃 ２ ２
造形材料学（漆） 〃 ２ ２
造形材料学（漆） 〃 ２ ２
造形材料学（木材） 〃 ２ ２
造形材料学（木材） 〃 ２ ２
造形材料実験（金属） 実験 ４ ４
造形材料実験（金属） 〃 ４ ４
造形材料実験（漆） 〃 ４ ４
造形材料実験（漆） 〃 ４ ４
造形材料実験（木材） 〃 ４ ４
造形材料実験（木材） 〃 ４ ４
平面表現演習 演習 ２ ２
立体表現演習 〃 ２ ２
総合工芸演習 〃 ２ ２
造形発想 講義 ２ ２
複合造形 実習 ２ ２
材料力学 講義 ２ ２
人間工学 〃 ２ ２
空間デザイン論 〃 ２ ２
接着 〃 ２ ２
姿勢保持デザイン 〃 ２ ２
家具の製造原価計算 〃 ２ ２
現代の工芸 〃 ２ ２
金属工芸制作法 演習 ２ ２
漆工芸制作法 〃 ２ ２
木材工芸制作法 〃 ２ ２
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
区 別 修
了
所
要
単
位
数
必
修
選
択
修了制作・研究 演習 ８ ８
４６
単
位
以
上
金属工芸演習 〃 ２ ２
漆工芸演習 〃 ２ ２
木材工芸演習 〃 ２ ２
造形工芸実習（金属） 実習 ２ ２
造形工芸実習（金属） 〃 ４ ４
造形工芸実習（漆） 〃 ２ ２
造形工芸実習（漆） 〃 ４ ４
造形工芸実習（木材） 〃 ２ ２
造形工芸実習（木材） 〃 ４ ４
造形材料学（金属） 講義 ２ ８
４
造形材料学（金属） 〃 ２ 金
属
、漆
、木
材
の
３
分
野
の
う
ち
か
ら
２
分
野
を
選
択
す
る
造形材料学（漆） 〃 ２
造形材料学（漆） 〃 ２
造形材料学（木材） 〃 ２
造形材料学（木材） 〃 ２
造形材料実験（金属） 実験 ４ ８
１６
造形材料実験（金属） 〃 ４ 金
属
、漆
、木
材
の
３
分
野
の
う
ち
か
ら
１
分
野
を
選
択
す
る
造形材料実験（漆） 〃 ４
造形材料実験（漆） 〃 ４
造形材料実験（木材） 〃 ４
造形材料実験（木材） 〃 ４
平面表現演習 演習 ２ ２
立体表現演習 〃 ２ ２
総合工芸演習 〃 ２ ２
造形発想 講義 ２ ２
複合造形 実習 ２ ２
材料力学 講義 ２ ２
人間工学 〃 ２ ２
空間デザイン論 〃 ２ ２
接着 〃 ２ ２
姿勢保持デザイン 〃 ２ ２
家具の製造原価計算 〃 ２ ２
現代の工芸 〃 ２ ２
金属工芸制作法 演習 ２ ２
漆工芸制作法 〃 ２ ２
木材工芸制作法 〃 ２ ２
（注）１ 専門科目のうちで、とが開講される授業科目は、
を履修しその単位を修得しなければ、を履修することは
できない。
２ 専門科目においては、この表に掲げる授業科目のほか、
「特別講義」を設けることができることとし、講義名及び
単位数はその都度定める。
（注）１ 専門科目のうちで、とが開講される授業科目は、
を履修しその単位を修得しなければ、を履修することは
できない。
２ 専門科目の「造形材料実験」は造形材料学で選択した２
分野のうちから１分野を選択しなければならない。
３ 専門科目においては、この表に掲げる授業科目のほか、
「特別講義」を設けることができることとし、講義名及び
単位数はその都度定める。
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３．４．１１ 入試日程（後期）
（２） 産業デザイン専攻 （３）地域ビジネス専攻
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
区 別 修
了
所
要
単
位
数
必
修
選
択
特別研究 演習 ８ ８
４６
単
位
以
上
総合デザイン実習 実習 ４ ４
総合デザイン実習 〃 ４ ４
デザイン表現演習（平面） 演習 ２ ２
デザイン表現演習（立体） 〃 ２ ２
形態発想特論 講義 ４ ４
デザインリサーチ論 〃 ２ ２
製品評価法 〃 ２ ２
画像情報処理実習 実習 ２ ２
音響情報処理実習 〃 ２ ２
インテリア材料学 講義 ２ ２
構造計画論 〃 ２ ２
産業デザイン史特論 〃 ２ ２
グラフィックデザイン論 〃 ２ ２
グラフィックデザイン演習 演習 ２ ２
材料力学 講義 ２ ２
人間工学 〃 ２ ２
設計製図 演習 ２ ２
空間デザイン論 講義 ２ ２
空間デザイン実習 実習 ２ ２
デザイン法規 講義 ２ ２
住居論 〃 ２ ２
授 業 科 目
授
業
方
法
単
位
数
区 別 修
了
所
要
単
位
数
必
修
選
択
特別研究 演習 ８ ８
４６
単
位
以
上
地域ビジネス演習 〃 ４ ４
経営情報 講義 ２ ２
地域企業経営論 〃 ２ ２
経営システム 〃 ２ ２
経営戦略 〃 ２ ２
財務会計 〃 ２ ２
企業財務 〃 ２ ２
管理会計論 〃 ２ ２
原価管理 〃 ２ ２
流通経済 〃 ２ ２
マーケティング・マネジメント 〃 ２ ２
生産マネジメント 〃 ２ ２
物流システム 〃 ２ ２
知識ベース管理 〃 ２ ２
応用ビジネス情報処理 〃 ２ ２
ビジネス・リエンジニアリング 〃 ２ ２
エンドユーザコンピューティング 〃 ２ ２
インターネット技術 〃 ２ ２
応用ソフトウエア開発 演習 ２ ２
応用データベース 講義 ２ ２
特定産業英語研究 〃 ２ ２
検定英語中級 〃 ２ ２
欧米のニュ ビージネス理解 〃 ２ ２
英語によるアジア事情理解 〃 ２ ２
中国経済 〃 ２ ２
中国ビジネス概論 〃 ２ ２
海外研修 〃 ４ ４
年度
種類
H７年度
（H６年度実施）
８
（H７）
９
（H８）
１０
（H９）
１１
（H１０）
１２
（H１１）
１３
（H１２）
１４
（H１３）
１５
（H１４）
１６
（H１５）
１７
（H１６）
１８
（H１７）
推薦、帰国・
社会人
１１月 １１月 １１月 １１月 １１月 １１月 １１月 １１月 １１月 １１月 １１月
一般選抜・私
費留学生
２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月 ２月
専攻科（一次） １１月 １０月 １０月 １０月
専攻科
（秋期）
１０月 １０月
専攻科
（夏期）
７月 ７月 ７月 ７月 ７月
専攻科（二次） ２月 ３月 １月 １月 １月
専攻科
（冬期）
１月 １月
専攻科
（秋期）
１０月 １０月
専攻科
（冬期）
１月 １月 １月 １月 １月
（注）専門科目においては、この表に掲げる授業科目のほか、「特
別講義」を設けることができることとし、講義名及び単位数
はその都度定める。
（注）専門科目においては、この表に掲げる授業科目のほか、「特
別講義」を設けることができることとし、講義名及び単位数
はその都度定める。
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３．４．１２ 行事日程（後期）
１．創己祭（学園祭）
創己祭は毎年１０月下旬から１１月上旬の土、日曜日の２日間で実施された。
２．新入生合宿研修
新入生合宿研修は全新入生に対して、大学での学習計画、学生生活などに対するガイダンスを行うものであり、入学
式後、国立立山少年自然の家で毎年実施した。
３．厚生補導研究会
厚生補導研究会は、学生たちが安全に、かつ快適な学生生活を過ごすにはどのような工夫が必要か、を多角的な見地
から検討する研究会であり、毎年１２月から１月の間に、１泊２日をかけて実施した。
４．サークルリーダー研修会
サークルリーダー研修会は、学生たちのサークル活動を正常かつ活性化させるために、各サークルのリーダーを集め、
リーダーとしての自覚を高めさせ、また所属するサークルの活性化を図るための方策を話し合うものである。研修会は
国立のと青年の家等で１泊２日をかけて実施した。
回（平成年度） テ ー マ イ ベ ン ト
８（５）
９（６） 高岡の力こぶ フリマ、仮装大会、模擬店、化粧講習会等
１０（７） 青春チキンレース フリマ、模擬店、チキンレース、ライブ等
１１（８） ハッスルスル フリマ、ライブ、模擬店、作品展示等
１２（９）
１３（１０） 高岡ビックバン ライブ、チキンレース、模擬店、ゲーム等
１４（１１） たん・たん・たかたん♪～高短交響曲 序章～ ライブ、模擬店、ゲーム等
１５（１２）
１６（１３） 響きだしたらとまらない ライブ、劇、映画上映、模擬店等
１７（１４） アレを超えろ ダックレース、模擬店、サークル発表等
１８（１５） 花火 ライブ、模擬店、サークル発表等
１９（１６） BROTHERS ライブ、模擬店、サークル発表等
２０（１７） 創 ライブ、模擬店、サークル発表等
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３．５ 事業課
３．５．１ 公開講座（後期）
年度 講 座 名
受講
人員
平
成
五
造形研究 －人体をモチーフとして（骨格を
意識する）－
１５
造形研究 －金属工芸の基本技法－（彫金）－ １０
小売業の経営戦略 －２１世紀に向けての戦略事務－ ５
産業と教育 －教育の現場から－ ２３
漢字新聞の読み方 ２２
ワープロによる中国語講座（初級） １６
「うるし」でもの造り －木地溜塗り漆絵鉢を作る－ １５
クリェイティブ・ムーブメント －障害者と共
にからだを解き放し，心を遊ばせる－
２４
パソコン通信入門講座 ２４
環境を考える １２
イタリアの都市と広場・彫刻 ２３
六
造形研究 －人体をモチーフとして（人体の
構成を考える）－
１４
造形研究 －金属工芸の基本技法（蝋型鋳
造，コンピュータ・真鍮の鋳造）－
１５
中国語会話入門講座 ２０
情報処理技術者養成講座 １７
暮らしの中のコンピュータ利用 －栄養管理－ １８
色彩学 －色彩学と現代生活の影響－ ３７
わたしの生活に必要なもの －木を使った制作－ １０
テンペラ画入門講座 １５
英語でアメリカ演劇を読む １１
英語のファースト・ネーム A to Z ２０
パソコン通信入門講座 －未経験者・初心者の
ための－
１８
七
造形研究 －人体をモチーフとして（人体を
量としてとらえる）－
２８
造形研究 －金属工芸のまとめ－ １５
シスアド技術者養成講座 １９
東アジアの女性観・子ども観 －主に中国の文
学作品を通じて－
１６
木工ろくろと挽物技法 －木器－をつくる－ １０
「うるし」でもの造りパ トー３ －朱塗り漆椀を造る－ １８
中堅経理マンの経理の勘どころ １９
テンペラ画入門講座 ２０
インテリアデザイン入門講座 １８
英会話講座 －英会話と健康法－ ２３
パソコンによるマルチメディア入門講座 １５
八
造形研究 －人体をモチ フーとして（感情と表現）－ １７
中国古代の鋳造技法を探る （考察と鋳造実験） １２
インテリアデザイン講座 ２３
心地よいからだをつくろう －ダンス・セラピー－ ３３
わたしの生活に必要なもの －木を使った制作－ １１
いんぐりっしゅ・わらえてぃ －英語のジョー
クとことば遊び－
１２
「うるし」でもの造りパート４ －変わり塗り
トレーを造る－
１９
楽しいパソコン入門講座 ３５
中国語会話速修講座 ２５
テンペラ画入門講座 １５
年度 講 座 名
受講
人員
造形研究 －人体をモチーフとして（着衣の人
体を制作する）－
１５
インターネットホームページ作成講座 ２４
九
伝統的蝋型鋳造による器 （香炉）制作 １２
造形研究 －人体をモチ フーとして（座像をつくる）－ １６
UNIX環境での画像処理基礎実験 ６
ビジネスにおける情報処理入門 －表計算・
データベースの活用－
２５
水中運動とリラックス １７
楽しいパソコン入門講座 ２９
木工ろくろと挽物技法 －木器をつくる－ １０
高岡考現学 １２
簿記入門講座 ２３
インターネットホームページ作成講座 ２３
テンペラ画入門講座 １４
続・映画と英語 ３３
原形制作 １９
十
鍛金 －銀でカップを造る－ １０
造形研究 －人体をモチーフとして－ ９
木造建築（住宅）の基礎知識 １０
教員のためのパソコン初級講座 １７
ビジネスにおける情報処理入門 －表計算・
データベースの活用－
１０
理解を得るためのマルチメディア・プレゼン
テーション技法
１０
インターネットとホームページ －地域活性へ
の支援講座－
３２
木を使った制作 －身近な小物製作－ ８
「うるし」でもの造りパート５ －平蒔絵小皿を作る－ １９
テンペラ画入門講座 １７
インターネットホームページ作成講座 １３
アメリカ文学と文学理論への招待 ４
原形制作 ２１
十
一
「うるし」でもの造りパート６ －曲輪造り弁
当箱を作る－
１４
パソコンを活用したグラフィックデザイン １９
中国語会話速修講座 ３４
やさしい翻訳入門 １３
水中運動とリラックス １２
装身具 －彫金－ １０
教員のためのパソコン初級講座 ２２
木工の基礎技法 －木工ろくろ－ １０
テンペラ画入門講座 １９
理解を得るための マルチメディア・プレゼン
テーション技法
６
Javascript プログラミング講座 ９
アメリカの日常生活に応じる英会話 １５
造形研究 －人体をモチーフとして－ １８
営業技術マンのための建築講座 １５
ビジネスにおける情報処理 －応用から始める
表計算入門－
１８
原形制作 ２５
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年度 講 座 名
受講
人員
平
成
十
二
「うるし」でもの造り －乾漆技法で菓子盆を作る－ １９
パソコンを活用したグラフィックデザイン ２４
中国語で中国を知る １７
健康水中ウォークとリラックス １５
身近な木製小物の製作 １１
中高年のためのやさしいパソコン入門 ２０
イタリア式石膏鋳造の基礎技法 １０
企業人のためのウインドウズ・プログラミング（VB
基礎）
１２
イソップで英語のリフレッシュ １１
教員のためのExcel VBAプログラミング講座 １０
表計算応用講座 １６
鍛金 －器を造る－ ７
テンペラ画入門講座 ２１
造形研究 －人体をモチーフとして－ １８
営業技術者のための建築講座 ２０
彫刻を造る －人体をモチーフとして－ ２４
十
三
公開授業「ライフスタイル」 －ライフスタイ
ルと価値観の研究－
９
パソコンを活用したグラフィックデザイン ２２
市民が手がけるまちづくり ２０
「うるし」でもの造り －自由な発想で漆小物を造る－ １５
バリアフリーからユニバーサルデザイン ６
公開授業「経済システム」 －これからの暮ら
しと経済－
１６
シェイプアップスイミング －あなたの泳ぎを
磨いてみませんか－
１０
中高年のためのやさしいパソコン入門 ２６
造形研究（前期） －人体をモチーフとして－ ２１
Windows プログラミング（VB入門） １３
木工の基礎技法 －木工ろくろ－ １０
テンペラ画入門講座 ２０
装身具 １０
造形研究（後期） －人体をモチーフとして－ １３
英語で語る身近な日本 １５
心地よいからだをつくろう －ボディ・アウェアネス－ ６
機械金属工業のための表面改質 １３
十
四
公開授業「ライフスタイル」－ライフスタイル
と価値観の研究
９
メディア中国語 ９
パソコンを活用したグラフィックデザイン １８
パッケージデザインとは ８
利長が開き利常が育てた「高岡」 １３
ものつくりのための抽写教室 ３０
デジタル・プレゼンテーション ２２
資産運用のすすめ ３８
造形研究（前期） －人体をモチーフとして－ ２０
中高年のためのやさしいパソコン入門 ２４
デジタル・プレゼンテーション（速習版） １０
小型木工機械による木工入門 １９
遠心精密鋳造で作る銀のアクセサリー ２０
デジタル・プレゼンテーション（速習版） １４
「うるし」でもの造り －堆朱の香合の制作－ １１
「鍛金」 －おもてなしの器を造る－ ８
シニアスポーツ健康大学 ８
「現代生活と著作権」 －著作権の基礎知識－ ７
テンペラ画入門 １５
造形研究（後期） －人体をモチーフとして－ １６
アメリカの日常生活に応じる英会話 １４
Internet のための英語 ７
年度 講 座 名
受講
人員
Excel VBAプログラミング講座 １５
公開授業「金属工芸史」 ２
十
五
ライフスタイル（公開授業） ５
日商簿記検定１級入門講座 ２
海外旅行の英会話 １２
社会人のための英会話 ８
速修基礎中国語 １９
パソコンを活用したグラフィックデザイン ２３
小型木工機械による木工入門（続編） －卓袱台
（ちゃぶだい）に挑戦しよう－
１４
圧迫鋳造による銀の指輪作り （小杉高等学校
生徒対称）
１１
海外旅行の英会話（２） １１
造形研究（前期） －人体をモチーフとして－ １８
中高年のためのやさしいパソコン入門 ２０
無鉛高錫青銅の熱処理技術実習 －ミソ焼き法によ
る銀白色変化と焼入れ法による割れやすさの改善－
１３
遠心精密鋳造で作る銀のアクセサリー １１
考古学のための青銅鏡制作 １８
教員のためのデジタル・プレゼンテ シーョン（A日程） １９
教員のためのデジタル・プレゼンテ シーョン（B日程） ２２
木工の基礎技法 －木工ろくろ－ ７
生活に役立つ漆の技術 －金接ぎと摺り漆－ １７
木工「小棚の制作」 －暮らしを飾る－ ５
新聞・インターネットで学ぶ著作権 ５
シニアスポーツ健康教室 ４
医療従事者のための中国語入門講座 ４
テンペラ画入門 １７
造形研究（後期） －人体をモチーフとして－ １４
Excel VBAプログラミング講座 １２
金属工芸史 （公開授業） ２
海外旅行の英会話（３） ９
アメリカ映画での語学習得と世界の文化の理解 ４
日商簿記検定３級受験講座 ６
金型の表面改質技術とその評価法 ９
日商簿記検定２級受験講座 ７
十
六
初心者のためのCAD入門 ２１
小型木工機械による木工入門（続編その２）－椅
子に挑戦しよう－
１６
木工の基礎技法講座 －トレー・器の制作－ １５
造形研究（前期）－人体をモチ フーとして－（Aコー ス） ６
造形研究（前期）－人体をモチ フーとして－（Bコー ス） １６
遠心精密鋳造で作る銀のアクセサリー ７
うるしで絵を描く －金胎漆パネルと額の制作－ １０
造形研究（後期）－人体をモチ フーとして－（Aコー ス） １
造形研究（後期）－人体をモチ フーとして－（Bコー ス） １７
鍛金（手絞り） －彫りと透かし模様の小物入れ－ ９
パソコンを活用したグラフィックデザイン １４
中高年のためのやさしいパソコン入門 ２５
Excel VBAプログラミング講座 １４
やさしい英会話 ～海外旅行で使える英語～ １８
社会人のための英会話 ９
味読中国小説・獲得中国知識 １２
日商簿記検定３級受験講座 １４
日商簿記検定２級受験講座（工業簿記） ８
日商簿記検定２級受験講座（商業簿記） ６
高岡のまちづくり １３
中国古代青銅器から学ぶもの －三星堆青銅仮面の
分鋳・青銅器金文の鋳造・青銅鏡の熱処理について－
２７
やさしい英会話（２）～海外旅行で使える英語～ １７
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３．５．２ 施設開放状況（後期）
３．５．３ 展示公開事業（後期）
年度 講 座 名
受講
人員
平
成
十
六
青銅のキーホルダ をーつくろう －蝋型鋳造の体験－ ４８
圧迫鋳造による銀の指輪作り （小杉高等学校
生対称）
１０
中国語とその背景研究 （小杉高等学校生対称） ７
デザイン （富山北部高等学校生対称） １０
情報処理 （高岡市立看護学校生対称） ４７
十
七
漆椀の制作 １６
富山のまちづくり ２７
小型木工機械による木工入門（続編その３）－照
明器具に挑戦しよう－
１５
木製の北欧風カップ制作 ２５
造形研究（前期）－人体をモチ フーとして－（Aコー ス） ７
造形研究（前期）－人体をモチ フーとして－（Bコー ス） １７
精密鋳造で作る小物 ８
テンペラ画入門 Aコース ９
年度 講 座 名
受講
人員
十
七
テンペラ画入門 Bコース １０
造形研究（後期）－人体をモチ フーとして－（Aコー ス） １
造形研究（後期）－人体をモチ フーとして－（Bコー ス） １６
やさしい英会話～海外旅行で使える英語～ １６
中高年のためのCAD入門 １７
パソコンを活用したグラフィックデザイン １３
初心者のためのCAD入門 １７
中高年のためのやさしい表計算入門 １９
日商簿記検定３級受験講座 未定
日商簿記検定２級受験講座（工業簿記） 未定
日商簿記検定２級受験講座（商業簿記） 未定
圧迫鋳造による銀の指輪作り（小杉高等学校生対称） １１
デザイン（富山北部高等学校生対称） １０
情報処理（高岡市立看護学校生対称） ２６
年 度 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７
テニスコート ９８ １１８ ２３１ ２１０ ３３９ ３１０ ３５７ ３５６ ３５４ ４７６ ７２３ ８０１ ３７４
グランド ３９ ５７ １３４ ７９ ８８ １０６ １５１ １２０ ４４ ５０ １７ １２ ６
体育館 ４ ４ ８ ２４ ８８ ７７ １６ ３５ １１ １０ １５ ２０ ５
講 堂 ５ ２ ３ ４ ６ １４ １１ ８ １２ １１ １２ １０ ５
講義室等 ６ ３ ４ ３ ３ １７ ２２ ４３ ５５ ２１ １４ ８ ６
計 １５２ １８４ ３８０ ３２０ ５２４ ５２４ ５５７ ５６２ ４７６ ５６８ ７８１ ８５１ ３９６
年 度 展 示 名 称 会 場 会 期
平成 平成
平
成
五
第８回産業デザイン専攻作品展（NEED‘９３－NICEなイスたち） ５．４．２２ ～ ５．４．２８
高岡短期大学開学１０周年記念展－教育とその成果－ ５．１０．１ ～ ５．１０．５
第９回金属工芸専攻作品展 ５．１０．８ ～ ５．１０．１３
第７回漆工芸専攻作品展 ５．１０．１５ ～ ５．１０．２０
第９回木材工芸専攻作品展（樹木との語らい展） ５．１０．２２ ～ ５．１０．２７
平成５年度常設展示 ５．１１．１ ～ ６．１．３１
第３回工芸三機関合同展－用と美の世界－ ５．１１．１０ ～ ５．１１．１４
清水克朗鋳金展 ５．１１．２０ ～ ５．１１．２４
デザイン技法（演習）評価展示 ５．１１．２５ ～ ５．１２．２
第７回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展
学外展：
学内展：
６．２．１０
６．３．１２
～
～
６．２．１４
６．３．１８
六
第９回産業デザイン専攻学生作品展（NEED’９４－いっしょにつれてっ展） ６．４．１４ ～ ６．４．２１
ウィーン市集合住宅富山展 ６．４．２２ ～ ６．４．２４
金属工芸展 ６．５．２０ ～ ６．５．２９
平成６年度常設展示 ６．６．１ ～ ６．８．３１
第１０回木材工芸専攻学生作品展（樹木との語らい展） ６．１０．７ ～ ６．１０．１２
第１０回金属工芸専攻学生作品展 ６．１０．１４ ～ ６．１０．１９
第８回漆工芸専攻学生作品展 ６．１０．２１ ～ ６．１０．２６
産業デザイン専攻デザイン技法評価展 ６．１０．２８ ～ ６．１１．７
第４回工芸三機関合同展－芸術と技術の融和－ ６．１１．９ ～ ６．１１．１３
（平成１７年７月１５日現在）
・グラウンドやテニスコートは、大会等のイベントの他、定期的な練習のために使用されています。
・講堂（定員４０６名）や講義室等も講演会や研修会のために使用されています。
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平成 平成
平
成
六
写真にみる木造体育館の温もり展 ６．１２．１２ ～ ６．１２．１５
麻生三郎教授退官記念作品展 ７．２．８ ～ ７．２．１４
第８回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展
学外展：
学内展：
７．３．８
７．３．１４
～
～
７．３．１２
７．３．２０
七
第１０回産業デザイン専攻学生作品展（NEED’９５－カセットコンロ展） ７．４．１４ ～ ７．４．２１
平成７年度常設展示 ７．６．７ ～ ７．８．１０
第９回漆工芸専攻学生作品展 ７．１０．６ ～ ７．１０．１１
情報処理基礎総合課題作品展 ７．１０．９ ～ ７．１０．２０
第１１回木材工芸専攻学生作品展（樹木との語らい展） ７．１０．１３ ～ ７．１０．１８
第１１回金属工芸専攻学生作品展 ７．１０．２０ ～ ７．１０．２５
伝統行事にみる盤持ちと力石展 ７．１１．１３ ～ ７．１１．１７
産業デザイン専攻デザイン技法評価展 ７．１１．２８ ～ ７．１２．５
「人体をモチーフとして」展 ７．１２．４ ～ ７．１２．１５
第９回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展
学外展：
学内展：
８．２．９
８．３．１２
～
～
８．２．１３
８．３．１９
八
第１１回産業デザイン専攻学生作品展（NEED’９６－ドライな幸せ展－） ８．４．１２ ～ ８．４．１９
平成８年度常設展示 ８．５．２９ ～ ８．７．４
専攻科学生作品展 ８．７．８ ～ ８．７．１５
第１０回漆工芸専攻学生作品展 ８．１０．４ ～ ８．１０．９
情報処理基礎 I総合課題作品展 ８．１０．７ ～ ８．１０．１８
第１２回木材工芸専攻学生作品展 ８．１０．１１ ～ ８．１０．１６
第１２回金属工芸専攻学生作品展 ８．１０．１８ ～ ８．１０．２３
第５回工芸三機関合同展 ８．１１．１５ ～ ８．１１．１９
産業デザイン専攻デザイン技法評価展 ８．１１．２６ ～ ８．１２．３
「人体をモチーフとして」展 ８．１２．２ ～ ８．１２．１３
第１０回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展・第１回高岡短期大学専攻科
修了制作展
学外展：
学内展：
９．２．７
９．３．１１
～
～
９．２．１１
９．３．１８
九
第１２回産業デザイン専攻学生作品展（NEED’９７－ハンドDEクリー ナー展－） ９．４．１１ ～ ９．４．２２
産業工芸資料収蔵品展 ９．７．１ ～ ９．７．３１
「文楽の魅力」展 ９．８．２１ ～ ９．８．２８
第１３回樹木との語らい展 ９．９．２４ ～ ９．９．３０
第１３回金属工芸専攻学生作品展 ９．１０．３ ～ ９．１０．８
第１１回漆工芸専攻学生作品展 ９．１０．１６ ～ ９．１０．２２
第２回専攻科（産業造形専攻）展 ９．１０．２５ ～ ９．１０．３１
第６回工芸機関合同展 ９．１１．１１ ～ ９．１１．２１
視覚情報伝達法 評価展示 ９．１１．２６ ～ ９．１２．２
国際共同課題作品展「５才児のための椅子展」 ９．１２．８ ～ ９．１２．１７
第１１回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展・第２回高岡短期大学専攻科
修了制作展
学外展：
学内展：
１０．２．７
１０．３．１３
～
～
１０．２．１１
１０．３．２０
十
第１３回産業デザイン専攻学生作品展（NEED’９８－温風地帯－） １０．４．１１ ～ １０．４．２３
産業工芸資料収蔵品展 １０．４．１ ～ １０．９．２５
第１４回樹木との語らい展 １０．９．２９ ～ １０．１０．５
第１４回金属工芸専攻学生作品展 １０．１０．７ ～ １０．１０．１３
第１２回漆工芸専攻学生作品展 １０．１０．７ ～ １０．１０．１３
第３回三造展（産業造形専攻） １０．１０．２４ ～ １０．１０．３０
第７回工芸機関合同展 １０．１１．１０ ～ １０．１１．１７
視覚情報伝達法 評価展示 １０．１１．２５ ～ １０．１２．４
中村富栄漆クラフト作品展 １０．１２．１０ ～ １０．１２．１８
第１２回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展・第３回高岡短期大学専攻科
修了制作展
学外展：
学内展：
１１．２．５
１１．３．１２
～
～
１１．２．９
１１．３．１９
十
一
第１４回産業デザイン専攻学生作品（NEED’９９－クリーンライフサポート－） １１．４．８ ～ １１．４．１６
産業工芸資料収蔵品展 １１．４．２１ ～ １１．６．３０
平成１１年度公開講座受講者作品展 １１．９．２２ ～ １１．９．３０
第１５回 金属工芸専攻学生作品展 １１．１０．６ ～ １１．１０．１２
第１５回 樹木との語らい展 １１．１０．１４ ～ １１．１０．２０
第１３回 漆工芸専攻学生作品展 １１．１０．１４ ～ １１．１０．２０
第４回 三造展（産業造形専攻） １１．１０．２３ ～ １１．１０．３１
産業デザイン学科学生作品展（新聞広告評価展示） １１．１１．５ ～ １１．１１．１１
第８回 工芸機関合同展 １１．１１．２４ ～ １１．１２．３
産業デザイン専攻学生作品展示（高岡銅器の未来を探る）－デザインリサーチ－ １１．１１．２４ ～ １１．１２．３
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平成 平成
平
成
十
一
第１３回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展・第４回高岡短期大学専攻科
修了制作展
学外展：
学内展：
１２．２．１０
１２．３．１０
～
～
１２．２．１４
１２．３．１７
十
二
第１５回産業デザイン専攻学生作品（NEED２０００HairDrier） １２．４．８ ～ １２．４．２０
平成１１年度収蔵作品展 １２．７．１ ～ １２．９．３０
第１６回 樹木との語らい展 １２．１０．１１ ～ １２．１０．１５
第１５回 漆工展 １２．１０．１１ ～ １２．１０．１５
第１６回 金工展 １２．１０．１７ ～ １２．１０．２２
第５回 三造展 １２．１０．３１ ～ １２．１１．５
平成１２年度公開講座受講者作品展 １２．１０．３１ ～ １２．１１．５
平成１２年度「親子で体験 夢づくり・ものづくり」参加者作品展 １２．１０．３１ ～ １２．１１．５
産業デザイン学科学生作品展（高岡銅器の未来を探る） １３．１．２２ ～ １３．２．２
産業デザイン学科学生作品展（新聞広告評価展示） １３．３．５ ～ １３．３．１９
第１４回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展・第５回高岡短期大学専攻科
修了制作展
学外展：
学内展：
１３．２．９
１３．３．９
～
～
１３．２．１３
１３．３．１６
十
三
産業デザイン学科学生作品展（CI デザイン・製品デザイン）
学外展：
学内展：
１３．７．１４
１３．７．２３
～
～
１３．７．１８
１３．７．３１
第１７回 金工展 １３．１０．１１ ～ １３．１０．１６
第１７回 樹木との語らい展 １３．１０．１８ ～ １３．１０．２３
第１５回 漆工展 １３．１０．１８ ～ １３．１０．２３
第６回 三造展 １３．１０．３０ ～ １３．１１．４
平成１３年度公開講座受講者作品展 １３．１０．３０ ～ １３．１１．４
平成１３年度「親子で体験 夢づくり・ものづくり」参加者作品展 １３．１０．３０ ～ １３．１１．４
産業デザイン学科学生作品展（Zip－Zip－Zip 寒くてもTシャツ展） １３．１１．２ ～ １３．１１．６
高岡短期大学地域をつなぐ特別展「まちをデザインするパブリックアート」 １３．１１．７ ～ １３．１１．１８
産業デザイン学科学生作品展（高岡銅器の未来を探る） １４．１．２１ ～ １４．２．６
産業デザイン学科学生作品展（新聞広告評価展示） １４．３．４ ～ １４．３．２８
平成１３年度高岡短期大学卒業・修了制作展
（第１５回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展・第６回高岡短期大学専攻科修
了制作展）
学外展：
学内展：
１４．２．９
１４．３．１４
～
～
１４．２．１３
１４．３．２０
十
四
ふるさとみらい２１高岡 １４．４．２８ ～ １４．４．２９
産業デザイン学科学生作品展（ビジュアル基礎表現展） １４．８．２
ラハティポリテクニクでの学生作品の相互交流展
シベリウスホール：
ラハティポリテクニク：
１４．９．１９
１４．９．２５
～
～
１４．９．２１
１４．１０．８
第１８回 樹木との語らい展 １４．１０．１０ ～ １４．１０．１５
第１６回 漆工展 １４．１０．１０ ～ １４．１０．１５
さまのこアートインよっさ １４．１０．１９ ～ １４．１０．２０
第１８回 金工展 １４．１０．１７ ～ １４．１０．２３
第７回 三造展 １４．１０．２９ ～ １４．１１．３
平成１４年度公開講座受講者作品展 １４．１０．２９ ～ １４．１１．３
平成１４年度大学 Jr．サイエンス＆ものづくり参加者作品展 １４．１０．２９ ～ １４．１１．３
高岡短期大学地域をつなぐ特別展「素材と造形」 １４．１１．１５ ～ １４．１１．２８
産業デザイン学科学生作品展（CI デザイン・製品デザイン・CG演習） １４．１２．２ ～ １４．１２．１３
産業造形学科学生作品展（CG入門・CG演習） １５．１．２０ ～ １５．２．３
産業デザイン学科学生作品展（デザインの進め方） １５．１．２０ ～ １５．２．３
産業デザイン学科学生作品展（新聞広告評価展示） １５．３．１ ～ １５．４．１５
平成１４年度高岡短期大学卒業・修了制作展
（第１６回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展・第７回高岡短期大学専攻科
修了制作展）
学外展：
学内展：
１５．２．８
１５．３．１４
～
～
１５．２．１２
１５．３．２０
十
五
蜷川彰教授退官記念高岡短期大学漆工芸同窓生作品展 １５．４．１２ ～ １５．４．２０
金屋町「さまのこ」フェスタ １５．５．４ ～ １５．５．５
産業デザイン学科学生作品展（ビジュアル基礎表現） １５．８．１
第１９回 金工展 １５．１０．９ ～ １５．１０．１５
第１９回 樹木との語らい展 １５．１０．１７ ～ １５．１０．２２
第１７回 漆工展 １５．１０．１７ ～ １５．１０．２２
さまのこアートインよっさ １５．１０．１８ ～ １５．１０．１９
フランスのパブリックデザイン １５．１０．２２ ～ １５．１０．２８
第８回 三造展 １５．１０．２８ ～ １５．１１．３
平成１５年度公開講座受講者作品展 １５．１０．２８ ～ １５．１１．２
平成１５年度大学 Jr．サイエンス＆ものづくり紹介 １５．１０．２８ ～ １５．１１．２
高岡短期大学地域をつなぐ特別展「高岡とその周辺の漆工芸」 １５．１１．５ ～ １５．１１．１８
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平成 平成
平
成
十
五
産業デザイン学科学生作品展（CI デザイン・製品デザイン・CG演習） １５．１１．２０ ～ １５．１１．２８
ラハティポリテクニク学生作品の相互交流展 １５．１２．２ ～ １５．１２．１５
『フィンランドの現在と未来』パネル展 １５．１２．２ ～ １５．１２．１５
産業デザイン学科学生作品展（デザインの進め方） １６．１．１９ ～ １６．２．２
谷口義人教授退官記念作品展 １６．２．１０ ～ １６．２．１５
産業造形学科学生作品展（CG入門・CG演習） １６．２．１３ ～ １６．２．２７
根本曠子教授退官記念作品展・特別展示 奥出寿泉漆工技術調査記録 １６．２．２５ ～ １６．３．１
産業デザイン学科学生作品展（新聞広告評価展示）
氷見郵便局：
氷見伏木信用
金庫本店：
１６．３．８
１６．３．２２
～
～
１６．３．１９
１６．４．２
平成１５年度高岡短期大学卒業・修了制作展
（第１７回高岡短期大学産業工芸学科卒業制作展・第８回高岡短期大学専攻科
修了制作展）
学外展：
学内展：
１６．２．７
１６．３．１３
～
～
１６．２．１１
１６．３．１９
十
六
楽しいノーマイカーデーの提案 高岡市役所 １６．４．５ ～ １６．４．９
高岡短期大学 平成１５年度寄贈作品展 １６．４．１３ ～ １６．４．１９
金屋町「さまのこ」フェスタ １６．５．２ ～ １６．５．３
産業デザイン学科学生作品展（ビジュアル基礎表現） １６．８．２
研究成果パネル展 Part１ １６．８．２ ～ １６．８．１１
金屋町のポストデザイン提案 金屋町公民館１６．８．７ ～ １６．８．８
鳥田宗吾（稔弘）作品展 １６．９．１４ ～ １６．１０．４
宮崎雅司作品展 １６．９．２８ ～ １６．１０．５
第２０回 樹木との語らい展 １６．１０．６ ～ １６．１０．１２
第１８回 漆工展 １６．１０．６ ～ １６．１０．１２
高岡景観ポスター展示 三鷹産業プラザ１６．１０．９ ～ １６．１０．１０
第２０回 金工展 １６．１０．１４ ～ １６．１０．２０
さまのこアートインよっさ １６．１０．１６ ～ １６．１０．１７
第９回 三造展 １６．１０．２６ ～ １６．１０．３１
平成１６年度公開講座受講者作品展 １６．１０．２６ ～ １６．１０．３１
平成１６年度小中学生ものづくり体験講座紹介 １６．１０．２６ ～ １６．１０．３１
高岡短期大学地域をつなぐ特別展「とやまの工芸と技術」
実演：
展示：
１６．１０．３０
１６．１１．２
～
～
１６．１０．３１
１６．１１．８
研究成果パネル展 Part２ １６．１１．２４ ～ １６．１２．２８
日本ディスプレイデザイン協会・日本サインデザイン協会・日本商業環境設
計家協会入賞作品パネル展
１６．１２．２ ～ １６．１２．６
学生作品によるクリスマス・ディスプレイ １６．１２．１３ ～ １６．１２．２４
現代GP「連鎖授業」”高岡銅器・漆器の未来を探る！”パネル展 １７．１．１７ ～ １７．１．３１
現代仏具・偲ぶ空間の調度品のデザイン展（総合工芸演習） １７．２．４ ～ １７．２．９
専攻科産業デザイン専攻学生作品展（グラフィックデザイン演習、総合デザイン実習） １７．２．２８ ～ １７．３．４
産業デザイン学科学生作品展（新聞広告評価展示）
氷見中央郵便局：
氷見伏木信用金庫：
ハ トーフル・スクエ
アーG（岐阜市）：
１７．３．７
１７．３．２１
１７．３．１６
～
～
～
１７．３．１８
１７．３．３１
１７．３．２１
平成１６年度高岡短期大学卒業・修了制作展（第１８回高岡短期大学産業工芸学
科卒業制作展・第９回高岡短期大学専攻科修了制作展）
学外展：
学内展：
１７．２．１１
１７．３．１２
～
～
１７．２．１５
１７．３．１８
十
七
金屋町「さまのこ」フェスタ １７．４．３０ ～ １７．５．１
「地場産杉を使用したインテリア・家具の提案」展
（産学連携授業による成果発表会）
氷見市海浜植物園
本学ホワイエ
ウイングウイング高岡
１７．６．８
１７．７．５
１７．８．９
～
～
～
１７．７．４
１７．８．５
１７．８．２１
高岡短期大学の紹介 ウイングウイング高岡１７．６．１４ ～ １７．６．２６
日本－フィンランド 響きあう心展 １７．６．１５ ～ １７．７．８
産業造形学科学生作品展（家具制作）「洗心苑」のための家具制作 作品展 １７．７．１２ ～ １７．７．１５
現代GP「炉端談義プロジェクト」展 １７．７．２５ ～ １７．８．５
ラハティポリテクニクとの学生作品相互交流展 フィンランド １７．９．９ ～ １７．９．２２
「工芸都市高岡 伝統と革新」展 高岡市美術館１７．９．１６ ～ １７．１０．１６
特別展「高岡短期大学展」 １７．９．１７ ～ １７．９．３０
第２１回 金工展 １７．１０．６ ～ １７．１０．１１
第２１回 樹木との語らい展 １７．１０．１３ ～ １７．１０．１８
第１９回 漆工展 １７．１０．１３ ～ １７．１０．１８
第１０回 三造展 １７．１０．２０ ～ １７．１０．３０
平成１７年度公開講座受講者作品展 １７．１０．２０ ～ １７．１０．３０
＊平成１３年度より毎年収蔵品展を実施（企画展実施中を除く）
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３．５．４ テレビ公開講座
３．５．５ 民間との共同研究
年度 講 座 名 主任講師 放映日時 募集人員 受講者数
スクーリング状況
（ ）内女性
平
成
五
企業経営とコンピュータ
産業情報学科
教授
木村幸信
毎週土曜日
１０：３０～１１：００
９回放送
２００人 １４６人
第１回 ５１名（７）
第２回 ４２名（９）
第３回 ３９名（８）
第４回 ４３名（１０）
六 工芸の世界－身近な技法－
産業工芸学科
教授
麻生三郎
毎週土曜日
１０：３０～１１：００
９回放送
２００人 １５２人
第１回 ３７名（１９）
第２回 ２４名（１２）
第３回 ２４名（１２）
第４回 １９名（１２）
七 英語で富山を語ろう
産業情報学科
教授
林 暢夫
毎週土曜日
９：３０～１０：００
９回放送
２００人 ２１８人
第１回 １００名（５７）
第２回 ５７名（３８）
第３回 ５２名（３１）
第４回 ４０名（２４）
八
時代がみえる２１・トヤマ
－豊かさ，快適さを考える－
総合基礎グループ
教授
久保脩治
毎週土曜日
１０：００～１０：３０
９回放送
２００人 ２３４人
第１回 １９名（１１）
第２回 １１名（６）
第３回 ９名（４）
第４回 １１名（５）
九
創・クリエイトの時代
－とやまの工芸とデザイン－
産業工芸学科
教授
倉田久敬
毎週金曜日
１０：３０～１１：００
９回放送
２００人 ２１３人
第１回 ２７名（１３）
第２回 １０名（４）
第３回 １５名（７）
十
インターネット交・遊・学
－富山発、わたしとまちの情報新時代－
産業情報学科
教授
木村幸信
毎週金曜日
１０：３０～１１：００
９回放送
２００人 ２３２人
第１回 ９７名（５２）
第２回 ７２名（３８）
第３回 ６４名（２６）
年度 企 業 等 名 研 究 者 研究期間 研 究 題 目
昭
和
六
十
一
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
大楠安紀（生産管理部企画課）
６１．１２．２２～
６２．３．３１
多品種生産工場におけるストックレス生産
の適用
（株）タカギセイコー
木村幸信、久保欣五
児玉克己（コンピュ ター室課長代理）
６２．１．２８～
６２．３．３１
受注型プラスチック成形企業（金型内製）に
おける総合的経営、生産管理システムの構
築に係る調査
六
十
二
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
大楠安紀（生産管理部企画課）
６２．４．１～
６３．３．３１
多品種生産工場におけるストックレス生産
の適用
（株）タカギセイコー
木村幸信、久保欣五
児玉克己（コンピュ ター室課長代理）
６２．４．１～
６３．３．３１
受注型プラスチック成形企業（金型内製）に
おける総合的経営、生産管理システムの構
築に係る調査
六
十
三
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
大楠安紀（生産管理部計画課）
６３．４．１～
６４．３．３１
多品種生産工場におけるストックレス生産
の適用
平
成
元
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
大楠安紀（生産管理部計画課）
元．１０．２～
２．３．３１
総合管理システムでの「ストックレス生産」
の適用
（株）竹中製作所
木村幸信
能登和敏（システム開発室課長）
元．１１．１３～
２．３．３１
地場産業の問屋型企業における物流及び在
庫管理システムの研究
二
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
森田清明（福光工場管理部企画課）
２．４．２３～
３．３．３１
ストックレス生産実施のための工場生産シ
ステムの研究
（株）竹中製作所
木村幸信
能登和敏（システム開発室課長）
２．４．２３～
３．３．３１
地場産業の問屋型企業における物流及び在
庫管理システムの研究
三
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
森田清明（福光工場管理部企画課）
３．４．１５～
４．３．３１
ストックレス生産実施のための工場生産シ
ステムの研究
神岡部品工業（株）
横田勝
原章（開発部長）
３．４．１５～
４．３．３１
焼結アルミニウム合金の材料特性に関する
研究
北陸電力（株）
南塚豊、矢口忠憲、橋本晃（技術
研究所電気利用技術担当）
３．１２．１６～
４．３．３１
インダストリアルデザインによる太陽電池
の用途開発
四
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
麻生博（生産管理部生産管理課）
４．５．１８～
５．３．３１
ストックレス生産時における原材料（形材）
の管理システムの研究
神岡部品工業（株）
横田勝
原章（開発部長）
４．５．１１～
５．３．３１
焼結アルミニウム合金の材料特性に関する
研究
北陸電力（株）
南塚豊、矢口忠憲、橋本晃（技術
研究所電気利用技術担当）
４．５．１１～
５．３．２０
配電設備機器の工業デザイン
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年度 企 業 等 名 研 究 者 研究期間 研 究 題 目
平
成
五
日本非破壊検査（株）
横田勝
則俊雅春（水島事業所技術２課主任）
５．５．１３～
６．３．３１
振動解析の非破壊検査技術への応用
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
中島要（生産管理課副主幹）
５．５．２６～
６．３．３１
ビル建材における生産期間短縮へのアプ
ローチ
六 三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
小山春木（生産情報システム課課長）
６．５．３０～
７．３．３１
ライン部門主導による新しい概念の生産管
理システム導入へのアプローチ
七 三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
能勢正尚（生産設計課主事）
７．５．１８～
８．３．３１
アルミ押出金型ストックレス生産
八
高岡市
近藤潔、藤田徹也、米川覚
山本真弘（企画調整部企画課主事）
８．４．１～
９．３．３１
インターネット上での調査に基づくホームペー
ジの改良及び適切なデータベースの構築
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
野村雅孝（CR推進課副主幹）
８．５．１～
９．３．３１
部品調達の管理システムの研究
（株）総合建設銀蜂
秦正徳
大倉幹順（開発担当）
８．５．１５～
９．３．３１
木造住宅の合理化システム構法の開発に関
する研究
九
高岡市
近藤潔、藤田徹也、米川覚
山本真弘（企画課主事）
９．４．１～
１０．３．３１
簡易なイントラネットの構築及びイントラ
ネットの可能性の検討
（株）総合建設銀蜂
秦正徳
大倉幹順（開発担当）
９．５．１５～
１０．３．３１
木造住宅の合理化システム構法の開発に関
する研究
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
松田秀樹（購買管理部管理課主事）
９．７．２２～
１０．３．３１
購入品の調達管理システムの研究
十
岡本（株）
武山良三
倉富圭太郎（マーケティング部）
１０．５．２０～
１１．３．３１
企業におけるマーケティング・コミュニ
ケーションシステムの構築
（株）総合建設銀蜂
秦正徳
大倉幹順（開発担当）
１０．５．２０～
１１．３．３１
木造住宅の合理化システム構法の開発に関
する研究
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
上野敏一（福光工場管理課副主事
１０．８．１～
１１．３．３１
生産管理に於ける情報の共有化システムの
研究
十
一 三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
阪田公治（CS推進部部長）
１１．１０．１～
１２．３．３１
SCM（サプライ・チェーン・マネジメント
システム）の研究
十
二
原野製材株式会社
秦正徳
二川昭成（生産管理係長）
１２．６．１～
１３．３．３１
木造軸組真壁耐力壁の構造評価システム開
発に関する研究
三協アルミニウム工業（株）
木村幸信
稲垣文夫（CS推進課長）
１２．１０．１～
１３．３．３１
CS（顧客満足）の観点からの SCM（サプラ
イ・チェーン・マネジメント）の研究
十
三 原野製材株式会社
秦正徳
二川昭成（プレカット課生産管理係長）
１３．６．１１～
１４．３．３１
木造真壁軸組構造の構造安定システムに関
する研究
十
四
原野製材株式会社
秦正徳
二川昭成（プレカット課生産管理課長）
１４．６．３～
１５．３．３１
木造軸組真壁パネル構法による住宅の構造
安定性に関する研究
（株）北熱
野瀬正照
新名奈穂（コー ディング部門開発課）
１４．６．３～
１５．３．３１
金型の表面処理の耐熱性及び耐磨耗性向上
に関する研究
十
五
（株）北熱
野瀬正照
新名奈穂（コー ディング部門開発課）
１５．８．２８～
１６．３．３１
コーティング表面粗さ低減による精密加工
用金型の開発（膜の物理的性質の解明）
原野製材株式会社
秦正徳、二川昭成（住宅資材事業
本部・生産管理課長）
１５．９．３０～
１６．３．３１
木造軸組真壁パネル構法住宅の構造安定性
能に関する研究
十
六
（株）北熱
野瀬正照、政 誠一（コーティ
ング部門開発課・特命社員）
１６．６．７～
１７．３．３１
TiAIN/h－BN膜およびTiAIN/DLC膜
の精密加工用金型への適用
原野製材株式会社
秦 正徳、二川昭成（住宅資材事
業本部・製造部課生産管理課）
１６．５．１７～
１７．３．３１
高性能高壁倍率プレカット工法パネルの研
究開発
十
七 ウッドリンク株式会社
秦 正徳、二川昭成（住宅資材事
業部製造部生産管理課長）
１７．７．１５～
１８．３．３１
木造住宅用軸組真壁パネル構面の高壁倍率
化に関する研究
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３．５．６ 研究員等の派遣（後期）
３．５．６．１ 文部省・文部科学省在外研究員
１．文部科学省在外研究員・短期
２．文部科学省在外研究員・若手
○文部科学省在外研究員・海外研究開発動向調査
年度 氏 名 派 遣 期 間 派 遣 先 研 究 題 目
平成
五
中村 滝雄 ５．８．２０～５．１１．２０ ドイツ：工芸美術博物館 他
金属造型における加工法及び表面処理に関する
研究
六 横田 勝 ６．７．１０～６．９．２６ ドイツ：エッセン大学 他 粉末冶金法による新素材の開発に関する研究
七 磯部 祐子 ７．８．２０～７．１１．２０
中華人民共和国：
中国社会科学院 他
中国戯曲理論の研究
八 村上 恭子 ８．８．９～８．１１．９
アメリカ合衆国：
コーネル大学 他
ポストモダニズム文化におけるマスメディアの
諸問題
九 小林 和子 ９．８．１～９．１２．２０
連合王国：レディング大学応用言
語学研究所 他
英語の地域的・社会的変種の教授方法に関する
研究
十 山田 眞一 １１．３．２５～１１．８．２５ 中国：中国社会科学院言語研究所 現代標準中国語の社会言語学的研究
十
一 野瀬 正照 １２．３．７～１２．９．２
アメリカ合衆国：
ノースウエスタン大学 他
材料表面の微細構造とナノインデンテーション
に関する研究
十
二 吉田 俊六 １２．７．２～１２．１２．２７
アメリカ合衆国：カリフォルニア
大学サンディエゴ校 他
マーケティング・リサーチの理論および分析技
術に関する研究
十
三 近藤 潔 １３．４．２０～１３．９．３０
アメリカ合衆国：
ノースウエスタン大学
工芸教育におけるコンピュータの応用
十
五 丸谷 芳正 １５．９．１２～１５．１２．１３
連合王国：
バッカムシャー・チルターン大学
ウィンザーチェアーに関する研究
年度 氏 名 派 遣 期 間 派 遣 先 研 究 題 目
七 田中比呂志 ８．２．２６～８．１２．２５
中華人民共和国：
南京大学歴史研究所 他
近代中国における地方エリート
九 藤田 徹也 ９．５．１２～１０．２．２８
アメリカ合衆国：
ノースウエスタン大学
材料系工学教育におけるデジタル映像処理技術
の応用
十
一 内藤 裕孝 １１．８．２１～１２．６．２３
スウェーデン：カール・マルムス
テン美術工芸学校
スウェーデンにおけるバリアフリーデザインに
関する調査研究
十
五 今淵 純子 １５．８．１～１６．７．３１
フィンランド：
ラハティ・ポリテクニク
英国における美術・工芸教育ならびにパブリッ
ク・アートに関わる動向調査
年度 氏 名 派 遣 期 間 派 遣 先 研 究 題 目
七 野瀬 正照 ８．３．３～８．５．３１
アメリカ合衆国：
カリフォルニア工科大学 他
非平衡物質作製技術による新素材の開発と応用
に関する研究
八 小松 研治 ８．１０．４～８．１１．２９
スウェーデン：
カペラ・ゴーデン美術工芸学校
スウェーデンにおける美術工芸と工業との融合
についての実態調査研究
九 小松 裕子 １０．３．１～１０．４．２９ カナダ：ローランタン大学
地域社会における情報技術の導入と支援の在り
方に関する研究
十 武山 良三 １１．２．１～１１．３．２７
連合王国：
ロイヤルカレッジオブアート 他
パブリックスペースにおける統合的情報環境の
デザインに関する研究
十
一 三船 温尚 １２．２．１３～１２．４．２ 中国：中国社会科学院考古研究所
中国古代青銅器の鋳造技法に関する研究開発動
向の調査
十
二 伊東多佳子 １３．２．１４～１３．４．１１
連合王国：ロンドン大学スレイ
ド・スクールオブファインアート
環境美学・環境芸術に関する研究開発動向の調
査
十
三 矢口 忠憲 １４．２．１３～１４．４．３
フィンランド共和国：
ラハティポリテクニク
ユニバーサルデザインの研究
十
四 齊藤 晴之 １５．２．１０～１５．３．１０
アメリカ合衆国：アートスチュー
デントリーグオブニューヨーク
現代美術とクラフトデザインの関連性と工芸素
材に係る立体表現
十
五 伊東多佳子 １６．３．２５～１６．５．２１
連合王国：セントラル・イングランド
大学 バーミンガム・インスティ
テュ トー・ア トー・アンド・デザイン
英国における美術・工芸教育ならびにパブリッ
クアートに関わる動向調査
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３．５．６．２ 文部省・内地研究員
文部省内地研究員派遣実績一覧
３．５．７ 科学研究費補助金（後期）※研究代表者が本学教員のみを掲載
年度
所属
（学科）
職名 氏 名 研究期間（月） 受 入 機 関 研 究 題 目
平成
六
産業情報 教授 石井 榮一
６．１０．１～
６．１２．３１（３）
早稲田大学大学院教育学研究科 日本商業教育の成立期に関する研究
七 産業工芸 助教授 三船 温尚
７．８．１～
７．１０．３１（３）
東京芸術大学美術学部鋳金研究室 鋳金における造型および技法の研究
十
一 産業情報 講師 上東 正和
１１．８．１～
１１．９．３０（２）
愛知学院大学商学部藤田研究室
社会理論を援用した管理会計論の理
論的、実証的研究
年度 研究種目 審査領域 研 究 課 題
所 属
（学科等）
研究代表者 研 究 分 担 者
期間
（年）
配分額
（千円）
平成
五
１
一般研究
（C）
中国語・
中国文学
中国瞼譜考 産業情報 磯部 祐子 １ ９００
六
１
一般研究
（C）
材 料 加
工・処理
機械振動の伝達関数解析による
焼結材料の材料特性評価
産業工芸 横田 勝 ２ １，８００
２
一般研究
（C）
（時限付）
文化財科
学
漆に及ぼす微量金属成分の影響
に関する研究
産業工芸 蜷川 彰 ２ １，６００
七 １
一般研究
（C）
（萌芽）
科 学 教
育・教科
教育学
教科用語に関する日中両言語の
比較研究－理科を中心に－
産業情報 山田 眞一 １ １，５００
九
１
基盤研究
（C）
（一般）
構造・機
能材料
結晶粒度調整による装飾性アル
ミニウム系および銅系合金の光
学的・材料学的研究
総合基礎 野瀬 正照 横田 勝 ４ ３，５００
２
基盤研究
（B）
（一般）
考古学
古代東アジアにおける青銅鏡の
鋳造技法の変遷
産業工芸 三船 温尚 ４ ５，９００
３
基盤研究
（C）
（一般）
文学一般
中国煙粉小説の受容に見る情愛
観の比較研究
産業情報 磯部 祐子 ３ ２，６００
十
１
基盤研究
（B）
（展開）
材 料 加
工・処理
新しい窒・酸化物薄膜による金
属の表面改質とその分光学的評
価に関する研究
総合基礎 野瀬 正照
横田 勝、中村滝雄、長柄毅一、
佐治重興、前 健彦
４ １０，７００
２ 萌芽的研
究
教育工学
地域情報化における社会的支援
の調査研究－富山県山田村を題
材に－
産業情報 小松 裕子 ３ １，８００
十
一
１
萌芽的研
究
美 学（含
芸術諸学）
環境美学研究－ロマン主義にも
とづくあたらしい自然哲学の企て
総合基礎 伊東多佳子 ３ ２，２００
２
基盤研究
（C）
（一般）
中国語・
中国語文
学
中国語話者の理解語彙と使用語
彙に関する研究
産業情報 山田 眞一 ３ ２，３００
十
二
１
基盤研究
（B）
（一般）
文化財科
学
古代青銅器の熱処理を中心とし
た材料科学的研究
産業造形 横田 勝
菅谷文則、小堀孝之、野瀬正照、
三船温尚、清水克朗、清水康二
３ １３，０００
２
萌芽的研
究
考古学
古代青銅鏡の割れ方に関する基
礎研究
産業造形 三船 温尚
横田 勝、菅谷文則、小堀孝之、
宮原晋一、清水克朗
３ ２，１００
十
三
１
基盤研究
（B）
（展開）
材 料 加
工・処理
PCPS法による複雑形状焼結体
の新しいニアネットシェイプ加
工法に関する研究
産業造形 横田 勝 野瀬正照、長柄毅一、大寺克昌 ３ １０，９００
２
一般研究
（C）
（一般）
科 学 教
育・教科
教育学
情報弱者への社会的支援に基づ
いた地域情報化の調査研究
地域ビジ
ネス
小松 裕子 ３ ３，２００
３
特定領域
（A）
東アジア
出版
中国における才子佳人小説の出
版と朝鮮・越南・日本への影響
地域ビジ
ネス
磯部 祐子 ２ ４，７００
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３．５．８ 奨学寄附金受入状況一覧（後期）
年度 研究種目 審査領域 研 究 課 題
所 属
（学科等）
研究代表者 研 究 分 担 者
期間
（年）
配分額
（千円）
平成
十
三
４
基盤研究
（C）
（一般）
材料加工・
処理
低摩擦・高硬度セラミック材の
作製とそれによる金属の表面改
質に関する研究
産業造形 野瀬 正照 横田 勝、野城 清、冨田正吾 ２ ４，０００
十
五
１
基盤研究
（B）
（一般）
文化財科
学
古代青銅器の熱処理と土中腐食
を中心とした材料科学的研究
産業造形 横田 勝
菅谷文則、三船温尚、宮原晋一、
清水康二、野瀬正照、小堀孝之、
清水克朗
４ １６，４００
２
基盤研究
（C）
（一般）
美術・美
術史
自然・風景・環境ー環境芸術を
手がかりにした環境美学の構築
産業造形 伊東多佳子 ３ ３，７００
３ 特定領域
東アジア
出版
中国における才子佳人小説の出
版と朝鮮・越南・日本への影響
地域ビジ
ネス
磯部 祐子 ２ ３，４００
４ 萌芽研究 科学教育
特殊技能工芸職人の連携による循
環型発想支援システムの調査研究
産業造形 小松 研治 内藤裕孝 ３ ２，５００
十
六 １
基盤研究
（C）
（一般）
科学社会
学・科学
技術史
伝統的鍛冶製品、種子鋏の製作
工程・技術および材料工学的研
究
産業造形 中村 滝雄 横田 勝、今淵純子 ２ ３，０００
十
七
１
基盤研究
（B）
（一般）
材 料 加
工・処理
ナノコンポジット複合機能膜の
形成機構解明とそれを応用した
金属加工の新しい展開
産業造形 野瀬 正照
横田 勝、野城 清、池野 進、
本保栄治
３ １５，２００
２
基盤研究
（C）
（一般）
各 国 文
学・文学
論
中国民間演劇の再興―浙江省を
中心として－
地域ビジ
ネス
磯部 祐子 ４ ３，４００
３
萌芽的研
究
文化財科
学
近世の大仏鋳造技法に関する研
究
産業造形 小堀 孝之
戸津圭之介、横田 勝、武笠
朗、清水克朗、三船温尚、野瀬
正照
３ ３，５００
年度 寄 附 者 受 入 額 寄 附 目 的
平
成
五
富山県高等教育振興財団 ２００ 産業工芸学科教授 蜷川 彰 「アジアの漆」国際会議に出席のため
神岡部品工業 １００ 産業工芸学科教授 横田教授の粉末冶金研究に対する助成
富山第一銀行奨学財団 ２５０ 漆の機能性に関する研究に対する助成
富山第一銀行奨学財団 ２５０ 内発的発展に関する高岡市地域経済の分析に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３００ 石井榮一 環境変動下における地場産業～漆器産業を対象として～の研究に対
する助成
北陸電力技術研究所 ３００ 産業工芸学科南塚教授・矢口講師に対する研究助成「太陽光発電システムのデ
ザイン研究」
富山県高等教育振興財団 １００ 公開講座の開催その他教育研究に対する助成
学校法人富山県自動車学園 ３００ 高岡短期大学の学術研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ２００ 高岡短期大学の学術研究に対する助成
福武学術文化振興財団 ８００ 産業工芸学科三船助教授の古代中国の青銅器文化における鋳造技法の独自性の
研究に対す助成
合 計 ２，８００
六
富山第一銀行奨学財団 ５００ 北陸の伝統産業と地域経済
富山第一銀行奨学財団 ２５０ 日・中・韓三国における子供観の比較考察
富山第一銀行奨学財団 ２５０ マルチメデイアによる中国語学習に関する実践的研究
山天東リ ５００ 産業工芸学科蜷川 彰教授の教育研究に対する助成
（韓国文化研究振興財団） １，０００
産業情報学科磯部祐子助教授の「朝鮮半島における中国戯曲の受容と展開」の
研究に対する助成
合 計 ２，５００
七
富山第一銀行奨学財団 ５００ 散居村の家屋と生活文化の研究
富山第一銀行奨学財団 ２５０ ドライプロセスの金属工芸への応用に関する調査研究
富山第一銀行奨学財団 ２５０ 近代期における富山と中国
富山県高等教育振興財団 ３００ 小林和子 東南アジア・中国における英語及び中国語の使用状況に関する調査
GA開発研究所 ３５０ 産業工芸学科秦助教授の教育研究に対する助成
漆を科学する会 １００ 産業工芸学科蜷川彰教授の教育研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 １００ 高岡短期大学の開放事業その他教育研究に対する助成
（金額は千円単位）
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年度 寄 附 者 受 入 額 寄 附 目 的
合 計 １，８５０
平
成
八
富山第一銀行奨学財団 ５００ 木造軸組住宅の耐震性能向上に関する研究
富山第一銀行奨学財団 ５００ WWWシステム上での JAVA言語に関する調査・研究
富山県高等教育振興財団 ２００ 山田眞一 産業情報学科山田眞一助教授の海外派遣に対する助成
富山県高等教育振興財団 ７５ 産業情報学科山田眞一助教授に対する研究助成
日本電気 ７００ 産業情報学科久保欣五教授のECに関するセキュリティ等の基礎研究に対す
る助成
富山県高等教育振興財団 ３００ 久湊尚子 総合基礎グループ久湊尚子助手の研究助成
富山県高等教育振興財団 ２００ 高岡短期大学の開放事業その他教育研究に対する助成（特別講演会）
高岡短期大学協力会 ６００ 高岡短期大学に対する国際交流助成のため
アピアスポーツクラブ ２００ 総合基礎グループ立浪助教授及び久湊助手の教育研究に対する助成
合 計 ３，２７５
九
富山第一銀行奨学財団 ５００ 金属工芸品の表面着色とその色彩・光特性に関する工学的研究
富山第一銀行奨学財団 ５００ 富山県における外国人研修生の文化適応に関する研究
富山県高等教育振興財団 ５００ 高岡短期大学の開放事業その他教育研究に対する助成（特別講演会）
富山県高等教育振興財団 ３００ 野瀬正照 鋳造用Cu－Al 合金の結晶粒制御とその金属工芸への応用のための
基礎的研究
富山県高等教育振興財団 ２００ 矢口忠憲 産業工芸学科矢口忠憲講師の海外派遣に対する助成
高岡短期大学協力会 ６００ 高岡短期大学に対する国際交流助成のため
アピアスポーツクラブ ２００ 総合基礎グループ立浪助教授及び久湊助手の教育研究に対する助成
日本電気 ７００ 産業情報学科久保欣五教授のECに関するセキュリティ等の基礎研究に対す
る助成
合 計 ３，５００
十
富山第一銀行奨学財団 ５００ 新しい金属窒化物薄膜の作製とその応用に関する研究
富山第一銀行奨学財団 ５００２０００年富山国体優勝を目指す競泳選手のレース分析
富山県高等教育振興財団 ３００ 小松研治 北欧と日本における工芸品制作の社会文化的背景の比較
富山県高等教育振興財団 ２００ 谷口義人 産業工芸学科谷口義人教授の海外派遣に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３６０ 産業工芸学科谷口義人教授の教育研究に対する助成
大阪証券取引所 ５５０ 山昌一学長の教育研究その他に要する経費を賄い奨励する
旭プレス工業 ５０ 産業工芸学科横田勝教授の教育研究に対する助成
乾庄貴金属化工 １００ 産業工芸学科横田勝教授の教育研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３００ 高岡短期大学の開放事業その他教育研究に対する助成（特別講演会）
富山県高等教育振興財団 ２００ 産業情報学科吉田俊六教授の教育研究助成
大阪証券取引所 ５５０ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
ホソカワ粉体工学振興財団 ７００ 産業工芸学科 横田勝教授の「パルス通電加圧焼結による新しい粉末固化成形
法と新素材の開発」
アピアスポーツクラブ ２００ 総合基礎グループ立浪助教授及び久湊助手の教育研究に対する助成
高岡短期大学協力会 ４０５ 高岡短期大学に対する国際交流助成のため
合 計 ４，９１５
十
一
株式会社シーデーエル １，０００ 産業工芸学科武山助教授の教育・研究のため
ファーストバンク青雲会 ２００ 高岡短期大学の教育研究に対する助成
ジェック経営コンサルタント ５００ 産業情報学科木村教授への奨学寄附
富山第一銀行奨学財団 ３５０ 総合基礎グループ安達博文助教授の研究助成 研究題目：テンペラ画技法を主
体とした人物表現及び画面の防黴について
富山第一銀行奨学財団 ３５０ 産業工芸学科三船温尚助教授の研究助成 研究題目：古代鋳造技法の応用によ
る無鉛青銅器の研究
富山第一銀行奨学財団 ３００ 産業工芸学科武山良三助教授の研究助成 研究題目：まちづくり景観エレメン
トのデザインに関する研究
富山県高等教育振興財団 ３５０ 入江識元 産業情報学科入江識元講師に対する研究助成
大阪証券取引所 ５５０ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
野瀬正照 １００ 野瀬助教授の教育・研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 １２０ 産業情報学科小松裕子講師の教育・研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ２００ 久湊尚子 総合基礎グループ久湊尚子助手の海外派遣に対する助成
富山県高等教育振興財団 １５０ 総合基礎グループ久湊尚子助手の教育・研究に対する助成
アルスホーム株式会社 １５０ 総合基礎グループ秦正徳教授の研究に対する助成
原野製材株式会社 １５０ 総合基礎グループ秦正徳教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３００ 高岡短期大学の開放事業その他教育研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ２００ 吉田俊六教授の教育研究助成
内島正雄 １，０００ 林曉助教授の研究に対する助成
大阪証券取引所 ５５０ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
高岡短期大学協力会 ６００ 高岡短期大学に対する国際交流助成のため
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平
成
十
一
（社）富山県建設業協会 ３００ 高岡短期大学の教育研究に対する助成
アピアスポーツクラブ ２００ 立浪助教授の研究に対する助成
合 計 ７，６２０
十
二
富山第一銀行奨学財団 ７００ 産業造形学科中村滝雄教授の研究助成 研究題目「種子島鋏における鍛冶技法
の調査」
富山第一銀行奨学財団 ３００ 産業造形学科伊東多佳子講師の研究助成 研究題目「環境美学研究」
富山第一銀行奨学財団 ５００ 地域ビジネス学科磯部祐子助教授の研究助成 研究題目「外国人研修生，実習
生の受入れ事業の現状と問題点」
（TKD研究会研究） １，７００ 武山良三助教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ２００ 野瀬正照助教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３４０ 清水克朗講師の研究に対する助成
北日本新聞社 １００ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
富山県化学工業会 ５０ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
富山企業懇話会 １００ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
大阪証券取引所 ５５０ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３００ 高岡短期大学の開放事業その他教育研究に対する助成
JTB日本交通公社 高岡
支店
１５０ 沖和宏講師の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ５０ 今淵純子助手の研究に対する助成
アピアスポーツクラブ ２００ 立浪勝教授の研究に対する助成
大阪証券取引所 ５５０ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
高岡短期大学協力会 ６００ 高岡短期大学に対する国際交流助成のため
合 計 ６，３９０
十
三
大阪証券取引所 １，８７５ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
吉田俊六 ４００ 地域ビジネス学科吉田俊六教授の研究に対する助成
富山第一銀行奨学財団 ９００ 産業造形学科横田勝教授の研究助成 研究題目「普通科高等学校における美
術・工芸教育の現状と動向調査」
富山第一銀行奨学財団 ６００ 地域ビジネス学科山田眞一教授の研究助成 研究題目「異文化間コミュニケー
ション教育における映像利用に関する研究」
芙蓉会 ２００ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
（TKD研究会研究） ３００ 武山良三助教授の研究に対する助成
小堀 孝之 ２００ 産業造形学科小堀孝之教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３００ 三船温尚助教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ２００ 産業造形学科小堀孝之教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ２００ 高岡短期大学の開放事業その他教育研究に対する助成
米田俊之建築設計事務所 ４００ 秦正徳教授の研究に対する助成
アピアスポーツクラブ １５０ 立浪勝教授の研究に対する助成
ホソカワ粉体工学振興財団 ７００ 産業造形学科野瀬正照教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ６００ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
合 計 ７，０２５
十
四
矢口忠憲 ２２５ 産業デザイン学科矢口忠憲助教授の研究に対する助成
富山第一銀行奨学財団 １，０００ 産業造形学科小堀孝之教授への研究助成 研究題目「普通科高等学校における
美術・工芸教育の現状と動向調査」
富山第一銀行奨学財団 ５００ 保健管理センター宮元芽久美講師への研究助成 研究題目「小セミナー形式を
取り入れた大学生の健康教育の取り組み
（加越能鉄道・駅前再開発） ５５０ 武山良三助教授の研究に対する助成
北陸産業活性化センター ２，５００ 産業造形学科野瀬正照教授への研究助成 研究題目「アルミ・マグネシウムダ
イカスト用金型の高性能化に関する研究」
米田俊之建築設計事務所 ２００ 秦正徳教授の研究に対する助成
ヒラキストア １２０ 高岡短期大学の教育研究に対する助成事業
富山県高等教育振興財団 ２３０ 産業造形学科今淵純子助手の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３５５ 高岡短期大学の開放事業その他教育研究に対する助成
ニコンデジタルテクノズ ８００ 半導体産業機器分野の需要動向の統計的分析に関する研究 地域ビジネス学科
助教授小柳津英知
高岡短期大学校友会 １００ 高岡短期大学の就職指導に関する助成
富山県高等教育振興財団 ６００ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
福武学術文化振興財団 １，０００ 三船温尚教授の研究に対する助成
アピアスポーツクラブ １５０ 立浪勝教授の研究に対する助成
合 計 ８，３３０
十
五
北熱 ５００ 産業造形学科野瀬正照教授の研究助成
ジェック経営コンサルタント ５００ 吉田俊六教授への研究助成
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年度 寄 附 者 受 入 額 寄 附 目 的
平
成
十
五
富山第一銀行奨学財団 １，５００ 産業造形学科小堀孝之教授への研究助成研究題目「高等学校における美術・工
芸教育の現状と動向調査」
富山第一銀行奨学財団 ５００ 地域ビジネス学科磯部祐子教授への研究助成研究題目「中国語・日本語に於け
る同形異義語の研究」
富山県高等教育振興財団 ５００ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
富山県高等教育振興財団 １，０００ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
富山県高等教育振興財団 ４５０ 産業造形学科堀江秀夫教授への研究助成研究題目「住宅解体材の工芸材料とし
ての適性評価に関する研究」
富山県高等教育振興財団 ３９０ 高岡短期大学の教育研究活動に対する助成
北陸産業活性化センター ２，５００ 産業造形学科野瀬正照教授の研究に対する助成
（京都市・山本文二郎漆科
学研究）
４００ 橋本千毅助手の研究に対する助成
高岡短期大学校友会 １５０ 高岡短期大学の就職指導に関する助成
アピアスポーツクラブ １５０ 立浪勝教授の研究に対する助成
北陸電機製造 ３００ 産業デザイン学科矢口忠憲助教授の研究に対する助成
合 計 ８，８４０
十
六
石油資源開発株式会社 １，０００ 村田聡助教授の学術研究助成
富山県高等教育振興財団 １，５００ 高岡短期大学大学開放センターの事業に対する助成
富山第一銀行奨学財団 ３５０ 産業造形学科 村田聡助教授への研究助成 研究題目 漆の乾燥に関する研究
富山第一銀行奨学財団 ３００ 産業造形学科 河原 雅典講師への研究助成 研究題目 富山県の人力運搬
具の人間工学的研究
富山第一銀行奨学財団 ３５０ 地域ビジネス学科 山田眞一教授他１名への研究助成 研究題目 漆工芸に
関する日中対訳用語集作成のための研究
富山第一銀行奨学財団 ２００
地域ビジネス学科 コビー クリストファー助教授他５名への研究助成 研
究題目 新大学芸術文化学部における「イングリッシュ・コミュニケーション
中級」テキストの制作と富山県内の外国人観光者サポート事業への展開研究
富山第一銀行奨学財団 ３００ 地域ビジネス学科 王大鵬助教授への研究助成 研究題目 中国における日
系企業の現地調達に関する研究
富山県高等教育振興財団 ５００ ウエスタンオレゴン大学への短期語学研修事業に対する助成
富山県高等教育振興財団 ５００ 大連外国語学院への短期語学研修事業に対する助成
UROJI「ザッカ カフェ知
生庵棚担当」 小田敏明
３．９５ インキュベーション教育事業に関する助成
富山県高等教育振興財団 ２２０ 産業造形学科 丸谷芳正教授への研究助成 研究題目 高齢者福祉施設にお
ける椅子（車椅子）による姿勢保持の現状調査
UROJI「高岡市役所アンケー
トBOX担当」 熊谷弘毅
７．２ インキュベーション教育事業に関する助成
富山県高等教育振興財団 ５００ 大学開放センターの開放事業（特別公開講演会）に対する助成
富山県高等教育振興財団 ２６０ 産業デザイン学科 沖和宏講師への研究助成 研究題目 商店街活性化とデ
ザイン系実習教育の相互充実を図った地域との協働授業開発
高岡短期大学校友会 １００ 高岡短期大学の就職指導に関する助成
富山県高等教育振興財団 ２，６００ 戦略的キャンパス・アイデンティティ推進事業に対する助成
ホソカワ粉体工学振興財団 ８００ 産業造形学科 野瀬正照教授の研究に対する助成
UROJI「創己祭担当」
小田敏明
３．０２５ インキュベーション教育事業に対する助成
メタルエンジニアリング ６０ 産業造形学科 野瀬正照教授の研究に対する助成
北陸電機製造 ３００ 産業デザイン学科矢口忠憲助教授の研究に対する助成
産業デザイン学科 武山良三 ５００ 武山良三教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 ４００ 教材用工芸品等購入事業に対する助成
アピアスポーツクラブ １５０ 立浪 勝教授の研究に対する助成
富山県高等教育振興財団 １０９，３７９ 芸術文化学部立ち上げ・発展に対する奨学助成
合 計 １２０，２８３．１７５
十
七
定塚小学校 PTA １０ 渡辺雅志講師の研究に対する助成
銅及び銅合金技術研究会 ３００
産業造形学科 野瀬正照教授への研究助成 研究題目 青銅の表面改質による
高濃度錫合金層の生成メカニズム解明と銅器産業への応用展開に関する研究助成
特定非営利活動法人建設環
境情報センター
２００
産業デザイン学科 武山良三教授への研究助成 研究題目 都市景観の研究に
対する助成
富山第一銀行奨学財団 ３９０ 産業造形学科 野瀬正照教授への研究助成 研究題目 セラミックスと金属を
複合化した装飾用保護膜の研究
富山第一銀行奨学財団 ３６５ 産業造形学科 今淵純子助手への研究助成 研究題目 大学の工芸教育に関す
る調査研究および資料収集
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３．５．９ 年表（後期）
平成
二
３．３０ 高岡短期大学紀要創刊号を発行する。
三
７．５ 富山県工業技術センター、高岡市工芸デザイン指導所との工芸三機関合同展を開催する。（平成１１年度まで原則
毎年開催）
五 １０．２ 放送（テレビ）公開講座「企業経営とコンピュータ」を開講する。（～１１．２７）
六
７．１８ 米長邦雄氏（前将棋名人）による特別公開講演会「運を育てる」を実施する。／１０．１ 放送（テレビ）公開講座「工
芸の世界－身近な技法－」を開講する。（～１１．２６）
七
２．１０ 学内情報ネットワークシステムTNC－NET（Takaoka National College NETwork）が稼働する。／２．２４ SI-
NET加入機関（富山県立大学）への IP接続を開始する。／１０．７ 放送（テレビ）公開講座「英語で富山を語ろう」を開講
する。（～１２．２）
八
１０．５ 放送（テレビ）公開講座「時代がみえる２１・トヤマ－豊かさ、快適さを考える－」を開講する。（～１１．３０）／１０．２８
立花隆氏（評論家・東京大学客員教授）による特別公開講演会「インターネットは社会を変えるか」を実施する。／１１．１９
大連外国語学院との友好協力関係に関する協定書を締結する。／大連 短期語学研修事業に関する覚書を締結する。／
大連 短期語学研修事業に関する覚書を締結する。／１２．２５ インターネットでホームページを開設し学内情報の発信を
開始する
九
１．２７ 産業工芸資料収集第２次５ケ年計画を策定する。／７．１ SINET加入機関（富山県立大学）から金沢大学ノード
校に変更する。／７．２９ アジア環境国際フォーラムの文化交流ワークショップを開催する。／７．２９ アジア環境国際
フォーラムの文化交流ワークショップを開催する。／８．２８ 吉田簑助氏（文楽人形遣い・人間国宝）による特別公開講演
会「女を表現する」を実施する。／１０．３ 放送（テレビ）公開講座「創・クリエイトの時代－とやまの工芸とデザイン－」
を開講する。（～１１．２８）／１１．５ ラハティ・ポリテクニクとの友好協力関係に関する協定書を締結する。／１１．２７ 過去
の公開講座受講生に対し「高岡短期大学開放センターに関するアンケート」調査を実施する。
十
６．２６ ラハティポリテクニクデザイン学部学生作品展を開催する。（～７．２）／本学にてラハティ・ポリテクニク学生
の作品展開催する。（～７．２）／９．１７ ラハティ・ポリテクニク 学生の交流に関する覚書を締結する。／１０．５ 中村
美佐保氏より中村富栄作品の寄贈を受ける。／１０．１９ 小沢昭巳氏（童話「とべないホタル」作者）による特別公開講演会
「現代若者気質－若者にみる生きるとは－」を実施する。／１０．２８ クラフトデザインフォーラムを開催する。／１２．１０
米中村桂子氏（JT生命誌研究館副館長）による特別公開講演会「２１世紀を生きる知恵－生きものとしての人間４０億年の生
命の歴史から－」を実施する。
十
一
２．「高岡短期大学開放センターの課題と展望」を発行する。／３．１５ 工芸品等の展示企画に関する懇談会を開催する。
／９．２２ 公開講座受講者作品展を開催する。（～３０）（以降毎年開催）／１０．３１ 親子で体験夢づくりものづくり「パソコ
ンでオリジナルTシャツを作ろう」を実施する。／１２．１０ 米中村桂子氏（JT生命誌研究館副館長）による特別公開講演
会「２１世紀を生きる知恵－生きものとしての人間４０億年の生命の歴史から－」を実施する。
十
二
７．２５ 短期大学開放センターに資料収集展示専門委員会を設置する。／７．２８ 親子で体験夢づくりものづくり「蝋型
鋳造でオリジナルグッズ制作」を実施する。（７．２９、８．４・５）／９．２５ 大連 短期語学研修事業に関する覚書の一部
変更（学科名等）する。／９．３０ ２０００国際経済フォーラム高岡ワークショップ「人を繋ぎ、都市を編む」を開催する。／
１１．１６ 山崎正和氏（劇作家・評論家・東亜大学長）による特別公開講演会「情報化時代の大学」を実施する。
十
三
７．３１ 紀要第１６巻から従来の研究論文等に加えて地域に向けた情報等を掲載する。（現在に至る）／８．３ 親子で体験
夢づくりものづくり「親子で野鳥観察と巣箱づくり」を実施する。（～５）／１０．３０ フィンランド デュオコンサートを
開催する。／１１．７ 第１回地域を繋ぐ特別展「まちをデザインするパブリックアート」を開催する。（～１８）
年度 寄 附 者 受 入 額 寄 附 目 的
平
成
十
七
富山第一銀行奨学財団 ４４５
産業デザイン学科 安達博文教授への研究助成 研究題目 絵画制作における
基底材と地塗り（under ground），下塗り（under painting）効果についての研
究及び研究製作品の発表
富山第一銀行奨学財団 ３００ 保健管理センター 宮元芽久美講師への研究助成 研究題目 大学生の血清脂
質値と生活習慣との関連についての研究
高岡短期大学 産業デザイ
ン学科 講師 西島治樹
２１．５ 産業デザイン学科 西島治樹講師への研究作品の展示・発表に対する助成
富山県高等教育振興財団 ３５０ 産業デザイン学科 玉井泰子助手への研究助成 研究題目 日本モダニズム建
築における技法と意匠に関する研究
富山県高等教育振興財団 ５００ 産業造形学科 横田 勝教授への研究助成 研究題目 高錫青銅の熱処理と新
しい表面処理技術の開発による鉛レス青銅の実用化と銅器産業の活性化
７月末現在
合 計 ２，８８１．５
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平
成
十
四
１．３０ ラハティ・ポリテクニク 学生の交流に関する覚書の一部変更（受入学生数）する。／２．７ 産業工芸資料収集
第３次５ケ年計画を策定する。／３．１ 学内情報ネットワークシステムTNC－NETをギガビットネットワークシステ
ムに更新する。／３．１８ 大田弘子氏（政策研究大学院大学教授）による特別公開講演会「日本経済のゆくえ」を実施する。
／３．２９ 教育用電子計算機を更新する。／４．１５ 公開授業「ライフスタイル－ライフスタイルと価値観の研究－」を
開講する。（～６．３）／７．１ 高等学校生徒を対象とした高岡短期大学の授業公開に関する高岡短期大学と富山県立と
なみ野高等学校との協定書を締結する。（～平成１６年３月末日まで有効）／９．１８ ラハティ・ポリテクニク 教員の交流
に関する覚書を締結する。／９．２５ ラハティ・ポリテクニク 学生作品の相互交流展に関する覚書を締結する。／ラハ
ティ・ポリテクニクにて本学学生の作品展開催する。（～１０．８）／１０．４ 大学 Jr．サイエンス＆ものづくり「シンプルな
ものづくり silver ring& silver spoon」を実施する。（～５）／１０．８ 公開授業「金属工芸史」を開講する。（～H１５．１．２８）
／１１．１５ 第２回地域を繋ぐ特別展「素材と造形」を開催する。（～２８）／１２．３ 大原謙一郎氏（大原美術館理事長・倉敷
商工会議所会頭）による特別公開講演会「地方の視点で『文化の世紀』を考える」を実施する。
十
五
３．５ 地域貢献について富山県、高岡市と協議する「富山コラボレーション」推進連絡会議を開催する。／ウエスタン
オレゴン大学との友好協力関係に関する協定書を締結する。／ウエスタンオレゴン大学 教職員の交流に関する覚書を締
結する。／ウエスタンオレゴン大学 短期語学研修事業に関する覚書を締結する。／３．２８ 高等学校生徒を対象とした
高岡短期大学の授業公開に関する高岡短期大学と富山県立小杉高等学校との協定書を締結する。（～平成１６年３月末日ま
で有効）／４．１４ 公開授業「ライフスタイル」を開講する。（～５．２６）／５．２４ 富山県立小杉高等学校生徒を対象とし
た公開講座「圧迫鋳造による銀の指輪作り」を開講する。（～６．１４）／８．１ SINETノード校を金沢大学から富山大学
に変更する。／８．２ 大学 Jr．サイエンス＆ものづくり「粘土で動いている人物を作ろう」を実施する。（～３）／大学
Jr．サイエンス＆ものづくり「粘土で動いている人物を作ろう」を実施する。（～３）／８．２３ 大学 Jr．サイエンス＆もの
づくり「こまと竹とんぼを作ろう」を実施する。（～２４）／１０．１ 創業を目指す学生（卒業生）を支援するインキュベーショ
ン教育事業を開始する。／１０．７ 公開授業「金属工芸史」を開講する。（～H１６．２．３）／１０．２４ 山口昌伴氏（GKデザ
イン機構・道具学研究所長）による特別公開講演会「和風ものづくりの２１世紀展望」を実施する。／１２．２ 本学にてラ
ハティ・ポリテクニク学生の作品展開催する。（～１２．１５）
十
六
４．１ 独法化を期に短期大学開放センターを大学開放センターに名称変更し、同センターの事業に国際交流及び知的財
産の取り扱いを加える。／GLOVIA 会計情報システム Campus 及び物品請求システムが稼働する。／４．７ 平成１５
年度寄贈作品展を開催する。／４．９ 公開授業（前期：１０５科目、後期：８５科目）を開講する。（～H１７．２．３）／４．１５
大学開放センターに職務発明専門委員会を設置する。／４．２３ 高等学校生徒を対象とした高岡短期大学の授業公開に関
する高岡短期大学と富山県立小杉高等学校との協定書を締結する。（～平成１７年３月末日まで、ただし、申し出がない限
り毎年延長）／４．２４ ラハティ・ポリテクニク 学生作品の相互交流展に関する覚書の一部変更（期間）する。／５．２０
エントランスホールの愛称をTSUMAMA－HALLに決定する。／５．２９ 富山県立小杉高等学校生徒を対象とした公
開講座「圧迫鋳造による銀の指輪作り」を開講する。（～６．２６）／６．１２ 富山県立小杉高等学校生徒を対象とした公開
講座「中国語とその背景研究」を開講する。（～７．３１）／７．１３ 民間等の研究者を受け入れる受託研究員制度を制定す
る。／８．１９ 小中学生ものづくり講座「青銅のキーホルダーをつくろう－蝋型鋳造の体験－」を実施する。（８．１９－２０、
８．２３－２４）／高岡市立看護専門学校生を対象とした公開講座「情報処理」を開講する。（～８．２７）／１０．１９ 坂東三津五
郎氏（歌舞伎俳優）による特別公開講演会「江戸文化の華 歌舞伎における粋と意匠」を実施する。／１２．１４ 富山県立富
山北部高等学校生徒を対象とした公開講座「デザイン」を開講する。（～H１７．１．１９）
十
七
４．１１ 公開授業（前期：１０６科目、後期：８２科目）を開講する。（～H１８．２．３）／５．２８ 富山県立小杉高等学校生徒を対
象とした公開講座「圧迫鋳造による銀の指輪作り」を開講する。（～６．２５）／６．１０ 国立大学法人新富山大学芸術文化
学部創設記念東京シンポジウム「日本の未来と、地方・芸術文化・教育」－文化と自然の融合で－を開催／７．１１ 富山
県立富山北部高等学校生徒を対象とした公開講座「デザイン」を開講する。（～H１７．７．１５）／８．８ 小中学生ものづく
り講座［金属をとかしてみがいて新発見」を実施する。（８．８、８．９）／９．３０ 国立大学法人新富山大学芸術文化学部
創設記念フォーラム［世界が注目する日本の芸術文化］を開催。
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